


[image: ]







[image: ]







[image: ]










ブラスレイター




ジャッジメント２








原作：ＧＯＮＺＯ×ニトロプラス

著：百瀬千代





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「見よ、蒼あお褪ざめたる馬あり、これに乘のる者の名を死といひ、黄泉よみ、これに隨したがふ」


ヨハネの黙もく示し録ろく　第６章第８節　　









　　　　１







　重い瞼まぶたを開くと、そこはぼんやりとした光に包まれていた。

　背中には硬かたい感かん触しよく。何か焦こげたような匂においが鼻を突つく。

「ここは……」

　呟つぶやくと、すぐ側そばで人の立ち上がる気配がした。

「ジョセフ！」

　若い女の声。駆かけ寄ってくる足音。それが危険な存在でない事はすぐに分かった。

　それは、懐なつかしい音。その小鳥のような声と、それにそぐわぬ慌あわただしい足音。

「ジョセフ！　ジョセフ！」

　近付くなり、彼女は横たわっているジョセフの身体からだを抱だいた。柔やわらかい感触。

「良かった……目を覚ましてくれて……」

　彼女が、気を失う前にジョセフの脳のう裏りに浮うかんだ少女──スノウである事が、少なからずジョセフを混乱させていた。数ヵ月前に置き去りにした彼女が今自分の側にいる、そんな事はあり得ないとジョセフの思考は結論付けていた。しかし一方で、肉体は彼女の感触、温度をしっかりとジョセフの脳に伝えている。その矛む盾じゆん。

「スノウ、なのか……」

　混乱しながらもジョセフが呟くと、ジョセフを抱いていたスノウは身を離はなし、ジョセフの目を見つめた。

　幻げん想そうにしては、その姿はあまりに明めい瞭りようだった。その瞳ひとみに湛たたえられている光も。

　ジョセフは半身を起こし、周囲を見回した。

　打ち捨てられた山小屋だろうか、丸太で組まれた外がい壁へき、煉れん瓦が造りの暖だん炉ろ。暖炉の中では赤々と火が燃えており、くべられた薪まきが時折パチパチと爆はぜる音を立てていた。目覚める前に感じた焦げ臭くさい匂いはそれが原因なのだろう。

　スノウは、ジョセフの言葉を待っているらしく、子犬のようにジョセフの側に座り、小首を傾かしげたままジョセフを見つめている。

「どうして──」

　ジョセフが問いを投げ切るよりも早く、ジョセフの背後で、

「私が呼んだのよ」

　と、声がした。

　振ふり返ると、ガルムの車体からエレアがその小こ悪あく魔まのような姿を投とう影えいさせている。

「エレア……」

「感謝なさい、ジョセフ。決して容易ではなかったのよ。何処どこにいるのかも分からない彼女に連れん絡らくを取って貴方あなたをピックアップさせた上にこうして隠かくれ家がまで見付けるなんて……」

　その言葉で、ジョセフは今自分が置かれている状じよう況きようを知る事ができた。

　途と端たん、脳裏に蘇よみがえってきたのは己おのれを昏こん倒とうせしめた戦いの記き憶おくだった。

　自分は敗れたのだ。あまりにも、無ぶ様ざまに、何もできぬまま、ザーギンに。

　ジョセフは裸はだかの上半身に目を落とした。そこにはまだ癒いえ切らぬ大きな傷きず跡あとがある。触ふれてみると、癒ゆ着ちやくした皮ひ膚ふの下に僅わずかな痛みを感じた。

「駄だ目め……！　まだ治ってないから、触さわらないで！」

　スノウに手を摑つかまれたジョセフは、すぐさまスノウを振り払はらうようにその手を引いた。

「あ……」

　スノウが寂さびしげな声を漏もらす。ジョセフは俯うつむき、

「すまない……」

　と呟いた。それは咄とつ嗟さの行動だった。スノウと行動を共にしていた頃ころ、ジョセフは努めてスノウに触れぬように心がけていた。それが、己の血によって悪あく魔まへとその身を落としてしまったスノウへのせめてもの贖しよく罪ざいだと、ジョセフは信じていた。

　そのスノウが、今、自分の側にこうして座っている。あまつさえ、自分の身体に触れている。

　次し第だいに明瞭となっている意識の中で、ジョセフは思わずスノウの身体を引き離していたのだった。

「あまり冷たくしては可か哀わい想そうよ？　その子がいなければ、貴方は今いま頃ごろあの場で冷たくなっていたかもしれないのだから」

　エレアの言葉に、ジョセフは再び振り返り、大きく息を吐はいた。エレアのその物言いが、ようやく自分を現実に引き戻もどしつつある事を、ジョセフは感じていた。

「聞きたい事はいくつもある……だがとりあえず、何故なぜ、お前がスノウの事を知っていた？」

　スノウは、ジョセフが数すう奇きな運命により生み出してしまった存在だ。その存在を、ツヴェルフが確かく認にんしているはずがない……ジョセフはそう思っていた。

　しかし、エレアは当然のようにこう答えた。

「あら……当たり前じゃなくて？　私は貴方の旅をずっと見守っていたのだもの」

　ジョセフはガルムの上に腰こし掛かけるエレアから視線を落とし、ガルムの車体を見つめる。言われてみれば、エレアが姿を現すにあたってガルムに何らかの改造を行ったわけではない。という事は、エレアはやろうと思えばいつでもジョセフの前に姿を現せたという事だ。

「そういう事か……」

　エレアがジョセフの行動を覗のぞき見していた事は理解していたが、そんな頃からそれを続けていたとは思ってもいなかった。不快感や羞しゆう恥ち心しんの入り混じった複雑な感情が一時ジョセフを支配する。しかし、何か反論めいた言葉を吐く気にもなれない。

「他ほかに方法がなかったのよ。まさかＸＡＴザツトに頼たよるわけにもいかないでしょう？」

　それは確かにそうだ。ＸＡＴに捕つかまえられれば、研究材料にされるか、それともデモニアックと同類視され排はい除じよされるのがオチだ。

「ジョセフ……」

　スノウは相も変わらず子犬のような顔付きで、ジョセフを見つめている。ジョセフにとって、その眼まな差ざしが重荷である事になど、何も気付いていない様子で。

　ジョセフはその時の事を、今でも昨日の事のように思い出せる──。




　──一年前。

　ジョセフは、とあるデモニアックを追っていた。

　何人もの人間を屠ほふり、追手から逃のがれ続けていた凶きよう悪あくなデモニアックだった。ジョセフ自身、そのデモニアックと何度も対たい峙じしながら仕留め切る事ができぬまま逃とう亡ぼうを許し、その結果、新たな犠ぎ牲せい者しやが増えていった。

　ようやく居場所を突つき止めたのは、そのデモニアックだけを執しつ拗ように追い続けて一ヵ月程ほど経たってから。しかしそれも、偶ぐう然ぜんによってに過ぎない。

　本当に、偶然に、ジョセフはそのデモニアックが民家に忍しのび込んでいく様を目もく撃げきしたのだ。

　それは、ジョセフでなければ──普ふ通つうの人間であれば──発見する事はできなかっただろう。

　その民家まではおよそ数キロの距離だった。何気なく、風を感じるために立ち寄ったビルの屋上。その場所で、ふと目を向けた先に──件くだんのデモニアックがいた。

　それに気が付き、ただ走った。

　今度こそ逃にがすまいという我が執しゆうとこれ以上犠牲者を出してはならないという義ぎ俠きよう心しんとが合わさり、ともすればドス黒い、憎ぞう悪おのような感情が湧わき起こっていた。

　そしてガルムに飛び乗り、デモニアックが忍び入った民家を目指し──辿たどり着いた。

　そこは地じ獄ごくだった。

　そう言っても大おお袈げ裟さではないと、思い返す今でもジョセフは思う。

　決して広くはない家。しかし、そんな状じよう況きようでなければ、おそらくは家庭的で温かな家だったはずだ。白い漆しつ喰くいの壁かべも、古い木の床ゆかも、きっとその家に住む家族にとっては何より心落ち着く空間だったに違ちがいない。

　その空間が、血に汚よごれ、無む惨ざんに荒あらされていた。家の主あるじはくつろぎの場であるはずの揺ゆり椅い子すの上で、首を刎はねられて死んでいた。死体は既すでにあらかたの血を流した後であり、天てん井じよう、壁、床、周囲のあらゆる場所が血で紅あかく染められていた。

　また新たな犠牲者を出してしまった──そう後こう悔かいするジョセフを、すぐに現実に引き戻したのは音だった。

　ギシギシと軋きしむ、天井の音。

　それは上階にまだ何者かが存在している事を示していた。

　生存者か、それともデモニアックか。

　ジョセフは注意深く足音を消し、二階へと向かった。

　音を頼りに、何者かが潜ひそんでいるであろう部屋を探し、慎しん重ちように足を進める。

　嫌いやな予感はしていた。

　僅わずかながら想像もしていた。

　だが実際にその光景を見ると、ジョセフは冷静ではいられなかった。

　その部屋にいたのはデモニアックだ。一家の母親と思われる女は、既に殺されている。

　そしてジョセフが目にしたのは、その母親の亡なき骸がらを犯おかすデモニアックの姿。

　ギシギシと音を立てていたのは古びたベッドのスプリングだった。

　デモニアックの多くは、自我を持たない。彼らはただ、生まれながらにしてそう命じられているかのように人を殺あやめ続ける。

　しかし稀まれに、人間であった時の強い欲望を失わぬままデモニアックに変じる者もいる。

　食欲、物欲、名めい誉よ欲よく、そして色欲──。

　ブラスレイターではない、しかし有う象ぞう無む象ぞうのデモニアックでもない、中間の存在。

　ジョセフの存在に気付いたデモニアックは、腰こしの動きを止め、ジョセフを振ふり返った。しかし逃げようともせず、ただ笑うような声を漏もらした。まるでジョセフを侮ぶ辱じよくするかのように。

　ジョセフが手刀を振りかざすと、デモニアックはようやく危機を察知したのか、犯していた亡骸をすぐさまジョセフの方に放ほうり投げてくる。目、鼻、口、顔中のいたるところから血を流した肉体が宙を舞まう。血飛沫しぶきが散る。

　回かい避ひする事は容易たやすかった。

　しかしジョセフは、それを受け止めざるをえなかった。

　それは無惨に殺された彼女の、最低限の尊厳を守るためだ。犯していた肉体をただの物質としてしか見ぬデモニアックによって、ジョセフへの牽けん制せいの一道具として扱あつかわれた彼女。その彼女の人間性を、ジョセフまでもが否定するわけにはいかない。そう思った。

　しっかと受け止めた肉体はもはや冷たく、指を押し返してくるような弾だん力りよくも失われていた。

　ジョセフが亡骸をそっと床に横たえると、その隙すきにデモニアックは既にジョセフに向かって跳ちよう躍やくを行っている。これまでずっと逃げ続けていたにしては、不思議なほどに好戦的な態度だった。

　己おのれの情交を中断させられた事への憤いきどおりがそうさせているのかもしれなかった。

　ジョセフは立ち上がり、眼前に迫せまりくるデモニアックを前蹴げりで突き飛ばした。自分自身でも驚おどろくほどのスピードで。そして力で。

　迎げい撃げきを受けたデモニアックは後方に吹ふき飛び、壁に激げき突とつする。ジョセフはあえて追つい撃げきを行わず、無様に尻しり餅もちをついたデモニアックを見下ろしていた。

「立てよ」

　湧わき起こった怒いかりがジョセフの脳を、かえって冷静な状態に引き戻もどしていた。

　人間としての感情をいくらか残した眼前のデモニアックが、他者の人間性を、その尊厳を、冒おかした事が、ジョセフには許せなかった。

　図はからずもデモニアックとなり、それ故ゆえに本能のままに暴れ狂くるう、相手がそんな個体であったなら、それほどの怒りを持ち得なかっただろう。

　だが目の前にいる者は違ちがう。

　人間としての感情をまだ色いろ濃こく残し、人としての欲望を忘れられず、人を屠ほふり、犯し、汚けがしているのだ。

　デモニアックは、混乱している様子でふらつきながら立ち上がる。その立ち上がりざまを狙ねらって、ジョセフは側頭部に弧こを描えがく蹴りをくれてやった。

　一いち撃げきで仕留める事はできる。

　だが、それでは駄だ目めだ。

　ジョセフの心の中では、ジョセフではない何者かの声が幾いく度ども反はん響きようしていた。

　駄目だ。駄目だ。こいつを許してはいけない。容易な安楽を与あたえてはいけない。死という安楽を与えてはいけない。苦しめなければ。苦しまなければ。

　這はうように倒たおれたデモニアックの頭部を踏ふみ付けた。潰つぶしてしまわない程度に圧力をかけ続けた。みしみしと軋きしむ音がする。デモニアックは苦く悶もんの声を上げる。だが許したりはしない。こんな苦しみでは、他者の尊厳を冒した罪は拭ぬぐえない。

　ジョセフは、右手が熱くなるのを感じていた。掌てのひらに刻まれた紋もん章しようが、仄ほの白じろく光っていた。

　ゆっくりと、視界が狭せばまっていくのが分かる。

　同時に、自分の中で大切にしている何かが壊こわれてしまいそうな感覚が生まれた。

「ア、ア……」

　デモニアックが低く唸うなったのを受けて、ジョセフは慌あわてて踏み付けていた足を上げる。

　我に返り、血の気が引くのを感じた。

　──今のは、何だ？

　自分が、自分ではない何者かになっていくような錯さつ覚かく。或あるいは実感。過か剰じように嗜し虐ぎやく的な思考。そして行こう為い。

　デモニアックは、震ふるえる体で這いながらジョセフから逃のがれようとしている。ジョセフはそれを見、慌てて駆かけ寄るとデモニアックの背後から手刀を突き刺さした。獣けもののような咆ほう哮こうと共にデモニアックの身体からだが四散していく。

　止とどめを刺した右手は、先さき程ほどの熱とはまた違う、ヒリヒリとした痺しびれるような熱っぽさを帯びていた。

　ジョセフはその手を見つめ、そしてゆっくりと膝ひざを突き、胸を押さえた。

　何故なぜすぐに殺さなかった？

　何故わざわざ痛め付ける必要があった？

　あのデモニアックの行為が許せなかった、それは事実だ。

　だが、だとしても、デモニアックを殺す前に嬲なぶる必要などどこにもない。どうせ殺すのであれば──少しでも早く、簡潔に、殺してやるべきだ。

　心中で自問自答しながら、ジョセフは改めて部屋の様子に目をやった。

　灯あかりは点ついていない。窓から差し込む月明かりが、微かすかに部屋の中を照らしている。

　その月明かりに照らされて、部屋中に飛び散った血が光っている。血はまだ新しく、粘ねばっこい質感を失ってはいないように見える。

　ジョセフは大きく息を吐はき、立ち上がると、家か中ちゆうに他ほかに生き残りがいないかどうかを探した。

　隣りん室しつは、一目で子供部屋と分かる内装をしていた。いくつも置かれたぬいぐるみ、魚の柄がらのカーテン、ベッドの上に無造作に脱ぬぎ捨てられたパジャマは、一面に星の模様があしらわれている。

　しかし部屋の中には誰だれもいなかった。

　クローゼットの中に隠かくれたという様子もない。

　もう一つあった部屋は主人の書しよ斎さいらしきもので、こちらにも誰もいなかった。

　そこから察するに、この家には子供が一人──家具の趣しゆ味みからして少女だろう──いる事になる。

　書斎で目にした時計から、時刻は分かっている。午後十一時を過ぎたところだ。

　少女がこんな時間になっても帰宅していないとは思えない。だがジョセフは、少女の死体をまだ目にしてはいない。

　生きているのか、死んでいるのか。

　一階に降り、くまなく探したが、生きている少女にも死体にも遭そう遇ぐうする事はなかった。

　デモニアックが食くらってしまったか──あまり想像したくはなかったが、その可能性を考え、しかしそうだとしても、腕うでの一本、足の一本も残さず食われてしまう事などあり得ないように思える。

　家中に飛び散った血の量からしても、少女がデモニアックの手にかかったとは考えにくかった。

　ただ帰宅が遅おくれているだけなのか、或いは何らかの事情でたまたま家にいなかったという可能性もある。

　あまり長居をすれば、いずれ異変に気付いた人間がこの家を訪おとずれるかもしれない。

　そう考えた矢先、ギシリ、と天てん井じようが軋んだ。

　ジョセフはすぐさま階上へと駆け上った。

　音がしたのは寝しん室しつ。

　ジョセフは飛び込むように室内に入ると、そこには一人の少女がいた。

　血溜だまりの上で、呆ぼう然ぜんと膝を突つき、呆ほうけている。

　年の頃ころは十三、四というところだろうか。
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　着ているシャツはべっとりと血に塗まみれ、その血は、擦なすり付けられたように広がっている。対して、少女の足元は全く血に汚よごれていない。

　おそらくはベッドの下に隠れていたのではないか、とジョセフは思った。ひょっとしたら、彼女の母親が危険を察し、彼女をベッドの下に押し込んだ、そういう可能性もある。

　いずれにせよ、少女は生きていた。その事が少なからずジョセフを安あん堵どさせた。

　彼女を安全な場所にまで運んだ方がいい、そう考えたジョセフが一歩、彼女に向かって足を踏み出すと、それまで呆けていた少女は、はっとジョセフを振ふり返った。

　その目が見開かれ、少女が唐とう突とつに震ふるえ出す。

　無理もない。少女にしてみれば、ジョセフもデモニアックも、何ら違ちがいはないだろう。

　だがジョセフには何ら弁明をする気もなかった。

　自分はデモニアックではない、君を助けに来た、などとそんな事を伝えたところで、今の少女がそれを信じるとも思っていない。

　今必要なのは、この少女を安全な場所にまで連れていく事だけだ。

　幸い、デモニアックは既すでに討うっている。少女の身体からだには見たところ──血塗れではあるが──傷一つなく、ジョセフが討ったデモニアックが血を流したという形けい跡せきもなかった。即すなわち、少女がデモニアックとなる可能性はないと考えていい。

　しかし、問題は、母親の方だ。

　デモニアックに犯おかされていた彼女の亡なき骸がらは、ひょっとすればデモニアックの体液を受けデモニアックとなる可能性が残されている。

　このまま少女を放置しておけば、デモニアックとなった母親に殺あやめられる可能性もある。

　ジョセフがまた一歩少女に近付くと、少女は血溜まりの中に両手を突き、尻しり餅もちをついたような格かつ好こうでジョセフから逃のがれようと後ずさった。ジョセフは何も言わなかった。説明する時間も惜おしい。無む理り矢や理りにでも、少女を連れて行かなければならない。

　一歩。

　さらに踏ふみ出した瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん窓ガラスが割れ、何かが部屋に侵しん入にゆうしてきた。

　ジョセフは咄とつ嗟さに後方に跳とび退のき、身構えていた。

　ちょうど少女の背後、部屋に飛び込んできたのは、一人の女。そして二体のデモニアック。

　ブロンドの長い髪かみをしたその女は、ジョセフを見るなり、

「こんばんは、ジョセフ。月の綺き麗れいな夜ね」

　と口を開いた。だがジョセフはその女に見覚えがなかった。

　状じよう況きようが全く把は握あくできない。

　目の前にいるのは確かに女だ。人間の女。

　その女が、デモニアックを引き連れて突然現れた。

　そしてその女は、ジョセフの名を知っている。

　分かっているのはそれだけだ。そして、それが分かっても今の状況は全く理解できない。

「お前は……誰だれだ」

　ただそう問う事だけが、ジョセフにできる唯ゆい一いつの事だった。

　だが女はジョセフの問いには答えず、ただ口元をうっすらと歪ゆがめただけに過ぎない。

「答えろ！　何故なぜ俺の名を知ってる！」

　ジョセフと女に挟はさまれた少女は、混乱したように二人の間で視線を行き交かわせ、しばらくしてから血溜まりの上に倒たおれ込んだ。極限の緊きん張ちようと混乱で、気を失ったのだろう。だが少女の事を気に掛かける余よ裕ゆうはジョセフにはなかった。

　女の両りよう脇わきにいる二体のデモニアックは、女の命令を待つかのようにじっと立ち尽つくしている。女が操あやつっているのか、それとも己おのれの意思で女に従っているのか、ジョセフには判断する事ができない。

　だがそのどちらであったとしても、相手がデモニアックであればジョセフはそれを倒さねばならない。そう考え、腰こしを深く落とし、体重を片かた脚あしに乗せた瞬間、女がジョセフの気を逸そらすように、

「どうして人を救おうとするの？」

　と口を開いた。

　その言葉で機を失ったジョセフは、デモニアックに跳びかかる事もできず、体勢を元に戻もどすより他ほかなかった。

「貴方あなたは力の使い方を間ま違ちがっているわ」

「何を……」

「それは悪あく魔まの力。この世界を浄じよう化かするための大いなる刃やいば。そして人はこの世界にとって害悪そのもの。であれば、貴方の取るべき行動は、人を救う事ではないはず」

　その物言いに、ジョセフはどこか聞き覚えのある気がした。

　世界の浄化。かつて似たような事をジョセフの前で口にした男がいた。

　ザーギン。ジョセフを悪魔へと変えた男。

　人間に絶望し、世界を終わらせると、ザーギンは言った。

「ザーギン……」

　ジョセフがずっと追い続けている男。

　女の言葉に、ザーギンの影かげを感じて、ジョセフは思わず呟つぶやいていた。

「忘れてはいないのね、あの方の事は」

　女はそう言って、眼鏡めがねを押し上げる。

「あの方……だと」

　再度のジョセフの呟きに、女はジョセフを見下すように上体を反そらせ、

「私はあの方に仕えているの。あの方の目指す終末の実現のために」

　と答えた。

　であれば、この女はザーギンの居場所を知っているという事になる。

「ザーギンは──」

　ジョセフがそれを問おうとした直後、女は唐とう突とつにジョセフに向かって踏み込んで来、指先でジョセフの目を搔かいた。

　予測外の動きに、ジョセフはそれを避よける事ができず、女の爪つめによって右目の僅わずか数センチのところを大きく抉えぐられていた。

「グッ……！」

　呻うめき、右目を押さえる。女は一いつ瞬しゆんのうちに、また元の場所へと跳び退すさっていた。

　敵だ。

　この女は敵だ。

　ザーギンの手先。人を滅ほろぼそうとする悪魔。

　倒さねばならない。止めなくてはならない。

　瞬しゆん時じにそう自分に言い聞かせ、ジョセフは女を睨にらんだ。女はジョセフを嘲あざけるような笑えみを浮うかべ続けている。

「貴方からの質問は受け付けないわ、ジョセフ。私がわざわざ貴方を追ってきたのは、貴方にあの方の御意志を理解させるため。そして、貴方のやっている事が間違っているという事を知らしめるため……それ以外は無益だもの。私にとっても、貴方にとってもね」

　ジョセフの右目の視界が、赤く染まっていた。

　女の両脇のデモニアックが、ゆっくりと動き出し、倒れている少女に近付いていく。

「まずは邪じや魔まなモノを処分しましょうか。貴方が私との対話に集中できるようにね」

　女の言葉と同時に、一体のデモニアックが少女に向けて高々と爪を掲かかげる。ジョセフはそれを見て前方に跳とんでいた。

　デモニアックの腹部を蹴けり付け、その反動で着地。すかさず少女の身体からだを抱だき上げる。

　もう一体のデモニアックが繰くり出してきた爪は、避ける事ができず、ジョセフはそのまま吹ふき飛ばされ、背後の壁かべに叩たたき付けられた。それでもどうにか、少女の身体に響ひびかぬよう、少女の身体を庇かばう事だけは、かろうじてできた。

「まだ分かっていないのね……己おのれの愚ぐ行こうに」

　呆あきれたように呟く女を、ジョセフは少女を抱いたままの体勢で見つめた。

　女の右手が、ぼんやりと光っているのに気付く。

　自分に一いち撃げきを加えた時の動き。そしてあの光。

　おそらく女は、自分と同じく人間ではないのだろう。

　そして、自分よりも遥かに強い。

　そう感じたのは、少女を抱く己の腕うでが、微かすかに震ふるえ始めていたからだった。

　それはブラスレイターとなったジョセフが、初めて感じた恐きよう怖ふだった。

　皮ひ膚ふを通して感じる、女の圧あつ倒とう的な力。

「そんな人間一人を救ったところで何になるというの？　既すでに彼女の両親は殺されているというのに……むしろここで死なせてあげた方が彼女にとっても幸せというものではないかしら？」

　そう告げながら、女は一歩、また一歩とジョセフに詰つめ寄ってくる。

　ジョセフは少女を抱いたままで、女に背を向けて部屋を飛び出していた。そうするより他ほかなかった。そうせねば殺される。そう思った。

　背後で指を弾はじく音がする。それと同時に、デモニアックのものらしき叫さけびが高く響いた。女がデモニアックをけしかけてきたのは明らかだった。

　飛ぶように階段を降り、着地すると既にデモニアックのうち一匹ぴきがジョセフのすぐ背後に迫せまっている。

「クソ……ッ！」

　ジョセフは振ふり向きざまに蹴りを放ったが、その蹴り足はデモニアックの強きよう靭じんな腕わん力りよくによって防がれてしまった。少女さえ抱いていなければデモニアックを吹き飛ばす事くらいはできただろう。しかし今の体勢では、うまく片かた脚あしに体重を乗せる事もできない。

　片脚を取られ転てん倒とうさせられそうになったジョセフは、すぐさま軸じく足あしを浮かせ、そちらで再度デモニアックの顔面を蹴り付けた。威い力りよくは伴ともなっていない軽い蹴りではあったが、うまく不意を突つけたせいだろう、ジョセフの片脚を拘こう束そくするデモニアックの力が緩ゆるむ。

　その隙すきに、捕とらわれていた脚を引き抜ぬき、ジョセフは空中で反転、そのまま着地した。

　普ふ段だんならば追つい撃げきを行うところではあるが、今はその余よ裕ゆうはない。

　逃にげなければ。

　ただそれだけを思い、ジョセフは再び屋や敷しきから出るために走り出した。

　主あるじの遺体のあるリビング・ルームを抜け、ドアの前まで差し掛かかったその時、ジョセフの背後で轟ごう音おんが響き、直後、強きよう烈れつな突とつ風ぷうがジョセフを襲おそった。その勢いに吹き飛ばされ、転倒し、しかしそれでも抱いた少女の身体だけは守らなくてはならないと彼女の身体を庇う。

　ゆっくりと起き上がりながら、ジョセフは轟音と突風の原因を知った。

　ジョセフの視界を覆おおう赤。それは傷を負った右目から流れる血のせいだけではなかった。

　眼前には煌こう々こうと燃え盛る火。

　キッチンがあった場所から火の手が上がり、それ故ゆえに部屋は赤く照らされていた。その紅あかい光の向こう、燃え盛る火の奥から、ゆっくりと現れた人ひと影かげ。それがあの女だという事はすぐに分かった。

　ゆらめく火に投とう影えいされたそのシルエットは人の形を大きく離はなれ、異形と化している。しかしその細部までは、はっきりとジョセフの目には映らなかった。それが一層、ジョセフの恐怖を倍増させた。人は、目に見えぬ物にこそ怖おそれを感じるのだという事を、ジョセフは身をもって知ったのだ──。




　──そこまで思い返したところでジョセフの回想を中断させたのは、スノウの不安げな声だった。

「ジョセフ……大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう問われ、ジョセフは頷うなずき、

「大丈夫だ。問題ない」

　と答えた。スノウはその答えにも不安を隠かくせぬ様子で、ジョセフの側そばにしゃがみ込んでジョセフの顔を見み据すえていた。

　ジョセフは、回想を終えて後も、スノウと出会ったあの時の事について思いを巡めぐらせていた。

　考えてみれば、数すう奇きな運命だと思う。

　あの時、女──ベアトリスによって受けた傷から流れ出た血が、抱いていた少女の口に零こぼれ落ちた。その血によって、少女はヒトではなくなり、悪あく魔まとなった。

　そしてその少女が、今、自分の目の前にいるスノウなのだ。

　一時は共に時を過ごした彼女。ジョセフは彼女に生きる道を、戦う術すべを教えた。

　しかしジョセフは彼女を置き去りにせざるを得なかった。

　己の血を受けてヒトではなくなった彼女に、生きる道、戦う術を教えたのはジョセフなりの贖しよく罪ざいのつもりだった。それをしなければ、彼女はその先僅わずかな時さえ生きてはいけないと感じたからだ。

　しかしそれでも、彼女を己の戦いに巻き込む事はできないと、ジョセフはそう感じてもいた。

　ザーギンを追い、ザーギンを止めるという目的は、あくまでジョセフの個人的な感情によるものでしかない。ジョセフは別段、世界を滅ほろぼすなどというザーギンに対して義ぎ憤ふんを感じているわけではないのだ。

　ジョセフはただ、亡なき姉サーシャの死を受けて人は信じるに値あたいせぬと断じたザーギンに、思い留とどまって欲しいだけだ。

　ジョセフとて、異民として多くの差別を受けた。己おのれを虐しいたげる人を憎にくむ事もあった。しかしそれでも、ジョセフに愛をもって接してくれた人がいなかったわけではない。彼らはジョセフに、人を信じる事の素す晴ばらしさを教えてくれた。

　彼らがいたからこそ、ジョセフはザーギンの思想を正したいと願う。人は全すべてが罰ばつを受ける程ほどには汚けがれてはいないと思うから。

「……もう少し、寝ねかせてくれ」

　スノウにそう告げて、ジョセフは横になると目を閉じた。

　スノウによって救われた事実を感謝するべきなのか、それが分からなかった。

　仮に感謝せぬとすれば、スノウに連れん絡らくを取ったエレアを責めるべきなのか、己の戦いに巻き込むまいと決めた彼女に頼たよらざるを得なかった自分の弱さを責めるべきなのか。

　いずれにせよ傷もまだ癒いえぬジョセフが思える事は、もっと力を付けねばならぬという、ただそれだけには違ちがいなかった。

「おやすみ、ジョセフ」

　エレアのその声を聞きながら、ジョセフは眠ねむりに就ついた。

　再び目を覚ました時、全てが夢であればいいなどと願うのは、これで何度目になるだろう。




　ジョセフが再度目を覚ますと、そこにスノウの姿はなかった。

　本当に夢だったのだろうかと、一いつ瞬しゆん、そんな事を考えたが、スノウらしき人物がいた形けい跡せきはしっかりとそこに残されている。

「目が覚めた、ジョセフ？」

　それに加えてジョセフの目覚めと共にかけられたエレアの声が、全てが夢でない事を如によ実じつに語っていた。

「……スノウは？」

　身体からだを起こしながらジョセフが問うと、ガルムから姿を投影させているエレアは肩かたを竦すくめてみせた。

「さあ？　少し前に出て行ったようだけれど……どこに行ったかまでは私には分からない」

　ジョセフには何かにつけてしつこい程の追つい及きゆうを見せるエレアだが、スノウには必ずしも同じようには接していないらしい。

「ただ、ＸＡＴの通信を解かい析せきした結果、どうもこの付近にデモニアックが出現している可能性があるわ」

　エレアが付け加えた言葉に、ジョセフは立ち上がった。ガルムの方に歩き、

「現在地を出してくれ」

　とエレアに頼たのむ。エレアは何も言わぬまま、左手を肩のあたりに掲かかげた。その掌てのひらの上に、簡略化された地図が表示される。それによって、今自分がいる場所がザーギンと対たい峙じした森林公園から数十キロ程離はなれた山間部である事が分かる。

「このログハウスの所有者はデモニアックによって殺されていて、今は所有者不在の状態よ。誰だれかが訪おとずれる心配もないでしょうね」

　頼みもせぬのにエレアが解説してくれる。ひょっとすると、エレアはスノウとはあまり会話を交かわしてはいなかったのではないかとジョセフは思った。会話に飢うえているのかもしれない。

「デモニアックがいるというのは？」

　ジョセフが再度問うと、エレアは表示している地図の縮尺を上げ、さらに周辺の地図を投とう影えいさせる。そこにはいくつかの光点が存在していた。

「光っているのはＸＡＴとデモニアックが交戦した場所よ。このログハウスを中心に全部で三ヵ所。全ての場所に複数体のデモニアックが出現しているわ。となると、この周辺にもデモニアックがいる可能性は高いと言えなくて？」

　ザーギンかベアトリスが、ジョセフへの追手の意味でデモニアックを生み出し差し向けたという可能性は否定はできない。となれば、この場所に留まり続けるのはあまり得策ではないという事だ。

「スノウが戻もどり次し第だい、ここを離れた方がいいな」

　ジョセフが呟つぶやくと、エレアはくすりと笑った。

「あの子を巻き込みたくないのなら、今のうちに貴方あなただけで移動するのも一つの手段だと思うけれど」

　ジョセフを救うためにスノウに連絡を取っておきながらそんな提案をするエレアの意思というものが、ジョセフには理解できなかった。

「それはできない」

「どうして？　一度は置き去りにしたのに？」

　全てを分かっているような口調でエレアが言う。

「……今彼女を置いていっても、彼女がデモニアックの標的になるだけだ」

「それによって貴方の逃とう亡ぼうが容易になるけれどね」

「……お前、俺にどうして欲しいんだ？」

　そもそもエレアの目的を、ジョセフは理解できていない。

　ジョセフに力を与あたえると唐とう突とつに姿を現して以来、エレアの存在に慣れつつはあったが、エレアが味方なのか敵なのか、その確証も未いまだないままだ。

「別に……前にも言わなかったかしら？　私は貴方の美しい姿を見ていたいだけ。それ以外には興味はないわ」

「お前が何を考えていようと、俺はスノウを見捨てるつもりはない」

「構わないわ。それで貴方の美しい姿が見られるのなら」

　会話を交わしたところで、エレアの真意は見えないままだった。ジョセフは立ち上がり、大きく伸のびをした。胸の傷は、昨日に比べて幾いく分ぶん治ち癒ゆが進んでいる。最悪、デモニアックと交戦しても戦えぬという事はなさそうだった。

「スノウを捜さがしてくる」

　そう告げてジョセフが出入口まで歩き出そうとした瞬しゆん間かん、ログハウスの扉とびらが押し開けられ、スノウが姿を現した。

「スノウ……」

　名を呼びつつジョセフが歩み寄ると、スノウは一瞬、体を硬こう直ちよくさせ、それから我に返ったようにジョセフを見つめた。

「ジョセフ……もう歩いても大だい丈じよう夫ぶなの？」

　そう問うてくるスノウの声が微かすかに震ふるえている事に、ジョセフはすぐ気が付いた。

　そして、スノウが右みぎ腕うでを背後に回したままその手をジョセフに見せようとしない事にも。

　ジョセフはスノウの背後に手を回し、右手を摑つかみ取るとそれを強く引いた。スノウは抵てい抗こうしたが、しかしジョセフの力に抗あらがう事はできず、結局されるがままに右手をさらけ出した。

　その手には、べっとりとした血が付着している。

「これは……？」

　ジョセフが訊たずねると、スノウはジョセフから目を逸そらせ、俯うつむき加か減げんになり、

「デモニアックが……」

　と呟いた。

　次いでジョセフが詳しよう細さいを問い質ただすと、付近の様子を探さぐりに外に出てデモニアックに遭そう遇ぐうしたのだと、スノウは語った。右手の血は襲おそいかかってきたデモニアックを迎げい撃げきした際に付いたものだという。

「倒たおしたのか」

　再度の問いに、スノウが頷うなずく。

　それは即すなわち、人の姿のままでデモニアックを討うった事を意味していた。ブラスレイターとなってデモニアックを傷付ければ、血は流れない。青い粒りゆう子しが散り、火傷やけどのような痕あとが残るだけだ。

　自分と離れていた間に、スノウが想像を遥はるかに超こえて成長していた事をジョセフは知った。一いつ緒しよに旅をしていた頃ころは、ともすれば戦う事を恐おそれていたスノウが、ジョセフに悟さとられぬままデモニアックを、しかも人の姿のままで討てるようになっているとは、ジョセフは想像だにしていなかった。

「……ジョセフ、もうここは離はなれた方がいいと思う。たぶん、デモニアックは私が倒した一体だけじゃないから」

　奇くしくも自分が提言しようと思っていた事をスノウに先に口にされ、ジョセフは頷くより他ほかなかった。

「エレア、この付近で身を隠かくすのにいい場所はあるか」

　振ふり返りながらエレアに告げると、エレアは既すでにジョセフのその言葉を予想していたらしく、すぐさま地図上に一本のルートを描えがき出した。

「ＸＡＴの無線を傍ぼう受じゆしたけれど、数名がここに向かって来ているようよ。遭遇しないためにはこのルートを通るといいわ。少し道は険しいけれど……」

　それは山頂から海側に向かう道だった。ジョセフは足を踏ふみ入れた事のない地帯だが、舗ほ装そうされておらぬ獣けもの道みちの続く一帯であるという事は知識として知っている。ガルムで走行するには些いささか難なん儀ぎするだろう。しかし迷っている暇ひまはない。

「スノウ、準備をしてくれ」

「うん。分かってる」

　かつて二人で旅をしていた頃にも、同じようなやり取りをしていた事を思い出す。

　スノウが手て際ぎわ良く荷物をまとめた後、ジョセフがガルムに跨またがると、スノウは慣れた様子でリアシートに飛び乗った。

　そのままアクセルを噴ふかせ扉を押し破りながら外に飛び出すと、危き惧ぐしていた通り、遠方に一体のデモニアックの姿が見えた。そして山頂から見下ろせる麓ふもとには、ＸＡＴの物と思おぼしき装そう甲こう車とバイクの一団が、今まさにこちらに向かって走って来ている。

「いいタイミングだったわね」

　既に姿を消しているエレアが言った。

「そうだな」

　応こたえながら、ジョセフはガルムの速度を上げる。後ろに乗っているスノウが、きつくジョセフの腰こしを抱だいた。







　　　　２







　アマンダの記き憶おくに残っている最後の言葉は、マルコ・ベルリのものだった。

　その言葉の詳細までは、はっきりと覚えてはいない。しかし記憶の片かた隅すみに、一つの聞き慣れぬ単語が残っている。

　ザーギン。

　それが何を意味する言葉なのかまでは分からない。

　しかし曖あい昧まいな意識の中で耳に入ったその単語だけは、何故なぜか特別な意味を持っているようにアマンダには思えたのだ。

「ザーギン……」

　そう呟つぶやきながら、アマンダはＸＡＴザツト地階東とう端たんに位置する個室のベッドの上で天てん井じようを仰あおいだ。

　あの夜、叔母おばの家を訪おとずれマルコ・ベルリに会った夜、アマンダは気を失い、気が付いた時には森林公園の中で倒れていた。

　混乱しながらもアマンダはどうにかＸＡＴ本隊と連れん絡らくを取り、彼らと合流する事ができた。

　しかし今、アマンダはＸＡＴとしての職務に復帰する事なく、ＸＡＴの研究棟とうに搬はん送そうされ、許可なくしては個室を出る事も適かなわぬという境きよう遇ぐうにいる。

　それも致いたし方のない事だろうと、アマンダは考えていた。

　本体との合流後、アマンダは記憶にある限りの全すべての出来事を報告した。死んだはずのマルコ・ベルリに遭そう遇ぐうした事、彼が鳥フオーゲルの正体かもしれないという事、そして彼に昏こん倒とうさせられ気が付けば森林公園にいた事などを。

　ＸＡＴはそれを受けて、マルコ・ベルリの捜そう索さくを開始した。

　しかしアマンダはその捜索に参加できない。様々な検査のためだ。

　融ゆう合ごう体たいによって襲おそわれ、殺害された人間は四十八時間以内に発はつ症しようし、融合体となる事がある。アマンダは殺害されていたわけではないが、身体からだの一部に傷を負っていた事や、また、マルコ・ベルリがこれまでに確かく認にんされているものとは違ちがった種の融合体であるという点から、万が一を考こう慮りよして、アマンダはＸＡＴに合流後、拘こう束そくされる事となったのだ。

　アマンダがマルコと接せつ触しよくしたのが現在から三十八時間程ほど前。個室に閉じ込められたのが三十五時間前だ。

　という事は、およそ三時間、アマンダの意識が失われていた空白の時間がある事になる。

　個室に入れられている間の暇を潰つぶす意味でもアマンダは、その空白の時間に何があったのか、断だん片ぺん的な記憶と状じよう況きようからの推理で考えてばかりいる。叔母、ペトラの無事も確認されている以上、アマンダにできる事はそれしかなかった。

　しかしはっきりと思い出せるのは、マルコの口にしたザーギンという言葉だけだ。

　響ひびきからすると、それは人の名のように思える。

　実際、マルコはアマンダの前で何者かと電話をしていた。

　その人物がザーギンなのか、それとも別の人物なのか。ひょっとすると、マルコのような存在が他ほかにもいるという可能性も考えられる。

　その事はウォルフにも伝えていたが、ウォルフはアマンダの発言に対し、懐かい疑ぎ的な態度を終始崩くずさなかった。マルコが融合体となるその瞬しゆん間かんをアマンダが目にしていない以上、全てを決め付けて行動するのは危険だと考えているようだった。

　その理り屈くつはアマンダにも理解できる。

　アマンダ自身、マルコの姿を見た今でも、あれは全て夢だったのではないかと不安になる時がある。死んだはずのマルコが今なお生きているなど、あの事件に関かかわった人間だからこそ、信じたくはない。

　しかし死人が生き返るというただそれだけの観点で言えば、融合体の存在そのものがそうなのだ。動き出す死体。姿形は変わっていても、融合体は確かに死体が再度生体活動を行っている存在である事には違いない。

　しかし、マルコの場合はどうなのか。

　マルコは死んだ。ニュースで報じられているのを聞いたというだけではあるが、脱だつ獄ごくを図はかり看守に銃じゆう殺さつされた。世間的にはそういう事になっている。それが事実だとして、ではマルコは果たしてどこで融合体となる因子に感かん染せんしたのか。

　マルコを殺害したのは融合体ではない。人間だ。そしてその死亡を確認したのも人間である以上、死の直前から直後まで、マルコが融合体に接触する機会はなかったはずだ。

　生前に融合体に接触してしまえば、死の直接の原因が融合体によらずとも、融合体に感染してしまうのか。だが、それはあり得ない。今はウイルスという説が有力ではあるが、その融合体の因子が殺害以外の手段で感染するのであれば、町にはもっと多くの融合体が溢あふれていてもおかしくはない。

　実際に、融合体と接触し生き永ながらえたものの、後に別の原因で命を落とした人間もいる。その人物は、融合体となる事はなかったそうだ。

「分からない事だらけ、か……」

　呟きながら、アマンダはベッドの上に横たわった。

　結局、融合体についての情報が少なすぎる。そういう事だ。何もかもはっきりしないままだから、全てを想像で補完するしかない。だがそんな継つぎ接はぎだらけの考察が、完全に正しい事など、万に一つもあり得ないだろう。

　アマンダが大きく溜ため息いきを吐ついたその時、コツコツとドアをノックする音が聞こえた。反射的に身体を起こし壁かべに掛かけられている古い時計に目をやるが、食事の時間にはまだ早い。

　アマンダの返事を待たずドアが押し開けられ、その隙すき間まから顔を覗のぞかせたのはヘルマンだった。

「ヘルマン……」

　唐とう突とつな来訪に驚おどろきつつもベッドから降り立とうとするアマンダを、ヘルマンは手で制した。

「座ったままでいい。許された面会時間は五分だけだしな」

　そう言って部屋に入り込むと、ヘルマンはドアのすぐ側そばの壁に背中を預けた。

　外側からドアが閉められ、施せ錠じようされる無機質な音が部屋に響く。

　ヘルマンはしばらくの間沈ちん黙もくしていたが、やがてアマンダを見つめて言った。

「……体調はどうだ」

「いつも通りよ。特にどこも悪いわけじゃない」

「そうか」

　そう呟つぶやいて、ヘルマンはまた黙だまり込んでしまう。

「……貴方あなたも、私が融合体になるんじゃないかと疑ってるの？」

　静せい寂じやくに耐たえ切れずアマンダが問うと、ヘルマンは鼻で笑った。

「馬ば鹿か言え。俺を頭の固い学者連中と一いつ緒しよにするな」

　しかし言葉とは裏腹に、ヘルマンの表情には不安の色が見える。

　おそらく、万が一の事を考えてだろう。融ゆう合ごう体たいとなる理由が特定できていない以上、アマンダが融合体にならぬという確証はないのだ。

　そしてもう一つ、ヘルマンを不安にさせている材料がある事にアマンダは気付いていた。

「……マルコは見付かった？」

　アマンダがその名を口にすると、ヘルマンは何か言おうと口を開いたが、しかしすぐに躊躇ためらったように口を噤つぐんだ。マルコが発見されたなら、拘こう束そく中とは言えアマンダの耳にも届くだろう。それを分かっている上で、アマンダはヘルマンに問うていた。そうせねば、ヘルマンは何も言わぬまま去っていってしまいそうだった。

「……一班の人員が手分けして捜そう索さく中だが、まだ何の報告もない」

「そう……」

　答えて、アマンダはヘルマンの言葉を待つ。ヘルマンは髪かみを搔かき上げ、一度目を伏ふせた。そして今一度、アマンダの目を見み据すえた。

「アマンダ……本当に、マルコだったのか？」

　その質問の意味は理解できる。マルコに直接関かかわった人間だからこそ、そこに疑問を抱いだくのは無理もない。

　しかしアマンダもまた、マルコを直接目にし、接せつ触しよくした人間なのだ。

　だからこそ、自分が目にしたあの男がマルコであると、自信を持って断言できる。

「ヘルマン、貴方の言いたい事は分かるわ。でも、あれは絶対にマルコ・ベルリだった」

「しかしな……マルコは、奴やつは死んだはずだ。そりゃ、俺もお前も奴の死体を目にしたわけじゃない。だが奴の死はニュースでも報じられてる。奴が今さら生きているなんて……そんな事があり得るのか？」

「融合体が生きていると言えるならね」

「そうだとしても、奴が死後融合体になる理由がない！」

　声を荒あららげるヘルマンに、アマンダは何も言い返せなかった。拘束されている間、アマンダもその事について考えていた。しかし答えは出なかった。

　看守によって射殺されたマルコには親類縁えん者じやはなく、その死体は無む縁えん墓地に葬ほうむられたと聞く。

　融合体因子に感染した人間は、通常、四十八時間以内に発はつ症しようし融合体となる。
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　マルコが無縁墓地に葬られるまでの期間が四十八時間という事が果たしてあるだろうか？

　射殺された後、マルコの縁者を探し、無縁墓地に葬るための手続きを踏ふめば、おそらく三日以上はかかる。下手をすれば一週間以上費ついやされてもおかしくはない。

　であれば、マルコは埋まい葬そうされるよりも早く融合体となっていなければ辻つじ褄つまが合わない。

　また、仮に四十八時間以内に全すべての手続きを終え埋葬されたとしても、その死体が融合体となったのであれば埋葬された場所から這はい出て来る事になる。当然、墓地にその痕こん跡せきは残るだろう。それがアマンダの耳に届かぬなどという事があるだろうか？

「ヘルマン……頼たのみがあるの」

「何だ」

「あと十二時間と少しで何も起こらなければ、私は解放されるはず。その後、私は皆みなとは別に調べたい事がある。それを隊長に伝えてくれる？」

「調べたい事？」

　不ふ審しんげに眉まゆを顰ひそめるヘルマンに、アマンダは何も答えなかった。

　全ては今から十二時間、何も起こらなければという事が前提の話だ。自分が融合体となるのであれば、そもそも今アマンダが抱いているひらめきなど、何の意味も持たない。

　アマンダへ追及しようとヘルマンが身を乗り出してくるのと同時に、ヘルマンの横のドアが開かれる。白衣を着た研究班の職員が顔を覗かせ、

「時間です」

　と面会時間の終わりを告げた。

　ヘルマンは渋しぶ々しぶといった様子で頷うなずき、ドアの方に歩いていく。

　だが部屋を出る間ま際ぎわに一度アマンダの方を振ふり返り、

「思った事があるのなら次に会う時でいい、聞かせてくれ」

　と言った。

　アマンダは微笑ほほえんで頷いた。

「ええ。それまでに考えをまとめておく」

　扉とびらが閉まれば、部屋はまた元通りの閉へい塞そくされた空間に戻もどり、アマンダには孤こ独どくが訪おとずれた。

　ベッドの上に仰あお向むけになると、古びたスプリングが軋きしんだ音を立てる。

　たった五分とはいえ十数時間ぶりに人と会話を交かわした事がアマンダの脳を疲ひ弊へいさせていた。

　考えをまとめようと思うのだが、うまく思考できない。

　代わりにアマンダの脳を支配したのは、恐きよう怖ふだった。

　もしも──。

　もしも自分が融合体となる因子に感かん染せんしているとしたら、これから十二時間の間に発症はせずとも、いずれ死を迎むかえた際に、自分は融合体となってしまう事になる。

　あの恐おそろしい化け物に。悪あく魔まと呼んで差し支つかえない異形の姿に。

　自分がそうなってしまう事そのものへの恐怖。

　そしてそうなってしまった自分が誰だれかを殺あやめるかもしれないという恐怖。

　あまり考えないようにしていた事ではあるが、疲弊した脳は目を閉じたアマンダの思考を苛さいなみ、その最悪な可能性を提示し続けた。

　こんな時、拘こう束そく中の身の上でなければ外に出て身体からだを動かし発散する事もできる。しかし今はそれができない。何もできない。暇ひまを潰つぶすための本の一冊さえ、この部屋には置かれていないのだ。

　湧わき起こり肥大していこうとする恐怖を振り払はらうために、アマンダは、眠ねむれ、と自分に言い聞かせた。眠るのだ。そして目を覚ました時、自分の身体に何の異変も起こっていない事を願い、これから先もそうである事を祈いのる。

「私は人間だもの……」

　悪魔などではなく。

　そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、す、と眠りに落ちていくのを感じた。




　次にアマンダが意識を取り戻した時、部屋にはまたヘルマンがいた。

　一いつ瞬しゆん、夢かと思って部屋を見回したが、夢の世界にありがちな超ちよう現実的な要素はそこには何もなく、ヘルマンはそんなアマンダを見て、

「夢じゃねえよ」

　と笑った。

　ヘルマンはＸＡＴの制服を身に着けており、それとは別の制服を脇わきに抱かかえている。

「随ずい分ぶん寝ねてたみたいだが、四十八時間経たった。任務に戻っていいそうだ」

　言いながら、ヘルマンが制服を投げて寄よ越こしてくる。それはアマンダのものに相そう違いなかった。

「お前が調べたい事があるってのも、隊長の了りよう承しようは取っておいた。ただし、俺も一いつ緒しよに行動するようにって条件付きでな」

「……まだ疑われてるの？」

「そうじゃない。お前が一人で突つっ走るのを抑おさえるためだ。今回の件だって、お前が先走らなければ違ちがう結果になってたかもしれないだろ」

　それを言われてしまうと返す言葉もない。

　制服を抱えるアマンダを、ヘルマンは勝ち誇ほこったように見下ろしていたが、アマンダはそんなヘルマンを見てほくそ笑えむ。

「……で？　いつになったら私を着き替がえさせてくれるの？」

　そう告げると、ヘルマンはバツの悪そうな顔をし、頭を搔かく。

「ああ……すまん」

　ヘルマンが部屋を出て行ったのを見て、アマンダは立ち上がり、制服をきつく抱だき締しめた。

　もう二度と着られないかもしれない、そう思った瞬間もあっただけに、革かわ製せいのその感かん触しよくが酷ひどく懐なつかしく、愛いとおしく思える。

「……覗のぞかないでね」

　部屋には内鍵かぎが付いていないのでドア越ごしにそう言うと、ヘルマンは心外そうに、

「誰が覗くか！　さっさと着替えろ！」

　と叫さけんだ。

　それを聞き微笑むと、アマンダは着せられていた検査服を脱ぬぎ捨てる。欲を言えばシャワーの一つも浴びさせてもらいたいものだが、そんな事を言っている場合ではないのだろう。今は一刻も早く現場に復帰し、マルコを見つけ出さねばならない。

　締め付けるような制服の感触が、目覚めたばかりでまだ不ふ明めい瞭りようだったアマンダの意識を徐じよ々じよに覚かく醒せいさせていく。ブーツを履はき、手て袋ぶくろをはめ、完全な姿になった後で、だらりと垂れ下がったままだった長い髪かみを結ゆわえる。

　ヘルメットを被かぶるためにそうするのであるが、何より、その動作は仕事に向かうという気持ちを高めてくれる。

　着替えが終わりドアを叩たたくと、ヘルマンは部屋を訪おとずれてきた時と同じように壁かべにもたれて、アマンダを待っていた。

「準備はいいか？」

　交通機動隊時代から幾いく度どとなく聞いてきたその言葉もまた、懐かしく感じられる。

　たった二日、部屋に閉じ込められていただけなのに。

「行きましょう。私のバイクは？」

「表に用意させてある。で、どこに行くんだ？」

　アマンダはひとまず歩き始めた。気が急せいていた。確かに、これでヘルマンがいなければまた独断専行して突っ走っていたかもしれない。

「マルコについて、確かめたい事があるの」

「確かめる？　何をだ？」

「本当に彼が刑けい務む所しよ内で死亡していたかどうかよ」

　それが、昨日思い至った事だ。

　何故なぜ、マルコ・ベルリは融ゆう合ごう体たいとなり得たのか？　それを論じるには、マルコが本当に死亡したのかどうか、それを考こう慮りよに入れる必要がある。

　無論、そういう報道はなされた。しかし問題なのは、アマンダもヘルマン、或あるいはＸＡＴの誰だれもが、その事実を伝聞や記録という形でしか知らないという事だ。

　そしてその情報さえも限りなく断だん片ぺん的なものに過ぎない。

　細かく調べていけば、それらの情報に何らかの綻ほころびが出てくる可能性は大いにある。

　ヘルマンは、アマンダの真意を測りかねているのか、何も言わなかった。

　アマンダは続ける。

「いろいろ考えていたの。刑務所内で死亡したはずの彼が、何故私達の前に現れたのか。死んだ後に融合体になったというのなら、一応の辻つじ褄つまは合うわ。でも、死亡後から融合体となるまでの時間が現在言われている四十八時間なら、彼の死体の埋まい葬そうまでに四十八時間が経過していなかったとは思えない」

「しかし、報告では……」

「そう、そんな情報は何もない」

「だから奴やつが刑務所では死んでいないってのは、少し乱暴すぎる推論じゃないか？」

「そこまではっきりとは断定はしないわ。でも、引っ掛かかるのよ。彼の死の近辺に、何か謎なぞが隠かくれているような気がして」

「まあ、俺も奴の死を目にしたわけじゃないからな……」

　ヘルマンはそう口にして、以降、押し黙だまった。

　マルコの死の報を受けた時、ヘルマンが誰よりも複雑な表情を見せたのを、アマンダは知っている。凶きよう悪あく犯の射殺というその事実に、幾いく許ばくかの安あん堵どを感じた面もあろう。同時に、マルコ逮たい捕ほの時ヘルマンがマルコを躊ちゆう躇ちよなく撃うっていれば、そしてその時にマルコを殺していれば、看守が殺されるような事はなかったのだという後こう悔かいの念もあったに違ちがいない。

　実際問題、ヘルマンはどう足あ搔がいても人を撃ち殺すような真ま似ねはできないだろうとアマンダは思う。それがどんな凶悪犯であっても、それをできないだろうと。それがヘルマンの美点でもある。

　しかしそれ故ゆえに、ヘルマンはマルコ逮捕後も塞ふさぎがちになり、そしてマルコ死亡の報を受けてまた、心を沈しずませた。自分の甘さが必要以上の犠ぎ牲せいを出した事を悔くいていた。

　マルコは死んでいなかった、そんな事実が浮うかび上がってきたとしたら、ヘルマンは今度はどんな感情を抱いだくのだろう。それはアマンダには分からない。

「だがどちらにせよ、奴が鳥フオーゲルなんだとしたら、奴は死んでるって事になるぞ」

　融合体は、融合体と接せつ触しよくした一部の人間が死後、変化したものだ。

　それだけの情報を見れば、確かにそうだ。マルコは死んでいる。死んで、融合体になった。

　だが、とアマンダは思う。

　融合体は本当に死後にだけ発はつ症しようするものなのか。

　アマンダ達の目の前に現れた融合体──鳥フオーゲルは今までの融合体とは異なる存在だった。

　言葉を喋しやべり、人としての人格を保っている。

　なおかつ、アマンダが目にした鳥フオーゲルと思おぼしきマルコは、人の姿をしていた。マルコが鳥フオーゲルだという仮定の下もとにそこから考察できる事は、マルコは人と融合体の姿を任意で切り替かえる事ができるという事。

　それもまた、これまでの融合体には見られない特とく徴ちようだ。

「私は、ひょっとしたら、奴は新種なんじゃないかと疑ってる」

　アマンダがそう言葉にして数秒後、ちょうど地下研究棟とうから一階へと上がり、出入口の側そばまで辿たどり着いていた。

　ヘルマンが足を止める。

「新種？」

「融合体がもしも生物というカテゴリーに入る存在なのだとしたら、新種が生まれてもおかしくはないと思わない？」

　ヘルマンはその理り屈くつに納なつ得とくがいかないのか、大きく肩かたを竦すくめる。

「あれは生物じゃない。ウイルスによって死体が動いて──」

「私もそう思ってた。融合体が人のような姿をしていても、人間じみた行動を起こす事は今までなかった。それは彼らが死体をベースにした存在だからだって。でも鳥フオーゲルは喋ったわ。あれは姿形は融ゆう合ごう体たいでも、中身は人間と同じよ」

「奴のベースは死体じゃないという事か？」

「その可能性もある。生きている人間が融合体になるなんて、まだ聞いた事はないケースだけれど……融合体そのものの仕組みが分かっていない以上、否定はできない。それに、もし本当にウイルスが原因なのだとしたら、そのウイルスそのものが新種として進化したって事も考えられるわ」

「……確かにな」

　それをはっきりとさせるためにも、まずはマルコの死亡の経けい緯いを調べ直さなくてはならない。まるで警察の捜そう査さのような仕事だ。直情型の自分にはあまり向いてはいない類たぐいの仕事だが、それでも、この仕事をほかの人間に任せたくはなかった。

　それが、あの時マルコを取り逃にがし、あまつさえ昏こん倒とうさせられるという不ふ手て際ぎわを犯おかした自分なりの贖しよく罪ざいのつもりだった。

　およそ二日ぶりの外の世界に出、アマンダは大きく息を吸う。淀よどんでいない清せい浄じような空気は殊ことの外ほか、心地ここち良く感じられた。

「行きましょう。マルコが収しゆう監かんされていた刑けい務む所しよの場所は覚えてる」

　ヘルマンにそう促うながし、バイクの方に歩いていくと、空のどこかで鳥が啼ないた。







　　　　３







　エレアの示した逃とう走そう経路は確かなものだった。

　デモニアックを追って来たと思われるＸＡＴザツトの面々とは遭そう遇ぐうする事なく、ジョセフ達は安全な場所へと退たい避ひする事ができた。ガルムの走行音や車輪の跡あとはさすがに彼らに見付かる事になるだろうが、ガルムはこの世に一台しかない特別仕様の車体だ。そこからアシが付くような事はないと思っていい。ＸＡＴが知る事のできる情報は、デモニアックの現れた山間部のログハウスに、何者かが潜ひそんでいたという事実だけ。それをデモニアック登場と結び付ける事はまず不可能だろう。

　悪路を進み山から下りた場所は奇くしくもベアトリスと二度目の遭遇を果たした港町の一画であった。数日前のデモニアック騒さわぎなど既すでに忘れ去られたかのように、道には人や車が行き交かい、笑い声さえ聞こえてくる。

　港から百メートル程ほど走った場所に落ち着いた雰ふん囲い気きの小さな公園があり、ジョセフはそこでガルムを停車させ、誰だれも座っていないベンチに腰こし掛かけた。

　スノウは、ジョセフの行動を見てどうしていいか分からないようだったが、ジョセフが隣りん席せきに座るように手で示すと微笑ほほえみ、少しオドオドとした態度で隣となりに腰掛けてくる。

　穏おだやかな昼下がりという言葉をそのまま表したような、暖かい日差し降り注ぐ時間だった。緩ゆるやかな風は海辺のせいでほんのりと潮を含ふくみ、ともすれば不快に感じるそれが、日差しの暖かさと相まってむしろ快くさえ思える。

　公園の敷しき地ち内では子供を連れた若い夫婦や、まだ学生風のカップルがそれぞれの時間を愉たのしんでいた。休日なのかもしれない、とジョセフは思った。人でなくなり各地を放ほう浪ろうするようになってから曜日の概がい念ねんなどほとんどなくなってしまっていた。こうして穏やかな時間を過ごす事も、どれくらいぶりか分からない。

「……スノウ」

　ジョセフは彼女の姿を見ぬまま、その名を呼んだ。ジョセフの声に、スノウが身体からだを硬こう直ちよくさせたのが分かる。

「すまなかった」

　改めて、こうして生を実感できるのはスノウのおかげだと分かっている。分かっているのだが、礼よりも先に赦ゆるしを乞こう言葉が口を突ついて出ていた。

　それは、置き去りにした事に対する後ろめたさからくるものだった。

　スノウはジョセフの言葉に暫しばしの間黙だまっていたが、やがて深呼吸をするように大きく息を吸い、

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……また、こうして会えたから……」

　と口ごもりながら言った。その返答がまたジョセフの心を苛さいなむ事など、おそらくスノウは分かってはいまい。己おのれのせいで人から悪あく魔まへと身を落とした彼女を、ジョセフはただでさえ罪悪感なしには見る事ができないでいた。それに加えて、スノウはある時からジョセフを慕したってくれている……それを痛い程感じるからこそ、ジョセフはより一層罪の意識に駆かられる。

　自分は慕われるような人間ではない。

　そんな目で見るな。

　そんな声で俺の名を呼ぶな。

　スノウと相対している時に心で響ひびく己の声。こうして再会した今でも、それは変わってはいない。

「私は……ジョセフのために何かできるのなら嬉うれしい……」

　その健けな気げな言葉さえ、重荷に感じる。

　ましてザーギンと対し手も足も出ぬまま敗れた今となっては、自分に慕われる資格などどこにもありはしないと、ジョセフは考えていた。

　スノウはジョセフの心情を察してか、立ち上がり、

「ちょっと、散歩してくるね」

　と言って公園の中央、子供達の遊んでいる方に歩いていく。

　ジョセフは立ち上がり、ガルムの車体に肘ひじを突く格好になってその様子を眺ながめていた。

　スノウはボールを蹴けり合っている子供達に話しかけ、半ば無む理り矢や理りという感じで自分も参加し始めた。

「……ジョセフ」

　ガルムの車体から、小さくエレアの声が聞こえてくる。周囲に人がいるのを察してか、小こ悪あく魔まのような姿は投とう影えいさせていない。

「どうした」

　周囲の人々に悟さとられぬようにその声に応こたえると、エレアはくすりと微笑みながら、

「そこから少し離はなれた場所にもう一つベンチがあるわ……見えるかしら？」

　と言った。

　確かに、ジョセフらが座っていたベンチの対角線上に位置するような場所に、もう一つ、ベンチが設置されている。

「ああ」

「そこに男が座っているのは分かって？」

　ベンチには、赤っぽい髪かみ色の男がラフな姿勢で腰こし掛かけ、無む邪じや気きに遊ぶ子供達を見つめていた。

「それがどうかしたのか」

「貴方あなたは意識を失いかけていたから覚えていないかもしれないけれど……貴方がザーギンと戦った後にあの場所に現れた男よ」

　その言葉に、ジョセフは慌あわてて再度男に目をやった。と、男の方もまたジョセフの方を見やり、その口元を歪ゆがませた。

「落ち着いてジョセフ。まさかこんな場所で戦うつもりじゃないでしょうね」

　それを聞き、ジョセフは硬かたく握にぎり締しめていた拳こぶしを緩めた。ガルムのどのような部位で公園の様子やジョセフ仕草を見ているのかは分からないが、エレアの言う通り、こんな人目に付く空間で戦いを仕し掛かけるわけにはいかない。

　しかしジョセフを見て微笑む男の方も、同じように思っているかどうかは別だった。奴やつらは人目に付く事など恐おそれてはいないかもしれない。その時は戦いに応じるべきなのか。それとも逃にげるべきなのか──。

「あの時、確かザーギンが名前を口にしていたわね……ベアトリスとかいう女に向かって、別の名前を」

　ジョセフはおぼろげな記き憶おくを手た繰ぐり寄せるようにしてエレアの言う名前を思い返していた。

　確かに、ザーギンはベアトリスに対して何かを尋たずねていた。

「マルコはどうした」と。

　そしてジョセフが倒たおれた後、ザーギンとベアトリスともう一人、男が会話していたような気がする。それがザーギンの言っていたマルコなのかどうかまでは定さだかではないが、しかしザーギンにはベアトリスの他ほかにもう一人、仲間がいるという事は間ま違ちがいがないだろう。

「マルコ……そんな名前だったかしら？」

　ジョセフの記憶が正しかった事を、エレアの言葉が証明した。

「おそらく、彼がそのマルコだと思うわ。何が目的でここにいるのか……偶ぐう然ぜんなのか、それとも意図的なのかまでは分からないけれどね」

　マルコは相変わらずベンチに座ったままでジョセフの方を見ている。時折、子供達と遊ぶスノウの方にも目をやっていた。ジョセフの素す性じようには気が付いているという事だろう。ザーギンと戦ったあの日、ジョセフはザーギンに敗れ変身した姿も解けてしまった。今の人としての姿も見られているはずだ。

「それからもう一つ……今、ＸＡＴが鳥フオーゲルというデモニアックを追っているわ」

「鳥フオーゲル？」

「二日前にＸＡＴ二班が遭そう遇ぐうしたデモニアックよ。翼つばさが生えていたのでそう呼ばれているみたい」

「翼……」

　ジョセフは咄とつ嗟さに、ザーギンが変じた姿を頭に思い描えがいていた。

「……ザーギンの事か」

「それが、どうも違ちがうみたいよ。鳥フオーゲルは紫むらさき色いろの鎧よろいを着込んだ騎き士しのような姿をしているという話だから」

　ザーギンは、青白く光る神か、天使を思わせるような姿をしていた。相対したのが夜だった事を差し引いても、あの姿が紫だなどという事はあるまい。

「別の奴という事か……」

　ジョセフは再びマルコに視線を送る。マルコは立ち上がり、大きく伸のびをしてみせた。それから、懐ふところから携けい帯たい電でん話わを取り出し、誰だれかに電話をかけ始めた。その会話内容まではさすがにジョセフの耳には届いてはこない。

　紫色の騎士。翼の生えたデモニアック。それがあのマルコという男の事なのか。

　ジョセフは、かつてエレアに言われた言葉を思い返していた。

　翼を顕けん現げんさせる事の困難さ、そして、空を飛ぶ事が戦いに与あたえるアドバンテージについて。

　実際、ジョセフは翼を持つザーギンに太刀たち打ちできなかった。

　迫せまり来るザーギンの飛ひ翔しように対し、身動き一つ取る事ができなかった。

　マルコもまた同じような力を持っているのだとしたら──果たして今のジョセフがやつに勝つ事は可能なのか。

　逃げるべきだ。今は。

　そう考えている自分と共に、ジョセフの中にもう一人の自己が小さく主張を始めていた。

　倒せ、と。

　奴を倒せ。奴を倒し、今一度、ザーギンへの足あし掛がかりを手に入れるべきだ。

　奴がどれだけの力を持っていようとも、奴に勝てねばザーギンを倒す事など到とう底ていできはしないのだ。

　倒せ。

　奴と戦え。

　それが、ジョセフを成長させるはずだ。

　気が付けば、ジョセフは一度は緩ゆるめた右手を再び硬く握り締めていた。右手が熱を帯びていくのが分かる。

　電話をしていたマルコは、それを感じ取ったようにジョセフを睨にらんだ。

　その視線に、ジョセフは射い貫ぬかれたような怖おぞ気けを背中に感じた。

　間違いない、と思った。

　あの男は、人間ではない。

　かつてベアトリスと初めて対たい峙じした時に感じた恐きよう怖ふに似た感情が、ジョセフの足元から頭上へと、駆かけ抜けていく。

　マルコは電話を切り、ゆっくりと歩き出した。ジョセフの方に向かって。

「スノウ！」

　ジョセフはスノウに向かって叫さけんだ。

　スノウはまだマルコの存在に気付いていないらしく、子供の一人に向けてボールを蹴けり出そうとしていたところだったが、ジョセフの声に振ふり返りながら足を振り出してしまい、体勢を崩くずしてそのまま転んでしまった。

　それを見た子供達が一いつ斉せいに笑い始める。

　スノウは恥はずかしそうに子供達にボールを渡わたし、ジョセフの方に向かって駆けてきた。

「ジョセフ、どうしたの？」

　そう口にするスノウの背後には、既すでにマルコが迫っていた。そしてあろう事か、マルコは自身の右みぎ腕うでだけを悪あく魔ま化させている。その事実に、周囲の人間が気付いている様子はない。仮に気付いていたとしても、マルコにとっては構わないのかもしれないが。

「クッ！」

　ジョセフが駆け出した時には、マルコは右手を振り上げていた。その手には、斧おののような得え物ものが握にぎられている。

　突とつ進しんし、勢い任せにぶつかるような形で、ジョセフはスノウを押し倒たおしていた。

　倒れ込むジョセフの後頭部を、斧が掠かすめる。

「ジ、ジョセフ……？」

　未いまだ事態に気付いていないスノウは押し倒された格好になって顔を紅潮させている。

　ジョセフが顔を上げると、マルコはすぐ側そばに立ちジョセフを見下ろしていた。その腕の悪魔化は解かれている。それ故ゆえに、周囲の人間は何が起こったのかを判じかねているようだった。

「いい格好だな、ザーギンのお気に入りの坊ぼつちゃんよ」

　マルコは言った。

　今再び攻こう撃げきされればジョセフ達に為なす術すべはない。しかしマルコがそうしないのは、人目を憚はばかっての事なのか、それとも自信から来るものなのか。

　ジョセフはゆっくりと立ち上がった。スノウも、ようやく状じよう況きようを飲み込めたらしく、立ち上がると身構える。だがそんなジョセフ達を、マルコは鼻で笑った。
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「遅おせぇよ、馬ば鹿か。今いま頃ごろ戦せん闘とう体勢か？　抜けてやがんな、おい。俺が本気でやってりゃ、今いま頃ごろお前ら二人とも首が飛んでるぜ」

　それはハッタリではないだろう。確かに、マルコの一いち撃げきは決して、渾こん身しんの、というようなものではなかった。右手だけでなく全身をも悪魔化させた完全な姿になっていたら、おそらくジョセフがスノウにぶつかった時点で、あの攻撃はジョセフの首付近を通過していたはずだ。

「ジョセフ……こいつ……」

　スノウが怯ひるんだように一歩、後ずさった。

　スノウも気が付いたのだろう。マルコという男の強さに。この男は、ただの傲ごう慢まんな自信家ではない。経験と直感から分かる。

「スノウ、下がってろ」

　スノウの右手がぼんやりと光っている事に気付いたジョセフは、そう告げてスノウをなだめた。こんな場所で戦やり合うのは得策ではない。

「場所を移さないか。こんなところで戦っても、お互たがいやりにくいだけだ」

　ジョセフがそう口にすると、マルコは突とつ然ぜん、ジョセフに向かって蹴りを放ってきた。ジョセフがそれを腕で防ぐと、マルコは防がれた蹴り足を掲かかげたまま、

「俺に指図すんじゃねぇよ、クソが」

　と吐はき捨てる。名前と言葉の訛なまりからして、イタリア系の異民だろう。

「ザーギンにボコボコにされたワリにゃ、まだ元気があるみてぇだがな、てめぇと俺が対等の立場だと思うなよ？」

「俺はお前みたいにザーギンに尻尾しつぽを振ったりはしていない」

　ジョセフの言葉にマルコは、クッ、と笑い声を漏もらし蹴り足を引く。だがすぐさま振り返り、

「やっぱここで死ね」

　と、今度は逆の足で回し蹴りを放ってきた。

　ジョセフは──奇き妙みような程ほどに冷静だった。

　こうして相対する前に感じていた動どう揺よう、高こう揚よう感かんは一いつ切さいなく、ただただ冷れい徹てつな眼まな差ざしでその動きを見ていた。蹴り足の弧こを描えがく軌き道どう、その軌き跡せきまでがはっきりと分かる。そして蹴りが自分に到とう達たつする前に、ゆっくりと、自分でそう感じる程の速度で身を屈かがめた。蹴り足が空を切る音はまるで犬の唸うなり声のように低く聞こえ、その風圧でそよぐ己おのれの髪かみの毛、一本一本の感かん触しよくまでもがはっきりと感じられた。

　それは不可思議な感覚だった。

　どうして、自分は今、こんなにも冷静なのか。

　戦うつもりなどなかった。

　マルコの攻撃は唐とう突とつで、気持ちを切り替かえる暇ひまもなかったはずだ。

　しかし、自分は戦いの最さ中なか、その最高潮にある時のように集中している。無意識のうちに。

　ジョセフが蹴けりをかわした事に対し、マルコが目を見張ったのが分かる。ゆっくりと変化していく表情、その動き。

　ジョセフが一歩踏ふみ込んでも、マルコはまだ蹴り終わってはいない。高く掲げられた足、そして残された軸じく足あし。呆あきれる程に不安定な体勢。

　その軸足を掬すくうように蹴り払はらってやると、マルコはいとも簡単に地に転がった。

　そして、時はいつもと同じように流れ始めた。

　マルコは仰あお向むけに倒れたまま、呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。

　後ろにいるスノウに目を向けると、スノウもまた驚おどろいたような顔でジョセフを見ている。

　行動したジョセフ自身、何が起こったのか把は握あくできてはいなかった。

　もう一度それを再現しろと言われれば、おそらく不可能だろう。はっきりとしているのはただそれだけだ。後の事は、分からない。どうしてそんな風に動く事ができたのか。

「て、てめぇ……！」

　立ち上がりながらそう叫さけんだマルコがジョセフを睨にらみ付ける。

「……もう一度言う。場所を移せ。それなら、お前とやってやる」

　そう口にして、ジョセフは急激に疲ひ弊へいを感じ始めている自分に気が付いた。

　先程の反動か、それとも別の理由かも定さだかではない。だが今の自分がマルコと戦えるような状態にはないだろうと思った。それでも、今さら後に引くわけにはいかない。

「……いいぜ。やってやるよ。てめぇのお望みの場所でな」

　マルコが一歩詰つめ寄ってくるのと同時に、機械的な音声が鳴り始める。

　マルコは舌打ちし、懐ふところから携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「後にしろ！　今取り込み中なんだよ！」

　電話先に向かってそう怒ど鳴なりつけたマルコだったが、数秒後、おそらくは対話主の声を聞き、その表情を一変させた。

「分かったよ。行きゃいいんだろうが……クソッ！」

　電話を切ったマルコは、大きく息を吐き、

「悪いが急用でな。お前とやるのはお預けだとよ。じゃあな」

　そう言ってジョセフに背を向け、歩き出してしまう。拍ひよう子し抜ぬけしてしまう程、あっさりとした態度だった。

　スノウがマルコを追おうとしたが、ジョセフはそれを手で制した。

「でも……」

　スノウが哀あい願がんするような表情でジョセフを見やる。二人いる今なら、マルコを倒たおせるかもしれない、そう思っての事だろう。

　スノウには、ザーギンの事を何度か話して聞かせていた。それ故ゆえに、マルコの名は知らずとも、彼がジョセフにとって行く手を阻はばむ存在である事を察したのに違ちがいない。

「いいんだ……」

　ジョセフはそう答え、それからガルムに向けて歩き出した。スノウは慌あわててジョセフを追ってくる。

「今は寝ね床どこを探そう。まだ俺も、完全じゃない……」

　ジョセフとマルコのやり取りに気付いた人々が、怪あやしげな者を見る目でジョセフ達を観察していた。早くこの場を離はなれ、落ち着ける場所に行きたかった。

　そしてその場で、自分の身体からだに起こった異変について考えたかった。

　瞬しゆん間かん的に感じた、緩ゆるやかな時の流れ。驚きよう異い的な集中力。

　それが意のままに操あやつれるようになれば、自分は強くなれる。今よりも、圧あつ倒とう的に。

　そう考えると右手がぼんやりと熱くなり始めた。

「待って、ジョセフ！」

　自分を呼ぶスノウの声も、今は街頭のざわめきのように聞こえる──。
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　ＸＡＴザツト本部を出立したアマンダとヘルマンは、一時間程ほどでマルコが収しゆう監かんされていたハッセンブルグ刑けい務む所しよへと到とう着ちやくしていた。

　幸いにも、所長であるアイスナーはマルコ収監時にも所長を務めていた人物であった。

　ＸＡＴ本部から既すでに特秘事じ項こうという扱あつかいではあるが、鳥フオーゲルの存在については知らされており、その正体がマルコ・ベルリの可能性があるという件についても知らされていたらしい。

　それがアイスナーに知らされているのは、おそらく、仮に鳥フオーゲルの正体がマルコであった場合、ハッセンブルグ刑務所への報復などの恐おそれがあるためであろう。

　実際、刑務所に収監された囚しゆう人じんが、出所後に看守、刑けい務む官かんへ怨えん恨こんによる暴行に及およぶという事件には例がある。その怨恨が、虐ぎやく待たいを受けたといった理由による順当なものである場合もあれば、完全な逆さか恨うらみの場合もあるが、いずれにせよ、そのような凶きよう行こうが許されて良いわけではなく、囚人の出所後、刑務官はその身辺に気き遣づかう必要があるというのは事実だ。

　しかしマルコの件に関して、アイスナーは全く怯おびえた様子もなく、むしろそんな事はあり得ないという主張を繰くり返していた。

　理由ははっきりとしている。

　マルコは出所したのではなく、死亡したからだ。

　そしてアマンダの予想通り、マルコの死亡から埋まい葬そうまでには四十八時間以上の時を経ていた。

「私も専門じゃないが、死亡から四十八時間、それが安全圏けんだと聞いているよ。私はマルコの死の現場に立ち会った。それから四十八時間以上、マルコの遺体はこの所内の安置所に置かれていたんだ。彼が融ゆう合ごう体たいなどに変化する事はないと思うがね」

　アイスナーは、アマンダ達が既に何度も聞かされている情報を改めて繰り返した。その言葉の調子には、面めん倒どう事はかなわないから早く帰って欲しいというような意思が見え隠かくれしている。

「死の現場に立ち会ったと仰おつしやいましたが……発はつ砲ぽう許可を出したのも貴方あなたですか？」

　問うと、アイスナーは葉巻を咥くわえ、それに火を点つけて大きくふかした後で、

「いや……それは現場の判断だった。射殺するつもりはなく、あくまで奴やつを拘こう束そくするためだったようだがね」

　と答える。聞いてみるものだ、とアマンダは思った。ニュースではそれほど細かい報道はなされなかった。一視し聴ちよう者として得られた情報は、マルコが射殺されたという事実のみである。

「マルコを撃うった刑務官は現在もここに？」

　アマンダの問いに、アイスナーはややうんざりという態度で、葉巻の煙けむりを天てん井じように向けて吐はき出した。

「辞やめたよ。君も知っていると思うが、マルコを射殺してしまった事で、一時的にだが人権派の非難を受ける結果になったからな。彼にはそれが耐たえられなかったようだ」

　アイスナーの言う通り、その事はアマンダにも既き知ちの事実だった。マルコの射殺に関して、一部の市民団体はそれを異民差別から来る過か剰じような防衛行動として、ハッセンブルグ刑務所への抗こう議ぎ活動を行った。しかし刑務所側はそれを認める事もなかったし、マルコの射殺はあくまでやむを得ない結果であると釈しやく明めいした。真相もそうであろう。囚人が人ひと質じちを取り脱だつ獄ごくを図はかろうとしている火急の時に、その囚人が異民であるかどうかを気にかける余よ裕ゆうなどなかったはずだ。

「その刑務官の、現在の居場所は分かりませんか？」

　アイスナーは溜ため息いきを吐つきながら、

「私も忙いそがしい身だ。そんな事は人事課にでも聞いてくれ。話は通しておく」

　と答えて立ち上がる。アマンダとヘルマンも腰こしを浮うかせ、アイスナーに一礼を返した。

　アイスナーに続いて応接室を出る。アイスナーはアマンダとヘルマンの方を振ふり返る事なく、所長室に歩いて行ってしまった。その背を見ながらヘルマンが、

「いかにも頭の固いお役人って感じだな」

　と漏もらした。

　アマンダもヘルマンも、警察機関に所属していた頃ころからそういう類たぐいの人物とはあまり相あい性しようが良くない。

「昔を思い出すわ」

　引き続き所内で他ほかの人物に話を聞くために歩き出しながら、アマンダも呟つぶやいた。

　交通機動隊の任務でも、こうした聞き込みを行う事は稀まれにあった。しかしそんな時、警察という立場を嫌きらう者や、面倒事を嫌う人間からは邪じや険けんに扱われ、精神的な疲つかれを感じる事が少なくなかった。

「これ以上、調べても何か出てくるか？　あの所長の言う通り、マルコの死亡については疑問を挟はさむ余地がなさそうだ」

「そうね……」

　しかし、アマンダの脳は何か違い和わ感かんを覚えている。その違和感の正体が、何かまでははっきりしないが、それが分かるまではこの場を離はなれてはいけないような気がしていた。

「でも、もう少しだけ聞き込みをさせて……何か、摑つかめそうな気がするの」

　アマンダがそう言うと、ヘルマンは頭を搔かきながら、

「ま、お前の直感は信じるさ」

　と苦く笑しようする。

　訪おとずれた人事課で担当者に当時の刑けい務む官かんについて話を聞くと、彼の名が明らかになった。

　ハンス・ヨーンソン。マルコ射殺の事件が起こった一ヵ月後、依い願がん退職している。当時の年ねん齢れいは三十八歳。在任時の担当房ぼうには、マルコ・ベルリの収しゆう監かんされた房もあったようだ。

「あまり人付き合いも良くない人でしたし、今も連れん絡らくを取り合っている人間は職員の中にはいませんね」

　眼鏡めがねをかけた女性職員は事務的にそう告げた。手て詰づまりかと諦あきらめかけた瞬しゆん間かん、女性職員の背後で話を聞いていた男性職員が立ち上がり、

「郷里にでも戻もどったんじゃねえかなあ。一度だけ、郷里はフラムブルグだって聞いた事があるよ」

　と教えてくれた。そして、こう付け加えた。

「しかし、ハンスの奴がマルコを殺しちまったのを苦にして辞めたってのは、俺にはあんまりピンとこないけどねえ。そんなガラじゃなかったし」

　その言葉を機に、アマンダはハンス・ヨーンソンの人ひと柄がらについての質問をその男性職員にぶつけてみた。

　それによれば、ハンスは日ひ頃ごろから異民に対して差別的な発言が多い人物だったという。

「マルコが死んだって分かった後も、悪びれもせずに飲みに行ってたよ。むしろせいせいしたみたいな感じだったぜ」

「では、彼はマルコをわざと死なせてしまった可能性があると？」

　アマンダが問うと、男性職員は首を捻ひねった。

「さあ……それは本人にしか分からない事だしなあ。ただ、殺す気はなかったんじゃないかな。マルコが撃たれたのは脚あしだけだって聞いてるし」

「脚だけ？」

　また、アマンダの知らぬ情報が飛び出してきた。

「脚しか撃たれてないのに、マルコは死亡したんですか？」

「らしいよ。俺は現場を見てないから知らないけどね。医者はそう言ってたなあ」

　おそらく、マルコの死を看み取とった医師であろう。その医師にも話を聞いた方が良さそうだと思い、アマンダが、

「その医師は、今もここに？」

　と問うと、男性職員は首を横に振る。

「辞やめたよ」

「辞めた？　いつですか？」

「ハンスが辞める何日か前じゃなかったかな……両親が亡なくなったから郷里に戻るとか言ってたけど、そっちの郷里までは知らないね。自分の事を喋しやべりたがらない人だったから」

　ハンスとほぼ同時期に辞職した医師、その人物もまたマルコの死に関かかわっている人間だ。その二人に関連性があるかもしれないと考えるのは、性急に答えを求めるあまりに穿うがった見方をしてしまっているだけなのだろうか。

「医師の名前も教えてもらえますか？　それから、ハンスさんとその医師の顔写真があれば頂きたいんですが」

　アマンダがそう告げると、女性職員は右手にある棚たなの方に資料を取りに行った。背後の男性職員は自分の机をガサガサと探し始め、乱雑に積まれた雑誌の隙すき間まから、一葉の写真を取り出してアマンダの方に近付いてくる。

「皆みなで飲みに行った時の写真で良ければ、持って行きなよ。あんまり写りは良くないけど、顔くらい分かるだろ」

　そうして彼から手て渡わたされた写真の中では、数人の男女がテーブル席で肩かたを寄せ合い微笑ほほえんでいた。

　男性職員は、右みぎ端はしの男を指差し、

「これがハンスだ」

　と言う。非番中なのか私服姿で無ぶ精しよう髭ひげを生やし、ビールのグラスを片手に不器用な笑えみを浮うかべている男だった。骨太で、熊くまを連想させるような体格をしている。

「で、ハンスの後ろに立ってるのが例の医者だよ。名前は……何だったけな」

　男性職員がそう口にしながら天てん井じようを仰あおぎ、記き憶おくを探さぐり始めた直後、女性職員の方もアマンダ達の側そばに戻って来ていた。

　彼女はカウンターテーブルの上で分厚いファイルをめくりながら、

「名前は、デボラ・エンフィールドです」

　と呟つぶやく。

　写真に写るその医師は、女性だった。それも、一目でドイツ人ではないと分かる、褐かつ色しよくの肌はだをしている。かなり長いブロンドの髪かみに、細いフレームの眼鏡。どこか妖あやしげな、しかし目を離はなせない雰ふん囲い気きを持った美女だ。

「彼女が、ここの医師だったんですか？」

　少なからず驚おどろきを隠かくせなかったのは、彼女がいわゆる異民であったためである。アマンダ達の上官であるウォルフも生きつ粋すいのドイツ人ではないが、異民でありながら公的機関に勤め、かつ責任ある役職に就ついている人物は決して多くはない。不当な差別を乗り越こえる精神的な強さや、周囲を納なつ得とくさせ得る高い能力がなければ、そのような地位には就けない。それが今のドイツの現状だ。

「俺らも最初は驚いたよ。派は遣けんされてきた新しい医者が異民だったんだから。でも結構優ゆう秀しゆうだったみたいだよ。囚しゆう人じんの話もよく聞いてたって話だ。ま、そんな人間じゃなきゃ、ここに派遣されてはこないんだろうけどね」

　男性職員は笑いながらそう言って、自分の席に戻もどって行った。女性職員の方はファイルを開いたままで、立ち尽つくしている。

「彼女は、どこの病院から派遣されてきたんですか？」

　刑けい務む所しよの医務部に配属される医師は、付近の公立病院から派遣されるという形で勤務に就く事が一いつ般ぱん的である。女性職員はファイルに目を落とし、指で小さな文字の羅ら列れつをなぞりながら、

「ホールバイン病院ですね」

　と答えた。

　その住所をメモしてもらい、礼を告げて、アマンダとヘルマンはその場を後にした。

　高い塀へいの手前、停車させているバイクの傍かたわらで、アマンダとヘルマンはマルコと、彼を撃うったというハンス、そして女医デボラについて話し合っていた。特に、アマンダの気にかかったのはマルコの受けた傷についてである。

　脚あしを撃たれた、と男性職員は言った。

　そしてその後、マルコは死んだと。

　矛む盾じゆんがあるわけではない。脚を撃たれて死ぬ事もある。止血の遅おくれによる失血死、或あるいは傷を受けたショックで起こる心不全などによってだ。

　しかし拘こう束そくのために撃たれたマルコに対し何らの応急処置すらせず彼を放置していたとは考えにくい。仮にショック症しよう状じようが出たとしても、医師が常じよう駐ちゆうしている以上、それに対しても何がしかの処置は施ほどこせたはずだ。

「マルコの死因は何だったのかしら……」

　アマンダは独り言のように呟いた。ヘルマンは思案するように空を見上げた。

「そのあたりは、その女医者に聞いた方がいいかもな。ハンスよりは、そっちを先に当たった方がいいかもしれん」

　デボラ・エンフィールドは、ホールバイン病院から派遣されたという形でハッセンブルグ刑務所に勤めていた。ホールバイン病院に行けば、彼女の現在の所在地を知る人物がいるかもしれない。

　そう結論付け、ホールバイン病院へと向かう。

　道中、無線でウォルフと連れん絡らくを取ったが、マルコに関する手て掛がかりは何一つ摑つかめていないようだった。

「こっちとしても、お前達が奴やつに辿たどり着ける情報を入手してくれるのを期待せざるを得ないな」

　マルコが人の姿を取る事ができるのならば、自然、捜そう索さくは難航する。ウォルフの言葉は、ともすれば暴走とも受け取られかねないアマンダの行動に、いくらかの自信を与あたえてくれた。

「任せて下さい」

　そう答えると、ウォルフは苦く笑しようした。

「期待してる。さっさと終わらせて、一いつ杯ぱいやりたいからな」

「ええ。隊長のおごりでね」

「そいつは勘かん弁べんしてくれ。俺の財さい布ふはそんなに分厚くはないんでな」

　回線に、併へい走そうするヘルマンの小さな笑い声が割って入った。




　ホールバイン病院は人口二千人程ほどのその町にある唯ゆい一いつの公立病院だが、その規模は決して大きくはない。この病院からハッセンブルグ刑務所に医師が派遣されたのは、地理的に刑務所からの距きよ離りが近いせいだろう。もしも刑務所内の医務部で手に負えない患かん者じやが出てしまった場合、すぐにホールバイン病院と連絡を取り合い、患者をそこに搬はん送そうするはずだ。

　バイクで法定速度を守りおよそ二十分。救急車両ならその時間はもっと短縮されるだろう。

　しかし、銃じゆうで撃たれたマルコはホールバイン病院に搬送される事なく死亡している。

　撃たれてから死亡と判断されるまでの時間が十分程度でなければ、そういう事態にはなり得ない。

　ホールバイン病院の事務室を訪おとずれ、身分を明かさぬまま捜そう査さのために協力をして欲しいと告げると、事務員はやけにあっさりとアマンダ達を室内に通してくれた。

　部屋の片かた隅すみにある小さなテーブル席に座ると、数分後、院長であるカウフマンがやって来て、自己紹しよう介かいの後にアマンダ達と向かい合うように腰こし掛かけた。

「ひょっとして、またデボラ・エンフィールドの件ですか？」

　そして話を切り出すよりも前に、事務員の方からその名を口にして尋たずねてくる。

　驚おどろき一いつ瞬しゆん息を吞のんだアマンダに代わり、ヘルマンが、

「何故なぜそう思うんです？」

　と問い返した。

　直後、カウフマンは訝いぶかしげにアマンダ達を見やる。

「あんた達、警察の人間じゃないのか？」

「警察ではありません。我々はＸＡＴの者です」

　アマンダが答えると、カウフマンは顔をしかめ、不快感も露あらわに、

「ＸＡＴ？　ＸＡＴが何の用でここに来たんだ」

　と言った。

「私達の追っている事件について、少しお伺うかがいしたい事がありましたので」

「事件？　ＸＡＴが関係するような事はここには何もない。帰ってくれないか」

　カウフマンが抱いだいている不快感の理由は分かっている。ＸＡＴは融ゆう合ごう体たい討とう伐ばつのための特とく殊しゆ部隊だ。ある出来事にＸＡＴが関かかわろうとしているという事は、即すなわちそこに融合体の影かげがあるという事に他ほかならない。

　常識的に考えて、ＸＡＴが訪ねてくる事を歓かん迎げいする人間などいないという事だ。

　しかし身分を偽いつわったりすれば話はややこしくなる一方だ。

　アマンダがどう説得したものか思案していると、ヘルマンの方が先に話を進めてしまった。

「院長、先さき程ほど、デボラ・エンフィールドと仰おつしやいましたね？」

　ヘルマンの問いに、カウフマンは動どう揺ようしたように激しく首を振ふった。

「け、警察と思ったから口にしただけだ。あんたらには何の関係もない」

「今、俺達が捜さがしているのもデボラ・エンフィールドなんです」

　状じよう況きようから察するに、デボラ・エンフィールドは何らかの事件に巻き込まれているのではないか。そしてそれを理由に何度か警察がこの病院を訪れている……詳くわしい事情も話さなかったアマンダ達をすんなりと室内に通したのはそのためだろう。

「私は本当に何も知らないんだ。それに、警察にはまだ口外するなと言われてる」

　ただマルコへの手掛かりのために、彼の死を看み取とったデボラを捜しているだけだったのだが、思いがけずキナ臭くさい状況に陥おちいっているようだった。アマンダは直感的に、それが偶ぐう然ぜんではない事を感じた。喩たとえるなら、理り屈くつでは解法の分からぬパズルを、あれこれ触さわっているうちに次し第だいに解いてしまっている自分に気付いたときのような、そんな感覚だ。

　カウフマンに詰つめ寄ろうとしたヘルマンを制して、アマンダは尋ねた。

「デボラ・エンフィールドに何があったんですか？　これは我々にとって重要な事なんです。ここで答えて頂けないようなら、ＸＡＴの権限で貴方あなたに本部まで御同行願う事になりますが……」

　それは噓うそだ。ＸＡＴには融合体に関わらぬ事件に関しては何の特権も有していない。

　しかしそう告げねば、いちいち警察と連れん絡らくを取り合い情報開示を求める手続きを踏ふまねばならないだろう。それを待つだけの余よ裕ゆうはアマンダにはなかった。

　アマンダの脅きよう迫はくじみた要求が功を奏してか、カウフマンは観念したようにうなだれると、

「デボラは、ほかの病院からうちに転属してきたんだ……しかし、うちに来たデボラは、本物のデボラじゃなかった……」

　アマンダは瞬しゆん時じにはその言葉の意味を理解できなかった。ヘルマンに目を向けると、ヘルマンもその意味を理解しかねている事が知れた。

「本物ではなかった、というのは？」

　今は話を聞くよりない、そう思いアマンダが問うと、カウフマンは頭を抱かかえる。

「つい三日程前だ……デボラの前の勤務先の病院に赴おもむく機会があった。そこの院長にデボラの事を尋ねたんだよ。彼女があまりに急に辞やめてしまったものだから、気になっていてね。すると院長は驚いた様子で私に言った。デボラ・エンフィールドは何年も前に死亡してる、と」

　それはマルコに関する事実と驚く程似通っているように思われた。死んだはずのマルコがアマンダの前に現れた事。死んだはずのデボラがホールバイン病院に勤務していた事。

「私も驚いて、デボラの写真を見せて欲しいと院長に頼たのんだ。たまたま元同どう僚りようが持っていた写真を見ると、顔立ちも体形も全く違ちがう人物がそこにいた……全く違う何者かが、うちの病院に入り込んでいたという事だ。転属手続きの書類は全すべて偽ぎ造ぞうだった」

「そしてその彼女が、ハッセンブルグ刑けい務む所しよに派は遣けんされていた……」

　アマンダが呟つぶやくと、カウフマンは大きく息を吞んだ。

「私に……私に責任はない！　それに、偽にせ者もののデボラが何かしたわけじゃない！　うちの病院の機密が漏もれたり、ハッセンブルグの機密が漏れたという話はないんだ！」

　非難したわけではないにもかかわらず、そう主張を続けるのは、カウフマンがこの事件について相当に思い悩なやんでいるが故ゆえだろう。

　その立場には同情こそすれ、アマンダ達にはどうする事もできない。

「念のために確かく認にんしたいのですが、この病院にいたデボラ・エンフィールドはこの人物ですね？」

　アマンダが刑務所で受け取った写真をカウフマンの方に差し出すと、カウフマンは力なくうなだれるように首を縦に振った。

「分かりました。ありがとうございます」

　アマンダが立ち上がると、ヘルマンもそれに合わせて腰こしを浮うかせる。

「もういいのか？」

　ヘルマンの問いに、アマンダは小さく頷うなずいた。

「私達の捜しているデボラが偽者だったのなら、足取りを摑つかむ事は無理だもの」

「……そうだな」

　座り続けているカウフマンを一いち瞥べつし、アマンダは歩き出した。

　事務室を出、周囲に人のおらぬ事を確認しつつ、ヘルマンに問うた。

「マルコの件とこの一件とに関連があると考えるのは、早計だと思う？」

　ヘルマンは逡しゆん巡じゆんの後、首を横に振る。

「いや……むしろそう考えるのが妥だ当とうのような気がする。隊長に報告しておこう。偽者のデボラについては、警察も捜そう索さくしてるはずだ。連れん携けいを取って行方ゆくえを追った方がいい」

　ウォルフへの連絡をヘルマンに任せたアマンダは、その写真を見つめていた。

　マルコを撃うち殺したハンス・ヨーンソン。そしてその背後で微笑ほほえむデボラ・エンフィールド。

　マルコが死を迎むかえた時、その場で何が起こっていたのか。

　偽のデボラは何のためにホールバイン病院に入り込み、そしてハッセンブルグ刑務所へと派遣されたのか。

　アマンダの勘かんが正しければ、全てはそこから始まったはずなのだ。

　その時、アマンダはフラッシュバックのように、自分がマルコと出会った時の様子を思い返していた。何者かと電話で話していたマルコ。そして昏こん倒とうさせられ、森林公園へと運ばれたアマンダ。

　虚うつろな意識の中で、アマンダは声を聞いたような気がする。

　マルコではない、別の人間──女の声を。

　その女とデボラを騙かたった人物とが、アマンダの思考の中で何故なぜか重なり合った。

「アマンダ！」

　我に返ると、既すでにヘルメットを被かぶりバイクに跨またがったヘルマンがこちらを睨にらんでいる。

「聞こえてたか？　ひとまずハンスに接せつ触しよくする。デボラの件は、隊長とメイフォンに任せるぞ」

「……分かった」

　小走りにバイクの元まで向かい、アマンダはバイクに跨った。

　嫌いやな予感がしていた。

　しかしその予感が杞き憂ゆうに過ぎない事を、アマンダは願った。







　　　　５







　マルコとの接触から一週間が経過していた。

　ジョセフとスノウは人目を避さけるようにして郊こう外がいの湖こ畔はんにまで辿たどり着いていた。

　季節によっては別べつ荘そう地ちとして一部の人間の集まる地域ではあるが、デモニアックの蔓延はびこる今、人の気のないそのような場所に足を向ける物好きはおらず、ただ閑かん散さんとしていた。

　湖を一望できる小高い丘おかに建つ洋館は、湖畔周辺の建築物の中でも一ひと際きわ古びており、外から見ただけでも長年にわたり人が使用していない事が知れた。窓を壊こわして中に忍しのび込むと、雪のように積もった埃ほこりが床ゆかを覆おおい、無数の蜘蛛くもの巣がカーテンのように垂れ下がっていた。

　既に所有者が亡なくなっているのか、それともただ放置されているだけか、いずれにせよ、そこはジョセフ達が身を隠かくし、雨風を凌しのぐのに打ってつけの場所だったと言える。

　電気やガスは通っていなかったが、屋や敷しきを囲む樹木の中にはいくつか既に朽くちてしまっているものがあり、それを手た折おって火を焚たけた。屋敷の片かた隅すみにある井い戸どは調べてみると未いまだ清せい浄じような水を湛たたえており、少し歩けば湖で魚を釣つる事もできた。

　屋敷の中で寝ね泊とまりしてはいてもキャンプさながらの生活。しかしそんな生活を送るのは、ジョセフにとってもスノウにとっても初めての事ではない。

「昔を、思い出すね」

　ある夜、二人で食事をしていると、スノウがぽつりと呟つぶやいた。

「覚えてる？　一いつ緒しよに旅をしてた頃ころ……ジョセフは私にリンゴを差し出してくれた」

　スノウを連れてからくも逃にげ出した夜から、ジョセフはスノウと共に旅を始めた。その時のジョセフには、スノウを置き去りにする事はできなかったのだ。

　ジョセフは彼女を救った。それは確かだ。ベアトリスに襲おそわれ、デモニアックに襲われ、殺されかけていた彼女をジョセフは救い出した。

　しかし、彼女は命こそ奪うばわれはしなかったが、人ではなくなっていた。

　ジョセフの血によって。

　ベアトリスによって傷付けられた右みぎ眼めから流れ落ちた血が、彼女の口に落ちていた。

　そうである以上、彼女にはデモニアックとなるか、ブラスレイターとなるか、いずれかの道しか残されてはいない。

　だからこそ、ジョセフは彼女を置き去りにはできなかった。

　彼女がデモニアックとなるのであれば、その姿を人目に晒さらすよりも早く彼女を殺してやりたかった。そして彼女がブラスレイターとなるのであれば、ジョセフは彼女よりも先にその身となった立場から、彼女に生きる術すべを与あたえよう、と。

　スノウはデモニアックとはならなかった。

　それが彼女にとって幸運であったのかどうかは分からない。

　ジョセフは彼女にブラスレイターとなった理由を告げ、力の制せい御ぎよの仕方を伝えた。共に旅をしていたのは、そんな頃の話だ。

「また、こんな風にジョセフと過ごせるなんて思わなかった……」

　ジョセフとスノウは庭先で焚き火を囲んでいた。薪まきの爆はぜる音が静かな夜の空気を震ふるわせている。煌こう々こうとゆらめく火の明かりは、かつてスノウと初めて会った夜の事を思い出させた。

　スノウは、ジョセフの事など恨うらんではいないのだろう。

　彼女は純じゆん粋すいゆえに、人を憎にくむという事を知らない。

「ジョセフ……もう、一人にしないでよ……一人は、嫌だよ……」

　膝ひざを抱かかえてうずくまり、スノウが呟いた。ジョセフが何も答えずにいると、スノウはやがて寝ね息いきを立て始める。

　昼間の運動で疲つかれ切ってしまったのかもしれない。

　この洋館に身を隠してから一週間、ジョセフとスノウは昼の間、ずっと互たがいを敵と想定しての模も擬ぎ戦を行っている。

　これまでデモニアックを追う中でしか、ジョセフは戦いというものに遭そう遇ぐうできなかった。

　しかし今はスノウがいる。

　自分と同じブラスレイターと、限りなく実戦に近い形で戦える事は、強さを求めるジョセフにはありがたい事だった。

　ザーギンに敗れたあの夜から二週間近く経たち、ジョセフはようやく己おのれの敗北を悔くい、その歯は痒がゆさに苦しんでいた。突とつ如じよとして自分の前に現れたあのマルコという男さえ、自分よりも遥はるかに大きな力を持っている、そう感じたからこそ、ジョセフは己の弱さを強く恥はじた。

　自分は、ザーギンに勝たねばならない。

　しかしそれがとてつもなく険しい道のりだという事を知った今、着実に力を付けていくより他ほかない事は分かっている。

　そのためにも、スノウはかけがえのない存在だった。

　膝を抱えたままで眠ねむってしまったスノウに上着を掛かけてやると、ジョセフは立ち上がり、ガルムの元まで歩んだ。それを察したかのように、エレアが姿を現し、

「調子はどうかしら？」

　と微笑ほほえむ。

「良くも悪くもない」

　ジョセフは答え、ガルムの車体に背を預ける。

「コツが摑つかめていないみたいね」

　ジョセフの求める物を、エレアは既すでに察しているようだった。しかしエレアの言う通り、ジョセフはこの一週間で、そこに至る手て掛がかりすら、摑めてはいない。

「何でもお見通しだな」

「そんな事はなくてよ、ジョセフ。私にも分からない事はあるわ」

「……例えば？」

「人の心、かしら。人間はとても不思議だわ。特に貴方あなたのような不可解な行動を取る人間の心は、私には理解できない」

　ジョセフが何か言い返そうとするよりも早く、エレアは「でも」と付け加えた。

「だからこそ、貴方は興味深い存在なのだけれど」

　苦く笑しようするより他なかった。

「俺はそんなに妙みような人間じゃないよ、エレア」

　少なくとも、自分ではそのつもりだった。

「俺は、平へい凡ぼんな人間だ。どこにでもいるような、取り立てて優すぐれたところもない、脆ぜい弱じやくな人間だよ」

　ジョセフは自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいた。

「そうかしら……」

　エレアが首を傾かしげ、ジョセフの顔を覗のぞき込んでくる。

「平凡な人間ならば、ザーギンに勝てないかもしれなくてよ？」

　やはりエレアは、自分の心を見み透すかしているようだ、とジョセフは思う。

　ザーギンに敗れたあの夜、ジョセフはザーギンに神を感じた。追い続けてきた、止めねばならぬと思っていた存在は、神の如ごとき力を有していた。それはある意味では絶望を感じたと言い換かえても良いかもしれない。

　所しよ詮せんは脆弱な人間に過ぎぬ自分が、神に抗あらがえるはずもない。

　実際、一度はそう思った。

　しかしジョセフの今の考えは違ちがう。

　自分は人間でいい。そう思う。

　ずっと、そうだったのだ。

　悪あく魔まと言われようと、人ではないと宣告を受けようと、それでも人である事に拘こだわり続けてここまできた。

　ジョセフは、子供の頃ころを思い出す。

　それはたまたま街で通りかかった、車の修理工場での話だ。

「機械ってのはな、無理をすれば壊こわれちまうんだよ。どんだけハッパかけたって、機械にはできる事とできない事が決まってるんだ。それが機械の限界なのさ。だが人間は、必死になれば本来の性能を超こえた力を出せたりもする。いつまで経っても、機械が人間に取って代わらないのは、そういう事だろ」

　それはいつも酒に酔よってばかりいる修理工の戯たわ言ごとだった。

　それを聞いた当初は、ジョセフもその話に感かん銘めいを受けたりはしなかった。

　しかし今は、その話の意味が分かる。

　ナノマシンという機械によって生み出されたブラスレイターという力。

　では何故なぜその力は人間を素体にする必要があるのか。

　ナノマシンだけで全すべてを構成しては駄だ目めなのか。

　人間は、性能を大きく超えた力を発揮する事ができる。だからこそ、ナノマシンは人に宿り、人にその力を託たくすのではないか。

　だとしたら、自分は人間を捨ててはならない。

　ジョセフはそう思う。

　貴方はもはや人間ではない。ベアトリスはそう言った。

　しかし自分が人間ではないと認める事は、自分の力の源がナノマシンという機械である以上、己おのれが機械である事を認めるのと同義である気がする。

　それによって得られる力もあるだろう。

　一時的には、遥はるかに強大な力を得られるかもしれない。

　しかしその力には限界があるのではないか。

　例えば、マルコと対たい峙じしたあの瞬しゆん間かん、ジョセフが感じた「力」は、機械の身では得られぬ力ではないのか。

　スノウとの連日の戦いの中でも、ジョセフはその糸口を見付けられていない。

　しかし、信じてはいる。

　あの時自分が感じた力こそ、ザーギンに勝つための唯ゆい一いつの力だと。

「それにしても──」

　エレアがスノウの方を見やりながら言った。

「あの子はなかなか筋がいいのね」

　ジョセフはスノウと戦うにあたり、自分も身に付けたばかりの、具現化という力についてスノウに聞かせた。

　己の体から粒りゆう子し状のナノマシンを放出し、再構成する事によって武器や翼つばさを形作る力。

　最初は戸と惑まどっていたスノウだったが、たった一日の間でそのコツを摑つかみ、今ではジョセフと同等に、武器を振ふるって戦う事ができる。

　必死に戦いの中でその術すべを身に付けた自分が道どう化けのように思えたものだが、それも偏ひとえにジョセフの言葉を疑う事なく、言われた事を忠実に行えるスノウの純じゆん粋すいさ故ゆえなのかもしれない。

　そう考えると、自分は疑ってばかりのような気がする。

「……俺は本当にちっぽけだな、エレア」

　小さく呟いたその言葉は、エレアには届いていないようだった。

「……何か言った？」

　問われて、ジョセフは首を横に振る。そしてそのまま、うとうとと舟ふねを漕こいでいるスノウを見つめた。

　自分は彼女を利用しているだけだ。

　スノウによって命を救われた事には、感謝している。スノウを導いてくれたエレアにも。ジョセフはまだ死ぬわけにはいかないから。

　しかし、この先もずっとスノウと行動を共にする事はできない。

　ザーギンを止めたいと願うのは、ジョセフ個人の事情だ。

　そこに大義はない。

　全ての人類のために、などという旗を掲かかげたりはできない。

　ジョセフはただ、姉サーシャの思いをザーギンに届けたいだけなのだ。

　そしてそれは非常に困難な、命がけの行動だ。

　一度ザーギンと対したからこそ、はっきりと断言できる。

　おそらく、ザーギンを止める事ができたとしても、自分もまた無事ではいられないだろうという事を。

　どれだけ自分が強くなろうとも、刺さし違ちがえる程ほどの覚かく悟ごがなければ、ザーギンに打ち勝つ事などできないだろうという事を。

　だから、スノウを連れてはいけない。

　己の我が執しゆうのために、スノウまで命を散らしてしまうような結果にはなって欲しくはない。

　スノウは生きるべきだ。

　そう思った。

　そろそろ深い眠ねむりに落ちた頃ころだろうかと思い、スノウの元まで歩く。

　そして彼女の身体からだを抱かかえ上げた。

　スノウは、「ん……」と呟つぶやきつつも、ジョセフに身を任せ、細い腕うでをジョセフの首に絡からませてくる。

　屋や敷しきの中に運ぼうと歩き出すと、

「雨が降りそうよ」

　とエレアが言った。

　空を見上げると、確かに、月を黒雲が覆おおい始めている。

「エレア、デモニアックに動きはないのか」

　ふと、気になってエレアに尋たずねた。エレアは肩かたを竦すくめる。

「最近はまるで出しゆつ没ぼつ情報がないわ。ＸＡＴザツトの方も鳥フオーゲルの捜そう索さくに執しゆう心しんしているみたいだし……」

「何かあったらすぐに知らせてくれ」

　そう告げて、屋敷の中へと入り込んでいく。

　このまま、何も起こらなければいい。

　そう考えている自分がいる一方で、何かが起こる事に期待している自分がいるのも事実だった。自分の内面が、悪あく魔まのように変化し始めているのではないかという不安が頭を過よぎった。

　戦いなど、昔は望んではいなかった。

　けれど今は、どういうわけか、どこかで戦いを欲ほつしている。

　強くなりたい。

　ザーギンとの戦いでの敗北は、ジョセフに大きな傷きず跡あとを残した。

　肉体的な傷ではない、精神的な、治ち癒ゆ不可能な傷を。

　空いているソファにスノウの身体を横たえてやると、スノウは、

「ジョセフ……」

　と声を漏もらす。

　起こしてしまったのかと思い顔を覗のぞき込むと、目を閉じたままのスノウは今度は、

「お母さん……」

　と呟いた。

　寝ね言ごとと分かって安あん堵どすると、ジョセフは近くの椅い子すに腰こしを下ろした。

　これ以上、スノウといるべきではないのかもしれない。

　夜が明ける前に、この屋敷を出よう。

　決意し、大きな溜ため息いきを吐ついたのとほぼ同時に、屋敷の外に何者かの気配が現れ、ジョセフは腰を浮うかせて身構えた。

　ゆっくりと歩を進め、外界に出ると、そこにはこれまでに見た事のないデモニアックが立っている。背に翼つばさを持った、紫むらさき色いろの鎧よろい騎き士しのような姿だった。

　ジョセフは瞬しゆん時じに、エレアの言葉を思い出していた。

「鳥フオーゲル……」

　ＸＡＴが今追い続けている、翼を持ったデモニアックの呼こ称しようだ。

　鳥フオーゲルは、ジョセフの言葉に首を傾かしげ、

「何だって？」

　と呟く。

　その声は、一週間程前に公園で遭そう遇ぐうしたマルコのものと酷こく似じしていた。

「……まあいいや。こないだの続きをやろうと思ってよ」

　鳥フオーゲルの言葉に、ジョセフは大きく息を吐はき、右手を握にぎり締しめる。ブラスレイターとなろうとしたその刹せつ那な、鳥フオーゲル──マルコは掌てのひらをひらひらと振ふりながら、

「今じゃねえよ。こんなクソ田舎いなかでてめえとやり合ってもつまんねえからな」

　と言い放った。その言葉を信じても良いものかどうかジョセフが思案していると、マルコは変身を解き、人の姿に戻もどる。

「虫が多そうだから、あんまこの姿に戻りたくねえんだけどな」

　呟きつつ、マルコは懐ふところから一いつ片ぺんの封ふう筒とうを取り出し、ジョセフに投げ付けてきた。

　ジョセフがそれを受け取ると、封ふう蠟ろうの施ほどこされた封筒の表には、「Einladung招待状」と記されている。

「舞ぶ台たいはこっちで用意してやったぜ。せいぜいおめかしして来な。キレイどころも集めといてやるからよ」

　マルコはそれだけを告げると、ジョセフに背を向けて歩き始めた。

　ジョセフは、封蠟を破り、中に入れられている書面に目を落とす。

　そこには三日後の日付と共に会場の場所が記されていた。

　都市中央部の大型ホテル、そのパーティルームである。

　そんな場所で一体何をするつもりなのか、理解できない。

　しかしその誘さそいには応じざるを得ないだろう。

「ジョセフ……」

　振り返ると、ガルムに立つようにしてエレアが姿を現している。

「貴方あなた、笑っているの？」

　指し摘てきを受けて、ジョセフはやや口元を歪ゆがめている自分に気が付いた。

　これは好機だ。

　強くなるための。

　その思いが、ジョセフを無意識のうちに微笑ほほえませていたのかもしれない。

　その場で封ふう書しよを破り捨てると、ジョセフはエレアに告げた。

「すぐにここを発たつ」

　エレアは微笑む。

「随ずい分ぶん、せっかちなのね……でも、今日の貴方はその姿のままでも少し、美しく見えてよ」

　スノウに気付かれぬよう、ガルムの車体をいくらか押した後で、ジョセフはガルムに飛び乗って一気にアクセルを噴ふかした。

　夜の街かい道どうを走っているうちに、ポツリと雨あま粒つぶがジョセフの手を濡ぬらす。

「降ってきたわね」

　姿を消したエレアが声だけを発した時、ジョセフは空を仰あおぎ、もっと強く降れと天に願った。

　ジョセフは混乱していた。

　戦いを望む自分。戦いを恐おそれる自分。強さを求める自分。逃にげ出してしまいたい自分。

　自分の中に、嚙かみ合わぬ様々な個が生まれている。

　そしてそれらの個が、自分こそが主導権を握るべき存在だと強く出張し続けている。

　自分はもう人ではないのかもしれない。

　悪あく魔まに心を奪うばわれてしまったのかもしれない。

　雨が降り、それが自分を濡らす間は、そんな事を忘れられるような気がして。

　ジョセフの願い通り、やがて雨足は激しくなっていった。
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　ハンス・ヨーンソンは、フラムブルグ郊こう外がいの農村でひっそりと暮らしていた。

　近きん隣りんの住民からは奇き矯きような人間と思われているらしく、さしたる情報は得られなかったが、実際に彼の生家を訪ねると、意外な程ほどあっさりとアマンダ達を迎むかえ入れてくれた。

「人が訪ねて来るなんて久しぶりだ」

　ハンスはそう言って腰こし掛かけた揺ゆり椅い子すの上で両手を組み、パイプを吹ふかせている。

　ハッセンブルグ刑けい務む所しよでの噂うわさや、周囲の住民の評価とは裏腹に、随分と気さくな人間のように思え、アマンダ達は安あん堵どした。

　が、アマンダがデボラ・エンフィールドについて話を切り出すと、彼は表情を一変させて勢い良く立ち上がった。

「お前ら……誰だれにその話を聞いた！」

　そう問われたところで、その話の意味するところがアマンダ達には理解できなかった。アマンダ達はただデボラ・エンフィールドという名前を口にしただけに過ぎない。

　しかしハンスのその反応は、明らかにデボラとの間に何かがあったという事を示し唆さしていた。

「貴方と彼女の間に、何があったんですか？」

　アマンダは問うた。

　ハンスは相当興奮しているらしく、肩かたで息をし、アマンダ達を見下ろしている。

　衣服の様子から、銃じゆうを持っているという事はなさそうだった。注意深く周囲を見回したが、咄とつ嗟さに武器となるような物も、ハンスの周りには置かれてはいない。興奮のあまり襲おそい掛かかってきたとしても、銃を抜ぬいたりする必要はなさそうだった。

　そうであれば、今はハンスを追つい及きゆうする事だけに専心した方がいいだろう。

　アマンダはそう判断した。

「これは推測ですが、マルコ・ベルリの死に関して、貴方とデボラの間で何か密約のようなものが行われたのではありませんか？」

　フラムブルグまでの移動の間、ずっと考え続けていたが、そう考えるのが最も理に適かなっている気がした。

　デボラ・エンフィールドになりすましていた女の目的が何であったのか、それははっきりとはしない。しかしハッセンブルグ刑務所にもホールバイン病院にも、窃せつ盗とうや情報漏ろう洩えいなどの被ひ害がいがない事や、彼女がマルコの死後間もなく辞任している事からも、彼女の目的がマルコとの何らかの接せつ触しよくであったのではないかという疑いは強い。

　そして、ハンスの辞職のタイミングも、それと時を等しくしている。

　脚あしだけを撃うたれたマルコは、本当は死亡していなかったのではないか。

　詳しよう細さいは分からないが、何らかの方法でマルコに似せた人物とマルコ本人を入れ替かえた。そしてその現場をハンスは目もく撃げきした。

　口くち封ふうじのためにいくらか金を積まれたかもしれない。

　それが明るみに出るより早く、刑けい務む官かんを辞やめ、郷里に戻もどったのではないか。

　事実、ハンス宅を訪おとずれる前にアマンダ達は周囲の住民からこんな証言を得ている。

「あの人は働きもせずに昼間からフラフラしてばかりで……どうやって生計を立てているのか分からない」

　刑務官の給料などタカが知れている。マルコの死から二年近く遊び呆ほうけていられるような貯たくわえを残す事はまず無理だ。

「ヨーンソンさん。これは非常に重要な事なんです。お答え頂けませんか？」

　アマンダが再度答えを要求すると、ハンスは大きな音を立てて椅子に腰掛けた。その勢いで揺り椅子が大きく傾かしぎ、また元の位置に収まる。

「あんたら、警察か……？」

　ハンスは俯うつむき加か減げんでアマンダ達を見上げながら言った。アマンダは首を横に振ふる。

「違ちがいます。しかし、わけあってデボラ・エンフィールドになりすましていた人物を追っています」

　なりすましていた、という言葉に、ハンスはハッと顔を上げた。

「なりすましていた？」

　アマンダは頷うなずき、ホールバイン病院で聞いた仔し細さいをハンスに聞かせた。

　ハンスは言葉もないままそれを聞いていたが、アマンダの話が終わるとまた元の通り俯き加減の体勢に戻り、

「そうか……怪あやしい女だったしな……」

　と呟つぶやく。

「ヨーンソンさん、私達はデボラの居場所を突つき止めたいだけなんです。そしてそのために、貴方あなたと彼女の間に何があったのかを知る必要があると考えています。お聞かせ願えませんか？　貴方が何か犯罪的な事に関かかわっていたとしても、貴方の罪は追及されないように、上には掛け合いますから」

　全すべて噓うそだった。しかしその噓はハンスには覿てき面めんの効果があったらしく、

「本当に、俺には何の咎とがめもないのか？」

　そう哀あい願がんするように尋たずねてくる。

　アマンダが首を縦に動かすと、ハンスは観念したようにポツリポツリと話し始めた。

　デボラ・エンフィールドがハッセンブルグ刑けい務む所しよに派は遣けんされてから間もなく、ハンスは彼女から不可解な提案をされたという。

　それは、現在収しゆう監かんされているマルコ・ベルリの脱だつ獄ごくの際、彼を撃って欲しい、というものだった。

「撃って欲しい？　そう言われたんですか？」

　アマンダが問い返すと、ハンスは頷いて答えた。

「ああ。それも脚を撃って欲しい、と言われた。即そく死しにはならない程度に、と」

　それは確かに奇き怪かいな提案だ。ただマルコを殺して欲しいというのならまだ話は分かる。刑務官なら囚しゆう人じんに接する機会もあろう。

　しかしデボラの発言には、「彼が脱獄の際」という言葉が含ふくまれている。未いまだ行われていない脱獄の際の行動に対して注文を付けられれば、誰だれだって混乱はするだろう。

「それを貴方は引き受けたんですか？」

「……それを引き受けるなら、金をやると言われた。それも結構な金額を、だ。俺はその頃ころ博ばく打ちで借金を作っちまってたからな……喉のどから手が出る程ほど、金が欲しかったさ」

　だがその時点では、ハンスも半信半疑だったという。

　マルコ・ベルリが本当に脱獄を図はかるかどうかなど分かるわけもない。

　仮にデボラがマルコを脱獄させるための手助けをするにしては、マルコを撃って欲しいという願いは妙みようだ。

　酒の席での話であっただけに、冗じよう談だんのようなものなのかもしれないと、ハンスは思っていた。

　しかし、現実に、マルコは脱獄を図った。

　ハンスは言われた通り、マルコの脚を撃った。

　その時は、デボラとの約定など、頭にはなかったという。

　ただ、デボラとの会話によって、潜せん在ざい的にその意識が植え付けられていたのかもしれない。

　脚を撃たれたマルコはあっさりと倒たおれ拘こう束そくされ、銃じゆう創そうの治ち療りようのために医務室へと運ばれた。

　その時、付き添そっていたのもハンスだった。

　ハンスはデボラとの約定を思い出し、彼女に金を無心するために志願して同行したのだ。

　医務室に辿たどり着くと、デボラはマルコへの治療よりも先に、ハンスを振り返りこう告げた。

「約束を守ってくれてありがとう。貴方がここで行われる事を黙だまっておいてくれるなら、約束のお金はきちんと支し払はらうわ」

　その時、何が行われたのか。

　ハンスによれば、それはこういう事だったという。

「デボラは、マルコに妙な錠じよう剤ざいを飲ませた。最初は鎮ちん痛つう剤ざいか、鎮ちん静せい剤ざいか、そんなものかと思ってた。だがその薬を飲んで少し経たってから、マルコは突とつ然ぜん苦しみ出した。そして死んだんだ」

「毒薬だった、という事ですか？」

　アマンダが思わず口を挟はさむと、ハンスは頭かぶりを振る。

「分からない。でも、わざわざ毒薬で殺すくらいなら、あの女の立場ならいつでもできたはずだ。それに──」

　ハンスが突然口ごもったので、アマンダは身を乗り出し、ハンスの瞳ひとみを見み据すえた。

「それに？」

　言葉の続きを促うながすと、ハンスは苛いら立だったように髪かみを搔かきむしる。

「あの女がマルコを殺したかったのなら、俺に銃じゆうで撃うつように指示した意味が分からない。何のためだよ？　死なない程度にマルコを撃つ理由がどこにある？　あの女は何がしたかったんだ？」

　それはむしろアマンダ達こそ知りたい情報だった。

　ハンスは、過去を思い出した事で混乱しているらしく、アマンダ達に構う様子もなくぶつぶつと呟つぶやき続けている。

「死体もそうだ。埋まい葬そうの時に立ち会ったが、マルコの死体は妙だった。銃で撃ったはずなのに、その傷の位置が微び妙みようにずれてやがったし……」

　アマンダは、ヘルマンと顔を見合わせた。

「それは、間ま違ちがいないですか？」

「埋うめる時に間近で見たんだ。見間違えるわけがない。デボラは傷を目立たないようにしたせいだろうと言ってたがな……そんなわけがないんだ。マルコを撃ったのは俺だ。どこを撃ったかなんて俺が一番良く知ってる。こう見えても射しや撃げきには自信があるんだ。狙ねらった場所にきちんと命中させるくらいはできる」

　そうなると、やはりアマンダの推理は正しかったのではないかと思えてくる。

　埋葬されたマルコの死体は別人の物だったのではないか。

　では、本物はどうしたか？

　デボラはマルコに薬を飲ませた、とハンスは言った。

　その薬に、何か秘密が隠かくされている気がする。

　薬を飲んでからしばらくするとマルコが死んだ、とハンスは言ったが、果たして本当にその時にマルコは死んでいたのだろうか。

　死んだように見えただけではないのか。

　デボラがマルコに飲ませたのは睡すい眠みん薬やくに近いもので、それによって意識を失い仮死状態になったという可能性はあり得なくもない。

　そして医師という立場から彼の死亡を宣告すれば、誰だれだってマルコは死んだと思い込むだろう。

　その後、仮死状態のマルコを遺体安置所に運び、人目を盗ぬすんで別の死体と入れ替かえる──それにあたってマルコが受けた傷をその死体にも加えたはずだ。だがその場所に微妙にズレがあったために、ハンスは違い和わ感かんを覚えた──それが真相ではないだろうか。

　全すべてはマルコを死んだと見せかけて脱だつ獄ごくさせるためだったと考えれば、辻つじ褄つまは合う。

　マルコ自身が脱獄を図った事も、その計画の一いつ端たんだったのではないだろうか。

　しかし力ずくで脱獄を完かん了りようさせたのでは、マルコは追われる立場であり続ける事になる。

　脱獄後も平へい穏おんな生活を得るには、死んだ事にするのが最も適切な方法だろう。

　わざわざ一度脱獄をさせ、その結果撃たれるという過程を取ったのは、突然の病死では怪あやしまれると踏ふんだからか。

　いずれにせよ、マルコが今なお生きているという事について、ひとまずの仮説は立てる事ができた。ウォルフに報告した上で、デボラの行方ゆくえについての進展を聞きたい。

「分かりました。ありがとうございます」

　そう告げてアマンダが立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、アマンダは背後に金属の蝶ちよう番つがいが軋きしむ音を聞いた。それがハンス宅のドアが押し開けられる際の音だという事は、この邸てい宅たく内に入る時に確かく認にんしている。

　来客か、そう思い振ふり返り、アマンダは身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「デボラ・エンフィールド……」

　呟いたのは、同じようにドアの方を振り返っていたヘルマンだった。

　褐かつ色しよくの肌はだ。ブロンドの髪。銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがね。艶なまめかしい唇くちびる。妖あやしい微笑ほほえみ。

　その全てが、ハッセンブルグで目にした写真と同じだった。変装さえせず、デボラ・エンフィールドを演じていた頃ころと全く同じ姿で、彼女はそこに立っていた。

「デ、デボラ……」

　ハンスが立ち上がり、後ずさる。そのハンスに詰つめ寄るようにして、デボラは一歩、また一歩と歩み屋や敷しきの中に入り込んでくる。

「久しぶりね、ハンス……そして残念だわ。あの時の事は誰にも話すなと言ったはずよ」

　アマンダは咄とつ嗟さに銃じゆうを抜ぬき、デボラを名乗っていた女に向かって構えていた。ヘルマンもまた、示し合わせたわけでもなく同じ行動を取っていた。
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　自分と同じ事を感じたのかもしれない、とアマンダは思った。

　マルコの事件に関かかわる得体の知れぬ人物だから銃を構えたわけではない。

　アマンダは、その肌で、彼女が危険な人物である事を感じたのだった。

　それは融ゆう合ごう体たいを前にした時に感じる、ある種の危機感に似ていた。

　飢うえた獰どう猛もうな肉食動物を目の前にしているかのような錯さつ覚かく。

「動くな！」

　アマンダとヘルマンが同時に叫さけぶ。女は、そんなアマンダ達を見て鼻で笑った。

「ＸＡＴザツトの人間ね……余計な事に勘かん付いて首を突つっ込まなければ、もう少し長生きもできたでしょうに」

　その言葉に警けい戒かいし、アマンダはやや後方に退さがりながら女の左手に回り込む。

　ヘルマンはそれを受けて女の右手に回った。

　挟はさみ込む形になれば、どちらかが攻こう撃げきを受けても残された人間がそのフォローをできる。

　女は、武器を持っているようには見えない。

　それどころか、銃を構えるアマンダ達に対し、何一つ注意を払はらっている様子さえなかった。

「ハンス……報むくいは受けて貰もらうわよ。貴方あなたを生かしておいたのはそもそもが私の気き紛まぐれなのだしね」

　また一歩、女がハンスに歩み寄る。

「動くなと言ってる！」

　アマンダが叫び、引ひき鉄がねにかけた指に力を込めた直後、

「学習能力がねえな」

　という声が、どこからか飛んできた。

　聞き覚えのあるその声に、一いつ瞬しゆん、視線を泳がせたが、部屋にはヘルマンとハンス、そして女以外に人の姿はない。

　だが声の主はすぐにアマンダの前に現れた。

　天てん井じようを突き破やぶり降下し、大きな音を響ひびかせて床ゆかに着地したその男は──アマンダ達が追い続けていたマルコ・ベルリその人である。

「前にも言ったぜ。撃うつならさっさと撃てってな」

　マルコの登場はあまりに唐とう突とつ過ぎた。アマンダが反応するよりも早く、マルコの脚あしがアマンダの持つ銃を蹴けり飛ばしている。

「アマンダ！」

　ヘルマンが銃を撃つと、マルコはそれを跳ちよう躍やくして回かい避ひした。人間には到とう底てい持ち得ないはずの瞬しゆん発ぱつ力りよく、跳躍力。

　空中からそのままヘルマンの背後へと降り立ったマルコは、ヘルマンの背中を蹴り付けて吹ふき飛ばす。

　蹴り飛ばされたヘルマンの身体とアマンダの身体が衝しよう突とつし、二人は重なり合うようにして倒たおれた。すぐさま身体を起こしてマルコの方を見やると、マルコは腕うで組ぐみをしてつまらなさそうにアマンダ達を見下ろしている。

「ぐっ……」

　声を漏もらしたのはハンスだった。視線だけをそちらに運ぶと、デボラを騙かたっていた女が片手でハンスの首を摑つかみ体を持ち上げている。

　アマンダは足元に転がっていた銃を拾い上げるとヘルマンと視線を交かわし、互たがいの背を合わせる体勢で銃を構えた。アマンダは女に。ヘルマンはマルコに。

　しかしそれでも、マルコと女は動じる事などない。

「また、動くな、か？　いい加減やめようぜ、そういう偽ぎ善ぜん者ぶった態度はよ」

　マルコの言葉に、ヘルマンは舌打ちをする。

「あの時、俺がお前を躊躇ためらわずに撃ってれば、ひょっとしたらこんな事にはなってなかったかもしれないな……」

　呟つぶやき、ヘルマンは銃をマルコに向かって放ほうり投げた。

　マルコが嘲ちよう笑しようをその顔に浮うかべる。

「ヘルマン！」

　真意が摑めずアマンダがヘルマンの名を呼ぶと、ヘルマンはすぐさま腰こしの後ろに携けい帯たいしているもう一丁の銃──Ｐ90サブマシンガンを引き抜いていた。

「今度は躊ちゆう躇ちよしない！」

　叫びと共に、ヘルマンが弾だん丸がんを発射させる。

　秒間十五発の連射。弾丸初速は秒速七百メートルを超こえる。

　至近距きよ離りからならば、たとえどれだけ俊しゆん敏びんな動きをしようともその全すべてをかわしきれるものではない。少なくとも手傷を負わせ、足を止める事くらいはできる。

　マルコは、しかし、その場から一歩も動かなかった。

「面おも白しれえ。やってやるよ！」

　その叫びと共に、マルコの右手が青白い光を放つのを、半ば背を向けていたアマンダも見た。

　そしてその光と共にマルコの姿が変じていく。

　それはやはり、鳥フオーゲルだった。

　紫むらさき色いろの鎧よろいのような姿。背中から生えた異形の翼つばさ。

　鳥フオーゲルは自分の前身を覆おおうように翼を折り畳たたむ。ヘルマンが放った弾丸は全てその翼に命中したが、その際に室内に響いたのは高く澄すんだ金属質の音だった。

「何だと……！」

　ヘルマンが信じられないという様子で声を漏らす。

　一方、アマンダの眼前では、ハンスが今まさに縊くびり殺されそうになっているところだった。

　アマンダはヘルマン同様、もはや言葉で制しきれる段階ではないと判断し、即そく座ざに女に向けて発はつ砲ぽうを開始する。

　女はマルコとは対照的に、ハンスの身体からだを抱かかえたままでその弾丸をかわした。その動きの俊敏さは、先さき程ほどマルコが見せたそれをさらに大きく上回っている。

「アマンダ！　サブマシンガンを使え！　ハンドガンでは無理だ！」

　ヘルマンがそう叫さけんだが、アマンダはサブマシンガンを抜ぬかなかった。

　マルコ一人を相手にしているヘルマンと違ちがい、アマンダが対している女はハンスを盾たてにしている。ハンドガンでの精密射しや撃げきなら女だけを狙ねらい撃うつ事は不可能ではないが、ある程度弾丸をバラ蒔まく形になるサブマシンガンではそれは難しい。

　ハンスの顔色は既すでに紫むらさきがかっており、絶命までに幾いく許ばくの猶ゆう予よもない事が分かる。しかしいかに精密射撃を行おうと、女の素す早ばやい動きを捉とらえる事は困難だろう。

　意を決し、アマンダは地を蹴って女に向かって突とつ進しんしていた。

　室内にはヘルマンとマルコが対たい峙じしている。

　決して広いとは言えないこの空間で、弾丸の如ごとき小さな物質をかわす事はできても、人間の身体という大きな物質に対しては逃にげ場が限られる。

「勇ゆう敢かんね」

　女は呟きながら鼻息を漏らし、アマンダに向かって蹴けりを放っていた。

　白いブーツを履はいた褐かつ色しよくの艶なまめかしい脚あしが蛇へびのようにアマンダに向かって飛んでくる。

　それは女にしてみれば当然の対処だろう。

　片手が塞ふさがった不安定な体勢でアマンダを迎むかえ撃つには、そうするしかない。しかも、ハンスを摑んでいる右側の脚はハンスの身体が邪じや魔まになり蹴りを繰くり出す事はできない。

　つまるところ、アマンダにとって女のその行動は非常に容易に予測できる範はん疇ちゆうであった、そういう事だ。

　前のめりになり、床ゆかを転がって蹴りを回かい避ひする。そして起き上がりざまに撃った。

　狙ったのは女の腕うで。ハンスを摑つかんでいるその腕だ。

　炸さく薬やくの爆ばく発はつ力によって押し出された弾丸は狙い通り女の腕を捉え、命中する。

　噴ふき出した赤い血飛沫しぶきがハンスの頰ほおに跳とんだ。

　しかし女はハンスの身体を離はなす事はなかった。

　それどころか自分が撃たれた事を気にかける様子もなく、ただハンスの頰に散った血の方を見て、

「あら……残ざん酷こくな事をするわね。私もそこまでするつもりはなかったのだけど」

　と言った。

　立ち上がったアマンダは続けざまに銃じゆうを撃ったが、女の動きは腕を撃たれる前と何ら変わらぬ俊敏さを有しており、当たらない。

　アマンダの背後で、マルコ──鳥フオーゲルが笑った。

「いいねえ……なかなか面白え事になってきやがった！」

　ヘルマンは何度かサブマシンガンによる射撃を行っているが、鳥フオーゲルを捉えきれないのだろう、その都度舌打ちがアマンダの耳に届いている。

「よく目に焼き付けなさい。これが自らが招いた悲劇よ」

　そう言いながら、女は片手で持ったハンスの首を捻ひねり上げた。思わず顔をしかめたくなるような鈍にぶい音と共にハンスの首の骨が砕くだかれ、紫がかっていた表情から唐とう突とつに血の気が失うせていく。逃のがれようと必死でもがいていた両りよう腕うでがだらりと垂れる。一目で即そく死しと知れた。

「貴様！」

　アマンダは、すぐさま女に向けて銃を撃ち放った。

　ハンスを救おうとしていた事を嘲あざ笑わらわれたようだった。女は、ハンスの首を摑んでしまった時点でいつでもハンスを殺す事ができたのだ。アマンダの放った銃じゆう弾だんをかわすその最さ中なかにでも、或あるいはアマンダの弾だん丸がんをその腕に受けながらでも。

　女がハンスの身体を盾にし、弾丸を防ぐ。銃弾がめり込んだハンスの身体が踊おどるように揺ゆれた。もはや亡なき骸がらと分かってはいても、自分の弾丸が人を傷付ける光景は、見ていて愉ゆ快かいなものではない。

　女は、ハンスの身体を盾にしたまま口元に微び笑しようを湛たたえ、ゆっくりとアマンダの方に歩み寄ってきた。アマンダはじりじりと後退するが、すぐにヘルマンの背にその行く手を阻はばまれてしまう。

　ヘルマンもまたにじり寄ってくる鳥フオーゲルに圧あつ倒とうされ、後退していた。

「もうちょっと頑がん張ばると思ったんだがな。期待外れもいいとこだぜ。つまんねえ仕事に駆かり出されちまったもんだ……」

　鳥フオーゲルが何度も首を捻りながら、吐はき捨てるように言った。

「仕事……？」

　アマンダは思わず呟つぶやいたが、鳥フオーゲルはアマンダを無視し、アマンダの眼前の女に向かって叫さけぶ。

「話が違ちがうじゃねえか、ベアトリス。楽しめるって言うからわざわざ美味おいしそうな獲え物ものをお預けにしてまでこっちに来たってのによお……」

　その鳥フオーゲルの言葉に、女は忌いま々いましそうに顔を歪ゆがめた。

　ベアトリス──それが、デボラ・エンフィールドを騙かたっていた彼女の名なのだろう。

「……貴方あなたとは何かと因いん縁ねんのある相手なのでしょう？　もう少し楽しむ努力をしたらどう？」

　ベアトリスが鳥フオーゲルに向けて言い聞かせるように口を開いた。

　彼らは仲間同士なのだろうと思っていたが、決して一言でそうとは言い切れぬ複雑な関係にあるのだろう。少なくとも主従関係のように互たがいの役割がはっきりとしているわけではないようだ。

　ひょっとすると、そこが付け入る隙すきなのかもしれない。

　銃を構えたまま、アマンダは思案していた。

　このまま睨にらみ合っていたとしても、状じよう況きようは好転しないだろう。

　鳥フオーゲルだけだとしても、アマンダとヘルマンの二人には手に余る。その上に、戦力こそ未知数だがやはり人間離ばなれした運動能力を持つベアトリスという女の存在がある。このベアトリスもまた鳥フオーゲルと同じような新種の融ゆう合ごう体たいである可能性は否定できない。

「……ヘルマン」

　アマンダは声を潜ひそめ、敵に悟さとられぬようヘルマンに告げた。

「隙を見て外に出るわ。このままではこちらが不利になる」

　無線の繫つながっているヘルメットはバイクと一いつ緒しよに置いてきてしまっている。逃にげるにせよ、連れん絡らくを取るにせよ、室内に留とどまったままでは不可能だった。

「分かった」

　ヘルマンの了りよう承しようを受け、アマンダは銃をベアトリスに向けて放った。もはや人ひと質じちはいない以上、火力の高いサブマシンガンがあれば事足りる。

　腰こしから引き抜ぬいたサブマシンガンをフルオートで撃うちながら、ヘルマンと共に出口のドアに向けて一気に駆けた。

　鳥フオーゲルとベアトリスは弾丸をかわしつつ、アマンダ達を追ってくる。

　牽けん制せいのためにヘルマンがさらにサブマシンガンを乱射、その間にアマンダは空になった弾だん奏そうを捨て再装塡リロード、それが完かん了りようするとヘルマンと牽制役を交こう替たいする。

　屋外に出るまでにマガジンを三つ再装塡した。

　マガジンの装弾だん数は五十。秒間十五発のフルオート連射で三秒強しか持たない。しかしそれでも、アマンダは実戦の中でそれほど立て続けにマガジンの再装塡を行った事はない。

　五十発もの弾丸を撃ち放てば大たい概がいにおいて戦せん況きようは収束するからだ。

　まして今はヘルマンと二人、交こう互ごに射しや撃げきを行っている。

　アマンダ達が撃ち出した弾丸は数百発に及およぶ。

　しかしそれでも、鳥フオーゲル、ベアトリス双そう方ほうにかすり傷一つ与あたえられない。

「化け物め！」

　ヘルマンが耐たえ切れないという様子で叫んだ。アマンダも同じようにその言葉を口にしてしまいたかった。しかし、堪こらえた。アマンダまでもがそれを口にすれば、もはや全すべてに絶望せねばならない気がした。

　ヘルマンと二人、バイクの元に辿たどり着いたアマンダは、背後を振ふり返った。

　マルコとベアトリスの二人は、あくまでゆっくりとした動きでアマンダ達に迫せまっている。

　逃げ切れる、そう確信した瞬しゆん間かん、ベアトリスが唐突に片手で吊つるし上げるように抱かかえていたハンスの亡なき骸がらを、アマンダ達に向かって投げ付けてくる。

　慌あわてて、アマンダは右手に転がり、それを逃のがれた。

　ハンスの亡骸とアマンダのバイクが衝しよう突とつし、地に転がる。

　人の亡骸を盾たてにするばかりでなく、路ろ傍ぼうの石でも扱あつかうかのような所作で投げ付けさえするベアトリスの行動に、アマンダは怒いかりを禁じ得なかった。

「アマンダ！　急げ！」

　ヘルマンは既すでにバイクに跨またがり、エンジンを噴ふかせている。

　アマンダもそれに従おうと横転したバイクの元に駆かけ寄ったが、そこで信じられない光景を目にした。

　ハンスが立ち上がったのだ。

　首の骨を砕くだかれ、絶命したはずのハンスが。

　死んでいる事は疑いようがなかった。

　何故なぜならハンスの首は、直立する体とは九十度も違ちがった方向に折れ曲がってしまっている。そんな状態で生きていられる人間などいない。

　その驚おどろきが、アマンダの反応をコンマ数秒程、遅おくらせた。

　ハンスは大きく仰のけ反り、それからアマンダの身体からだを抱だきすくめた。

「う、う……」

　と呻うめくような声。その力はとても生身の人間のそれではない。

「アマンダ！」

　ヘルマンが叫さけび、手にしていたサブマシンガンを構えたが、ハンスの身体はアマンダと重なりあっている状態にあり、撃てばアマンダ諸もろ共ともという形になる。

　アマンダはハンスの身体を振り解こうともがいたが、身体を締しめ付けるハンスの力は強くなる一方で一向に緩ゆるまる気配はない。

　そうこうしているうちに、ハンスの身体は徐じよ々じよに変質していった。

　蒼あお褪ざめた肌はだは鈍にび色いろに変わり、柔やわらかい肉の感かん触しよくは硬こう質しつ化していく。

「融合体……!?」

　ハンスの亡骸が融合体に変じたのだと分かったが、それを理解したところでアマンダの置かれた状況に変わりはない。折り畳たたんだ脚あしをハンスであった融合体との間に差し入れ、突つっ張ぱるようにしてハンスの身体を引き剝はがそうとするが、融合体は、獣けもののような咆ほう哮こうを上げ、アマンダを逃さなかった。

　背後に目をやると、マルコとベアトリスは歩みを止め、アマンダの置かれた状況を笑えみを浮うかべて観かん賞しようしている。

「クソッ！」

　そう叫び、バイクを降りようとしたヘルマンに、アマンダは、

「ヘルマン！　来るな！」

　と制止した。

　このままヘルマンが駆け付けても、状じよう況きようが好転するとは限らない。

　むしろ今は、確実にヘルマン一人でも生せい還かんさせるべきだ。

　どの道、アマンダとヘルマンの二人ではマルコやベアトリスを相手に生き残れる公算は低い。

　ハンスの亡骸が融ゆう合ごう体たいとなった今、尚なお更さらだ。

「本隊に連れん絡らくを！　このままでは共とも倒だおれになる！」

　アマンダはそう告げたが、ヘルマンは動こうとはしない。

　アマンダは手にしているサブマシンガンの引ひき鉄がねに指をかけた。それを撃うてば、この状況を打破できるかもしれない。しかし、融合体の返り血を浴びる事は防げないだろう。

　数分前の記き憶おくが、アマンダの脳を支配していた。

　それは死を覚かく悟ごした故ゆえの、走そう馬ま灯とうなのかもしれなかった。

　ハンスは何故に融合体となったのか。

　アマンダがベアトリスを撃った時、その血がハンスの頰ほおにかかった事を、アマンダは知っている。もしもそれが原因なのだとすれば、やはりベアトリスもまた、マルコと同じように新種の融合体なのだろう。

「ヘルマン！　お願い！　行って！　そして皆みなに伝えて！　あのベアトリスという女も、マルコと同じように融合体だわ！　折せつ角かく手に入れた情報を無む駄だにしないで！」

「馬ば鹿か言え！　お前を見捨てて行けるか！」

「ヘルマン！」

　叫び、アマンダは引鉄にかけた指に力を込めようとした。ヘルマンを先に行かせるためには、この状況から逃れるしかない。返り血による感かん染せんの可能性があるとしても、ただ人ひと質じちとして足手まといになるよりはいくらかましに思えた。

　だがアマンダが銃じゆうを撃つよりも先に、アマンダを拘こう束そくする融合体の力が緩み、アマンダはそこから逃れる事ができた。

　救ってくれたのはヘルマンではない。

　──鳥フオーゲル。

　敵対しているはずの鳥フオーゲルが、手にしている斧おので融合体の首を刎はねていたのだ。

　アマンダが血を浴びる事もなかった。首を刎ねられた融合体は、青白い粒りゆう子しを放ちながら、仰け反るようにして地に倒たおれた。

　アマンダが鳥フオーゲルを見ると、鳥フオーゲルは肩かたを震ふるわせて笑う。

「……今時そんな茶番見せてもらえるとは思わなかったぜ。お前ら最高に馬鹿だな」

　アマンダは、先さき程ほどまで撃とうとしていた銃を、鳥フオーゲルに向けて構えた。

　鳥フオーゲルは心外そうに肩を竦すくめる。

「おいおい。助けてもらって礼もナシかよ。たまんねえな、オイ」

「何が目的……？　貴方あなた達は何がしたいの……？」

　だが鳥フオーゲルはその問いには答えず、銃を持つアマンダの腕うでを摑つかんだ。

　反射的に引鉄を引き、銃じゆう口こうから弾だん丸がんが数発、発射される。

　しかしその弾丸は、鳥フオーゲルの身体からだを傷付けるには至らなかった。

　鳥フオーゲルの翼つばさが、盾たての役割をして弾丸を防ぎ止めてしまっている。

「ちっとは分かってきたみてえだな。撃つなら言葉はいらねえって事だ。ま、どっちにしろ無駄な事には変わりないけどな」

　言われ、鳥フオーゲルは踊おどるようにアマンダの腕を繰くる。関節を捻ひねられ後ろを取られる格好になり、アマンダは再度囚とらわれの身となっていた。

　ヘルマンが銃を構える。

「遅おそえよ、馬鹿。お前は成長しなさ過ぎだな。撃つならもっと早く、だろ？」

「……アマンダを放せ！」

　バイク上から銃を構えたままでヘルマンが告げたが、もはやそれが脅おどしにもなっていない事はアマンダにも分かる。

　至近距きよ離りからの銃じゆう撃げきでさえ、鳥フオーゲルの翼は貫つらぬけないのだ。ヘルマンのいる場所からでは、尚なおの事、鳥フオーゲルを傷付ける事はできまい。

　まして今はアマンダが鳥フオーゲルの盾になる形で囚われている。

　今度こそ、ヘルマンを逃にがさなければ、そう思い口を開こうとすると、鳥フオーゲルは、

「行けよ、兄ちゃん。この姉ちゃんはまだ生かしておいてやるからよ」

　と言った。

「何だと……？」

　言葉の意図が摑めなかったのだろう、ヘルマンが眉まゆを顰ひそめる。

「逃がしてやるって言ってんだよ。この姉ちゃんはちょっと気に入ったからしばらく借りる。だが殺しゃしねえよ。ちょっとやってもらいたい事があるからな」

　かつてヘルマンは鳥フオーゲルの言葉を信じたために、出す事のない負傷者を出した。だからこそ、そんな言葉を鵜う吞のみにして自分だけが逃げ去るわけもない。むしろ鳥フオーゲルのそんな言葉は、却かえってヘルマンを激げつ昂こうさせるだけだった。

「ふざけるんじゃ……ふざけるんじゃねえ！」

　ヘルマンはそう叫さけび、バイクを駆かって鳥フオーゲルに向かって突とつ進しんする。すれ違ちがいざまにアマンダの身み柄がらを取り戻もどす作戦であろう事は、長い付き合いのアマンダでなくとも予想が付いたろう。

　鳥フオーゲルは鼻で笑うと、アマンダの身体を抱だいたままで宙へと飛んだ。

　そうして、向かい来るヘルマンの頭部に強きよう烈れつな蹴けりを放つ。

「グッ！」

　呻うめき、ヘルマンが吹ふき飛ばされて転てん倒とうする。操手を失ったバイクは走りながら横転した。

　鳥フオーゲルの一いち撃げきが相当に強烈だったためだろう。ヘルマンはそのまま僅わずかに蠢うごめいただけで、起き上がろうとはしなかった。

「力もねえくせに嚙かみついてきやがって……鬱うつ陶とうしいんだよ」

　ふわりと着地した鳥フオーゲルはアマンダを引きずりつつ、ヘルマンに向けて一歩踏ふみ出した。

　ヘルマンに止とどめを刺さそうとするマルコの殺気を感じ、アマンダは己おのれを抱く鳥フオーゲルの腕を必死で引いていた。物理的な力では抗あらがいようはなかったが、それでもアマンダのその行動は、鳥フオーゲルを立ち止まらせ、アマンダを振ふり向かせるに至った。

「……何だよ、姉ちゃん」

　問うてくる鳥フオーゲルに、アマンダは答える。

「彼に手を出さないで」

「愛いとしい恋こい人びとですよ、ってか？」

「そういうわけじゃない……ただ、貴方の目的が私だというのなら、他ほかの人まで殺す必要はないでしょう？　貴方が彼に手を出すなら、私はここで舌を嚙んで死ぬわ」

　その言葉に、鳥フオーゲルは笑った。

「いいねぇ……その三文芝しば居い。退たい屈くつさせねえ姉ちゃんだ」




　そう呟つぶやいた後、鳥フオーゲルは　アマンダを解放すると、ベアトリスを見やった。

「あの兄ちゃんは放って行くぜ？　それでもいいだろ？」

　家屋の前で全すべてを傍ぼう観かんしていたベアトリスは、ヘルマンの去った後、鳥フオーゲルに詰つめ寄ると、

「……どういうつもり？」

　と尋たずねた。

「ちょっと面おも白しれえ事思い付いたんでな。やりたいようにやらせてもらうぜ」

　アマンダは、二人のやり取りを黙だまって見ているよりなかった。

　たとえ逃げ出そうとしても、この二人は自分までも逃がしはしないだろうという事は分かっている。

　今アマンダにできる事は、ただヘルマンを無事でいさせるために、このまま鳥フオーゲルの言うなりになる事だけだった。

　やがて鳥フオーゲルはマルコの姿に戻り、アマンダの手を引いた。

「来な。これから楽しくなるぜ」

　今はただ従うより他ない。

　そしてどうにか隙すきを見付けて逃のがれる以外には。

　それができない時は──。

　死ぬだけだ。

　そう覚かく悟ごした。
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　移動には一日あれば良かった。

　残された二日は、ただひっそりと息を潜ひそめ、その時が来るのを待っていた。

　そうしてジョセフがその日、招待状に記されていた会場へと辿たどり着くと、リムジンや様々な高級車がホテルの前に停車しては、華か美びな服装の男女を降ろしていくのが見えた。

「本当にあの場所？　随ずい分ぶんと人が出入りしているようだけれど……」

　傍かたわらに停とめたガルムの上で、エレアが呟つぶやく。

　その疑問は、ジョセフも抱いだいているものだった。しかし、疑って足を踏み入れないのでは何も始まりはしない。

「行くさ……後には退ひけない」

　罠わなであろう事は分かっている。しかし、罠を逃れられないようでは再びザーギンと見まみえた時、ザーギンに打ち勝つ事はできないだろう。

「会場が室内じゃ、お守もりはしてあげられないわね……大だい丈じよう夫ぶ？」

　問われて、ジョセフはエレアを振り返った。

　初めて──おそらくは初めてだろう。

　ジョセフはエレアに対して微笑ほほえんでいた。自然に。柔やわらかく。

「問題ない……一人でやれる」

　その言葉に、エレアもまた微笑んでいた。

「そう。だったら何も言わないわ。気を付けて」

　そうやってジョセフを慮おもんぱかるような言葉をエレアが口にするのも、初めての事だったのかもしれない。

　そこには予感があったからだ。

　今日、この後に待ち受けている戦いが、一つの要かなめである事への予感。

　それはともすれば死を伴ともなうかもしれない戦い。

　しかし、逃にげるわけにはいかぬ戦いでもある。

　これを乗り越こえねば、おそらく生き抜く事はできまい。

「行ってくる」

　エレアにそう告げると、エレアは小さく頷うなずいて姿を消した。

　ホテルの方角に向かって歩き出す。

　ラフな服装のジョセフには場ば違ちがいな趣おもむきの高級ホテルは、しかし、予想外にジョセフをすんなりと迎むかえ入れてくれた。

「ジョセフ・ジョブスン様ですね？」

　入口を抜けるなり、そう尋ねられた。

　尋たずねてきたのは三十代くらいのホテルマンだった。一いつ瞬しゆん、警けい戒かいしたが、敵意や殺気の類たぐいは感じられない。ジョセフが頷くと、ホテルマンはエレベーターの方角を手で示し、

「ご案内するよう承うけたまわっております。こちらへどうぞ」

　とジョセフを先導する。

　言われるがままに従うと、エレベーターに乗せられ、十三階へと案内された。

　十三階には客室はなく、巨きよ大だいなパーティルームが二部屋。ジョセフはそのうちの一つへと導かれた。

　警戒しつつも部屋に入ると、そこではホテルの前で目にしたような華美な服装の男女が、グラスを片手に談だん笑しようしている。

　ジョセフが足を踏ふみ入れると、その場の皆みなが怪け訝げんな視線をジョセフに向けた。ジョセフは彼らの視線を無視し、室内の様子に注意を払はらったが、特に剣けん吞のんな状じよう況きようはなく、マルコやベアトリスの姿もない。勿もち論ろん、ザーギンの姿も。

　どうするべきか、案じつつも壁かべ際ぎわに背を預けると、この場のために雇やとわれた人間だろう、バニーガールがトレイを持って近付いてきて、ジョセフに飲み物を勧すすめてくる。

　断るのも詮せん無く、言われるままに受け取ったグラスには琥こ珀はく色いろの液体が充みたされていた。ウイスキーの類だろうと思い口を付けないでいたが、ふと気になりその香かおりを嗅かぐと、アルコール臭しゆうとは別に、薬品のような匂においが微かすかに感じられる。

　見ると、会場のほぼ全すべての人間が同じグラスを手にしていた。一様に、充たされているのは琥珀色の液体である。

　何か違い和わ感かんを感じ、ジョセフはグラスを傍らのテーブルに置いた。

　この場に留とどまっているよりは、他ほかにある部屋を見て回った方がいいのかもしれない、そう考え歩き、出入口のドアまで辿り着いたが、ドアは押そうと引こうとビクともしなくなっている。

　側そばにいたバニーガールにその事を告げようとした瞬しゆん間かん、唐とう突とつに室内の照明が落ちた。

　咄とつ嗟さにドアを背にして身構える。室内はざわついていた。他の客にとっても予期せぬ出来事であったらしい。

　どう出るべきか思案するうちに、灯あかりは元通りに照らされた。

「皆みな様さま、ようこそいらっしゃいました」

　そう声を発したのは、会場の最さい奥おう、一段せり上がったステージ状の一画に立つ男──マルコだった。照明が落ちるまではそこには誰だれもいなかった。数秒のうちにどこから室内に入り込んだのかもしれない。

　室内の一同はマルコに注目している。

　マルコはタキシード姿で恭うやうやしく礼をしてみせると、両手を広げ皆を見回した。

「ここにお集まり頂いた皆様は、我がフリューゲル製薬の株主の中にあっても有数の財力をお持ちの皆様でいらっしゃいます。そんな皆様が欲ほつするものは、もはや金や地位などではない……言葉にするなら、命、或あるいは若さ、そういうものでしょう」

　フリューゲル製薬という会社について、ジョセフは何も知らない。しかしその名に誰も疑問を抱いだいておらず、株主であるという発言にも異論を挟はさむ様子もない事から、おそらくは実在する企き業ぎようなのだろう。

「今回、御招待致いたしました皆様には、我が社が開発した新薬を御ご紹しよう介かいした上、是ぜ非ひともその効果を実感して頂きたく存じます。老化を止め、限りなく永遠に近い生を得られるその新薬の名は……『バビロン』！」

　演劇めいたその科白せりふ回しに、会場の数人は感かん嘆たんの声を漏もらした。

　ジョセフは、今動くべきかどうかを迷っていた。

　この場でマルコに仕し掛かけるには、あまりに人目に付き過ぎる。マルコもそれを分かっているからこそ、悠ゆう々ゆうと演説に耽ふけっているのかもしれない。

　マルコの演説は続いていた。

「さて、皆様には、実は既すでにその新薬を提供済みでございます。皆様にお勧めしましたウェルカムドリンクの中に……」

　マルコがそう告げると、皆は手元のグラスを見つめた。

　ジョセフだけが、一度自分の置いたグラスに視線をやり、すぐさまマルコの方に視線を返した。

　マルコはジョセフの視線に気付き、不敵な笑えみを浮うかべる。

　それとほぼ同時に、会場の一人が、大きく呻うめくような声を上げた。

「おや……早さつ速そく効果が出たお客様がおられるようで……」

　今度は皆その客に視線を向ける。

　声を上げたのは初老の男だったが、男は呻き声を何度か上げ、仰のけ反り胸を搔かき毟むしるようにして倒たおれた。若い女性客が悲鳴を上げる。マルコはそれを見て満足そうに、

「効果が出るまでの時間には個人差がありますが……薬を飲んだ方は漏れなく四十八時間以内に我々の仲間入りが決定しますのでご心配なく」

　と言った。

　再度、金を切るような悲鳴が上がる。

　先さき程ほど倒れた男が、立ち上がったのだ。人としてではなく、デモニアックとして。

「さあ、パーティの始まりだ！」

　叫さけびと共に、デモニアックに変じた男が周囲の客を蹂じゆう躙りんし始める。それを止めようとジョセフが身を乗り出した瞬間、マルコが再度、ジョセフに向けて叫んだ。

「ちょっと待ちなジョセフ！」

　動きを止め、マルコを見やると、マルコは首の蝶ちようネクタイを緩ゆるめながら、

「言っておくが、ここにいる連中は全員薬を飲んでるぜ。つまり、救おうがブチ殺されようが、結局はお仲間になる運命だって事だ。お優やさしいお前はどうするか知らねえが、そこんところは忘れねえこったな」

　と笑った。

　ジョセフは右手を握にぎり締しめた。熱が生まれ、光が全身を覆おおう。

　同時に、体内の全神経に意志を伝える。

　マルコの言う薬とは、おそらくザーギンかベアトリスか、或いはマルコ自身の血を素材としたものだろう。それを飲ませれば、彼らはデモニアックとなる。万に一つ、スノウのように自我を保ち、救える人間もいるかもしれない。しかし、彼らを救いながらマルコを討うつ事ができるかどうか、それについては疑問だった。

「お前を倒す。そして救える者を救う……俺にできるのはそれだけだ」

　今は人々に構っている時ではない。

　そう決意し、ジョセフはその身をブラスレイターへと変じさせた。

　右手から迸ほとばしる熱。

　浮き上がる青白い光はソロモン七十二柱、序列第七十二位、アンドロマリウスの紋もん章しよう。

　その紋章から放たれた光がジョセフの全身を包み、細さい胞ぼうの一つ一つを覚かく醒せいさせ、悪あく魔まの力を持つ肉体へと変化させていく。

「せいぜい巻き込まねえようにな！　可愛かわいい子羊ちゃん達をよお！」

　マルコもまた、ジョセフの変身を受けて右手をきっと握り締めていた。

　その右手から青白く浮き上がった紋章は、ジョセフの微かすかな記き憶おくの中に残っていた。

　ソロモン七十二柱の悪魔、序列第二十五位、グラシャ＝ラボラスの紋章。

　全身を覆う光と共に変身を完かん了りようさせたマルコの姿は、鳥フオーゲルと呼ばれるだけの事はある、禍まが々まがしい翼つばさを持った騎き士しの姿だ。

　変身が完了すると同時に、ジョセフは湾曲刀シミターを発現させていた。同じく、マルコは斧おのを。

　会場は恐きよう怖ふの悲鳴と混乱の叫び、そしてデモニアックが発する獣けものの慟どう哭こくとで溢あふれ返っていた。

　その混こん沌とんの中、ジョセフは地を蹴けって跳とんだ。眼前のマルコは既に斧を振ふりかぶりジョセフを迎むかえ撃うとうとしている。

　ジョセフの振り下ろしの一いち撃げきを、マルコの斧が受け止める。湾曲刀を払はらわれ、次いでマルコの斧の一撃。

　ジョセフはそれを返す刀で打ち払った。

　女の悲鳴が上がる。

「また一人死んだぜ……ま、死んでもすぐに生き返るんだけどな！」

　言いながらマルコが繰くり出してきた蹴りをかわし、ジョセフは手にしていた湾曲刀を鞭むちのように変形させた。

　蛇へびを思わせるシルエットのそれを操あやつり、蹴りで無防備になっているマルコの右みぎ脇わきを狙ねらう。

　マルコは、

「ハッ！」

　と笑い、背中の翼を折り畳たたんで自分の身体からだを覆った。

　ジョセフの蛇の一撃は、その翼に阻はばまれ、弾はじかれてしまう。

　相当な強度を持っている事がそれで知れる。

「そんなんじゃ、やられてやれねぇなあ！」

　叫んだマルコが、今度は斧を変形させた。

　柄えの部分が伸のび、刃はが大きく弧こを描えがいて長大化する。

　それは死神の持つ鎌かまを連想させた。

　その鎌による大おお振ぶりの一撃に対し、ジョセフは蛇の鞭で迎え撃った。

　破は壊かい力だけならば体積の勝まさる鎌の方に分がある。

　だが鞭にも自在に動かせるという利点があった。

　ジョセフの首目め掛がけて放たれた横よこ薙なぎの一いつ閃せんに、ジョセフは右手の蛇を振るい、鎌の刃に絡からめさせる。螺ら旋せんの軌道を描いた蛇は刃を縛しばり付け、ジョセフの首まで僅わずか数センチというところで刃の進行を食い止めた。

「人間を救おうとしてる甘ちゃんにしては、なかなかやるじゃねえの」

　食い止められて尚なお、鎌の刃をジョセフに食い込ませようと力を込めながら、マルコが笑う。

　ジョセフは右手の蛇を引き、かろうじてその力を抑おさえ込んでいた。

「だが、やっぱ甘ちゃんだ……」

　マルコのその言葉と同時に、マルコの翼がキリキリと音を立て始めた。

　鋭するどく尖とがった翼の一いつ端たんが、ジョセフに向けて大きく傾かしぐ。大たい砲ほうの筒つつ先さきのように。

「死にな！」

　マルコの翼から、羽の一枚一枚が弾だん丸がんとなって射出された。

　ジョセフとの距きよ離りは僅か十数センチ。気付いた時にはもはや打つ手はない。

「グッ！」

　それでもかろうじて、数発はかわした。だが所しよ詮せんは十数発のうちの数発に過ぎない。

　その他ほかの弾丸はジョセフの四し肢しを確実に射い貫ぬいていた。

　衝しよう撃げきで身体が後方に吹ふき飛ばされる。マルコの鎌に絡み付いていた蛇は、その勢いに引き裂さかれた。

　壁かべに激げき突とつしたジョセフは、マルコの次撃に備えて体勢を立て直し、構えた。同時に、周囲の様子を再確かく認にんすると、もはや生きている人間は数える程ほどしかいなかった。

　そこは地じ獄ごくだった。

　夥おびただしい量の血の海。

　累るい々るいと積み重ねられた亡なき骸がら。

　吠ほえる悪魔。

　そしてその悪魔に殺された亡骸がまた別の悪魔となって起き上がる。

　ほんの僅かな時間の間に、もはや彼らを救う道が途と絶だえてしまっていた事に、ジョセフは絶望にも似た感情が湧わき起こるのを感じた。

　それと同時にジョセフの脳内に生まれた感情は、怒いかりだった。

　こんな仕打ちを企たくらんだマルコに対してではない。

　あまりに無力な自分に対しての。

「無様だな、ジョセフ・ジョブスン。そんなんで誰だれが救えるってんだよ」

　マルコはそう言って、側そばで死肉を食くらっていたデモニアック目掛けて飛んだ。

　それはさながら獲え物ものを狙って降下する猛もう禽きん類るいのような動きだった。

　デモニアックの側に降り立ったマルコは、鎌を一閃させ、その首を刎はねる。

　青白い粒りゆう子しが火の粉のように散り、頭部を失ったデモニアックの身体が倒たおれる。

「てめぇがどれだけ頑がん張ばっても！」

　続けざまに、一匹ぴき。

「無む駄だなんだよ！」

　二匹、三匹。

　数分前までは人であったデモニアックを、マルコは斬きり伏ふせていく。

　ついにはまだ人の姿を留とどめ、生きている男に対しても、マルコは鎌を振ふり上げていた。

　ジョセフは思わず飛び出し、新たに生み出した湾曲刀シミターでそれを防ぎ止めた。

　かろうじてその命を救われた男は、もはや正気を失っている。ジョセフに救われた事すら理解できてはおらず、失禁し、腰こしを抜かしてその場にへたり込んでいるだけだった。

「そんな奴やつ救ってどうなるよ？　そいつだってどうせデモニアックになるんだぜ？」

　しかしそれでも、ジョセフはその男を救わずにはいられなかった。

　その男がデモニアックに変じようとも、自分に攻こう撃げきを仕し掛かけてこようとも、ここでその男を救わなければ、自分のしてきた事全すべてを否定する事になってしまう。

　ジョセフが救った男は、吐と瀉しや物を撒まき散らしながら悶もだえた。そしてその身体からだが悪あく魔まへと変化していく様を、眼前の鎌の刃はに映り込んでいる鏡像で目にした。

「後ろも気を付けねえと危ねえぞ、オイ！」

　だがジョセフは振り向かない。

　分かっている。

　デモニアックに変じたばかりの男が今まさに爪つめを振り上げジョセフを襲おそおうとしている事も。もはや彼は本能のままに殺さつ戮りくを行う獣けものだという事も。

　それでも、まだその男を救う事ができるかもしれない、その可能性がある限り、ジョセフにはその男を討うつ事はできない。

　死人から変わり果てたデモニアックは、もはや救う事ができない。

　しかし生者からその身を変えた者には、救う事のできる余地がある。

　スノウのように。

　それを知っているからこそ、ジョセフは甘んじて男の一いち撃げきを背で受けた。鋭い痛みと共に、焼けるような感覚が背中を覆おおう。

「聖人ぶってるつもりか……だがな、てめぇが何をしようと、無駄なもんは無駄なんだよ！」

　マルコの翼つばさが再び砲ほう台だいのように動く。だがその狙ねらいはジョセフではない。マルコの狙いは、ジョセフの背後。ジョセフの背に爪を立て呻うめくデモニアック。

「これならどうする？」

　マルコの翼が生き物のように蠢うごめき、キリキリと音を立てる。弾だん丸がんが発射されるその予兆に、ジョセフは思わず手を伸のばしていた。

　発条音と共に射出された無数の弾丸を、ジョセフは左手で受け止める。至近距きよ離りからの一撃に、ジョセフの掌てのひらは耐たえ切れず、弾丸が貫かん通つうする。それでもどうにか勢いを殺す事ができたため、背後のデモニアックに命中した弾丸は、彼を傷付ける事はなかった。

　ジョセフの背にさらに爪が深く食い込んでいく。

　その上に、片手を離はなした事で食い止めていたマルコの鎌かまが既すでに肩かた口ぐちに触ふれていた。

「おいおいおい、そんなんじゃ死んじまうぜ。いいのかよ？」

　マルコが愉ゆ悦えつの声を上げる。鎌の刃が数ミリ、ジョセフの肩かたを抉えぐる。

「てめぇの事はずっと知ってたぜ……ザーギンはよくてめぇの話をしてたからな。だがな、俺はその話に虫むし唾ずが走ってたんだよ。人を救うだの、人は信じるに足るだの、とんだ馬ば鹿か野や郎ろうだってな。ザーギンはてめぇの事を評価してたみたいだが、俺はてめぇなんぞに価値があるとは思わねえ。だから俺の手であっさりブチ殺してザーギンに教えてやろうと思ったのよ。人を救うだのなんだのってご大層な理想じゃ、結局は何も得られねえんだってな！」

　反論する事は、ジョセフにはできなかった。

　確かにそうだ、と、マルコの言葉に同意しさえした。

　理想だけでは何も守れはしない。

　ジョセフの掲かかげる理想だけでは、人は救えない。

　人を滅ほろぼそうとするザーギンに打ち勝つ事はできない。

　だからこそ、ジョセフは力を求める。

「ザーギン……！」

　ジョセフは呟つぶやいた。

　マルコがその名を口にしてくれた事に、感謝した。

　その名を耳にしてなお、無様な戦いを繰くり広げるわけにはいかない、そう自分に言い聞かせる事ができる。

「おおおおおっ！」

　傷付いた左手を湾曲刀に沿え、鎌の刃を押し返す。

　マルコは──ブラスレイターとなっているが故ゆえにその表情こそ変わらなかったが──はっきりと動どう揺ようしている事がジョセフには分かった。

「てめ、えっ……！」

「お前なんかにこれ以上手こずってるわけにはいかないんだよ……」

　マルコが必死に押し込もうとする刃はジョセフの肩から離れ、次し第だいにその距離が大きくなっていく。

　ジョセフは、全身の筋肉が張り詰つめていくのを感じていた。

　背中に立てられた爪が、その膨ぼう張ちようで押し返されていく。デモニアックがうろたえつつもよろめき、後退したのが分かる。

「このガキィッ……！」

　そのマルコの叫さけびの直後、ジョセフはマルコを鎌ごと吹ふき飛ばしていた。マルコは空中で身を翻ひるがえし、翼をはためかせて着地する。

　ジョセフは膝ひざを突きそうになるのを、必死で堪こらえた。

　どうにか劣れつ勢せいを跳はね返しはしたものの、ジョセフが受けた傷も些さ少しようではない。

　しかもマルコにまだ一太刀たちも浴びせる事ができていないのだ。こんなところで膝を突くわけにはいかない。

　湾曲刀シミターを構え、ジョセフはマルコを見み据すえた。マルコは手にした鎌を取り回しの良い斧おのに戻もどし、翼を何度かそよがせる。

「やってくれんじゃねぇか、死に損ぞこないが……」

　呟き、マルコは大きく上体を反らせた。同時に、翼が背後に傾かしぐ。

「きっちりあの世に送ってやる！」

　マルコが仰のけ反った上体を反動で一気に折り畳たたむと、その動きに合わせるように翼が弧こを描えがいてはためいた。同時に、翼からは無数の弾丸が射出される。

　左右に回かい避ひする事はできた。

　だがジョセフはあえて前方に跳とんだ。

　既に何発も被ひ弾だんしているこの状じよう況きよう下で、さらに傷を負う事を恐おそれていても何にもならない。

　交こう叉ささせた腕うでを盾たてにし、一気に距離を詰める。

　腕に、肩に、脇わき腹ばらに、弾丸が突つき刺ささる。しかし被弾する事を最初から覚かく悟ごしていれば、どうにか耐えられる。

　弾丸の雨を凌しのぎ切り、ジョセフは湾曲刀を振ふりかぶった。

　マルコはまだ完全に体勢を戻せてはいない。

　腕を狙った。

　横よこ薙なぎに、一いつ閃せん。

　マルコは斧で受け止めようとしていたが、ジョセフの剣けん戟げきの方が僅わずかに速い。

　硬かたい、鉄を斬きるような感かん触しよくの後、ジョセフは湾曲刀を振り切った。

　マルコの左手だけが、投げ出されたように宙を泳ぐ。

　遅おくれて、焦こげるような臭しゆう気きと共に青白い粒りゆう子しが末まつ端たんを失ったマルコの手首から立ち昇のぼった。

「オああアアああアッ！」

　マルコが悲鳴にも似た怒ど声せいを上げ、うずくまる。

　ジョセフは血を払はらうように湾曲刀を振るい、マルコを見下ろした。

　殺すべきなのか。

　諭さとせるような相手ではないのは分かっている。

　しかしそれでも、彼の暴挙を止めるために、自分はこの男を殺すべきなのかどうか、そこに迷いがあった。

　周囲に目をやる。

　ジョセフを傷付けたデモニアックは、ジョセフを見て、怯おびえたように後ずさった。

　まだ人としての感情を残しているが故かもしれない。それならば、救う事のできる余地はある。

　しかしその前に、マルコの処しよ遇ぐうを決めねばならない。

「畜ちく生しようぉ……あり得ねえ……あり得ねえ……」

　うわ言のようにそう繰くり返すマルコに、もはや戦意はないように思える。

　事実、ジョセフが見下ろしている事に気付いたマルコは尻しり餅もちをついたような格好で後ずさり、

「もう、勘かん弁べんしてくれよ……死にたくねえんだ……俺はまだ、死にたくない……」

　この男もまた被ひ害がい者しやなのだ、そういう感情が、ジョセフに止とどめを刺させる事を躊ちゆう躇ちよさせた。

　だがジョセフが一向に止めを刺さぬままでいると、マルコは唐とう突とつに翼つばさをはばたかせ、上空へと舞まい上がった。

「……なんてなぁ！」

　そのまま上空から翼の弾だん丸がんを降り注がせる。

　ジョセフが横転しそれをかわすと、マルコは斬られた手首を押さえながら、

「やってくれやがったな……クソッタレめ……だがいいぜ、ようやく面おも白しろくなってきたじぇねぇか。こっからが本番だ！」

　そう叫び、後方へと飛び去っていく。

　ジョセフはその後を追った。体力はもはや限界に近い。

　止めを躊躇した自分を叱しつ咤たする。

　マルコがたとえ数すう奇きな因果の被害者だとしても、彼がジョセフの目の前で無む辜この命を散らせた事に変わりはないはずだ。

　殺してでも止めねばならなかった。

　そう歯は嚙がみする。

　凄すさまじい勢いで飛行するマルコは、壁かべを勢いのままに突き破り、そのまま隣りん室しつへと飛び進んでいった。

　隣室はもう一つのパーティルームらしく、広大な空間が広がっている。

　事前に借り切っていたのか、室内に人の姿はなかった。

　ただ一人を除いて。

　そこには赤いドレスを着た女が一人だけ、まるで絹織物に一点だけ落ちた血の滴しずくのように存在していた。

　彼女は部屋の壁から数メートルの場所に、まるでキリストのように磔はりつけにされている。

　死んでいるわけではない事は、微かすかに呼吸する胸部の動きで分かった。眠ねむらされているのだろう。

　マルコは彼女の側そばまで辿たどり着くと上空で身を翻ひるがえし、ジョセフを見下ろした。

　そして左手でゆっくりと彼女の頰ほおを撫なでる。

「第二幕だぜ、ジョセフ。やっぱり、こういうシチュエーションが必要だろ、正義のヒーロー様にはよ」

　そう告げて、マルコは指を弾はじく。

　すると、外壁に配置された窓を突つき破り、十数体のデモニアックが室内に飛び込んできた。

　事前に、自分の命を聞くデモニアックを配置していたらしい。

「さあて、王子様はお姫ひめ様を守れるかねえ？」

　マルコが苦く笑しようすると、デモニアック達は咆ほう哮こうを上げた。

　彼女を守らねばならない。

　名も知らぬその女を守りながら、マルコを含ふくむ十数体のデモニアックを殲せん滅めつする、それが数分前の戦いよりも遥はるかに困難なものである事を知りながらも、ジョセフはそうすると決意するよりなかった。

　それがジョセフの戦う理由だから。
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　マルコに囚とらわれたアマンダは、彼に連れられてとあるホテルに移動させられていた。

　予想に反し、約定通りに、マルコはアマンダを手に掛かけようともしない。

　しかしそれが逆に、アマンダの不安を搔かき立てた。

　アマンダを何かに利用するというような口ぶりだったが、その何かが分からないまま、言われるがままにホテルのパーティルーム、その待合室のような一室に運ばれ、待っているよう命じられる。

　マルコは部屋を出て行ってしまったが、ドアには鍵かぎが掛けられ、頑がん健けんな造りのため押し開けようにもビクともしない。銃じゆうは事前にマルコに奪うばわれていた。

　窓から逃にげ出す事はできないかと探さぐってはみたが、地上十三階という高さのためだろう、開け放す事ができない造りになっている。室内の椅い子すでも使えばガラスを破る事はできるだろうが、そもそもその高層では窓から這はい出ても地に落ちて絶命するだけだ。

　次にマルコの帰き還かんを待ち、不意を討うつ事ができはしまいかと考えたが、徒と手しゆ空くう拳けんの現げん況きようで融ゆう合ごう体たいを相手にするなど、無む謀ぼう過ぎると気付いた。

　銃を手にした上でさえ、マルコに手傷を負わせる事もできなかったのだ。

　ただ待つより他ほかないのかという諦てい念ねんに、アマンダが椅子に腰こしを下ろすと、ドアの外で鍵が開けられる音がし、マルコが戻もどってくる。

「いいコにしてたみたいだな」

　アマンダの様子を見て、マルコは笑った。脇わきには赤いドレスを抱かかえている。

　そのドレスをアマンダの方に放ほうると、マルコは側にあった椅子を手た繰ぐり寄せてそこに座した。そして顔をにやつかせながら、

「それに着き替がえな」

　と言う。

　ドレスは絹地の上等な物だった。ホテルが所有する貸し衣装か何かだろう。真新しいクリーニングの匂においがする。

「……何をさせるつもり？」

　アマンダが尋たずねると、マルコは口元を一層歪ゆがめる。

「あんたには、お姫様になってもらいたくてねえ」

「お姫様？」

「王子様が助けに来る囚われのお姫様の役、って事さ。必要だろ？　そういう役目が」

　当然のようにそう語るマルコだったが、その理り屈くつはアマンダには理解し難がたいものだった。

「王子様って、誰だれの事なの？」

　再度問うと、マルコは大おお袈げ裟さに首を傾かしげる。

「さあねえ……そいつはあんたが知らなくてもいい事だ」

　話にならない。

　だがアマンダは少しでも時間を稼かせぎたいと思った。

　ヘルマンと別れてから既すでに半日以上が経過している。今いま頃ごろはＸＡＴザツト本隊と合流し、アマンダの行方ゆくえを追ってくれているだろう。それまでの間を無事でいられれば、生存できる確率は上がる。

　加えて、アマンダにはどうしても確かめておきたい事があった。

「少し、聞きたい事があるんだけど」

　そう口にすると、マルコは首を振ふった。

「着替えろよ。まずはそれが先だ」

「……じゃあ出て行ってもらえる？」

　回答は予想しつつも、そう告げてはみたが、予想通りマルコは肩かたを竦すくめて、

「目の前で着替えさせるから面おも白しろいんだろうが。馬ば鹿かか、お前」

　と悪びれもせずに言ってのけた。

　アマンダは大きく溜ため息いきを吐つき立ち上がると、ＸＡＴ隊服のファスナーに手を掛ける。

　いっそここで死んでしまおうかという思いが頭を過よぎった。

　囚われの身となっただけでなく、こんな辱はずかしめを受けるくらいなら、と。

　しかし自分がここで自決するのは、ヘルマンや他の隊員達を信用せぬという事だ、と思い留とどめた。自分は仲間を信用する。そのためにも、安易な死を選ぶべきではない。

　意を決し、アマンダはファスナーを一気に引き下ろした。

　下着を着けておらぬ白い乳ち房ぶさが露あらわになると、マルコが目を細め、煽あおるような口笛を吹ふく。

　アマンダは俯うつむき、隊服を脱ぬぎ捨てるとドレスを身にまとった。

　もう何年も袖そでを通していないような柔やわらかな布地の感かん触しよく。

　交通機動隊に入隊してから、そんな女性的な衣服を身に着ける事はほとんどなくなってしまった。ＸＡＴに入隊してもそれは変わらない。

　こんな状じよう況きようでそんな服装に身を包む事になるとは、随ずい分ぶん皮肉な話だと思う。

「お似合いだ、お姉ちゃん。俺が全まつとうな人間なら、今頃五回は犯おかしてる」

　マルコが呟つぶやく。

　アマンダがマルコを睨にらむと、マルコは苦く笑しようしてみせた。

　アマンダを慰なぐさみ者にする気はないという事なのか。その言葉を信用しても良いのか、それは分からない。しかし今すぐにそんな要求をされなかった事は、アマンダをいくらか安あん堵どさせた。

　アマンダは再び腰を下ろし、マルコを見つめた。

　今、自分の目の前にいる男が何なのか、それが理解できなかった。

　人間なのか。

　融ゆう合ごう体たいなのか。

　それとも別の何かなのか。

　自分が全うな人間なら、と言ったマルコの言葉が気に掛かかり、アマンダは尋ねた。

「貴方あなたは……何者なの？」

　マルコは心外そうに目を丸くし、

「マルコ・ベルリさ。俺の事調べてたんだろうがよ」

　と当たり前のように告げる。

「マルコ・ベルリはハッセンブルグで死亡しているわ」

「……表向きはな。だがこうして生きてる」

「じゃあ、やっぱりあのベアトリスという女が貴方を死んだように見せかけていたわけね」

　アマンダがそう告げると、マルコは視線を逸そらし、床ゆかに唾つばを吐はき捨てた。

「あのアマには、いつか痛い目見せてやる」

　戦いの最さ中なかにそうであったように、やはりマルコとベアトリスの間は単純な仲間関係ではないらしい。

「……彼女は何者なの？」

　その質問に、マルコは立ち上がると窓辺に歩きながら、

「知らねえよ」

「知らないって……」

　とぼけているのかと思い、アマンダは言葉を繰くり返した。

　マルコは窓の外の景色をぼんやりと眺ながめている。

「脱だつ獄ごくできるって言うからあの女に従っただけだ。撃うたれて、妙みような薬を飲まされて、気付いた時にはシャバに出てた」

　噓うそを言っているようには見えなかった。しかしマルコを無条件に信用する事は、アマンダにはできなかった。マルコ逮たい捕ほ時の経けい緯いが頭を過る。

「貴方達の目的は？」

「それも知らねえ」

　全すべて知らないと言い張るつもりなのかもしれない。これでは問答にならない。

　会話する事をやめるべきか、そう考えた瞬しゆん間かん、アマンダの脳のう裏りに一つの言葉が浮うかんだ。

「じゃあ、ザーギンというのは？」

　その言葉に、マルコは急にアマンダの方を振ふり向いた。

「……何で、その名前を知ってやがる？」

　その言葉で、ザーギンというのが想像通り人名であった事が分かった。

「貴方に一度捕つかまった時に、その名前を微かすかに聞いた記き憶おくがあるから」

　アマンダがそう答えると、マルコは一度呆あつ気けに取られたような顔をし、それから笑い始めた。

「ああ……そう言やそうだったな」

　マルコにとって、アマンダと過去に一度対している事など（正確には鳥フオーゲルとの初遭そう遇ぐうを含ふくめて三回だが）些さ細さいな出来事であったらしい。

「あん時はあんたに何もするなってザーギンのお達しでな。勿もつ体たいねえと思いつつもあの場に捨てていったんだっけか……あんたもよくよく運がねえな。また捕まっちまうとはね」

　マルコとの会話の中で、アマンダは複雑な思いが湧わき起こるのを感じていた。

　マルコが犯罪者であった事は知っている。

　しかし今こうしてアマンダと対するマルコは、それを感じさせない程ほど、屈くつ託たくのない男に見える。実に人間的で、表情も豊かだ。

　犯罪者と知らず、そして鳥フオーゲルであるとも知らずにこの男に出会っていたら、危険な人物とは思わないかもしれない。

　しかしマルコが危険な存在である事に変わりはない。そう己おのれに言い聞かせ、アマンダはマルコとの会話を続けた。

「……ザーギンというのは、貴方達のリーダーか何か？」

「ベアトリスにとってはそうだろうな。あの女は奴やつを崇すう拝はいしてる。だが俺にとってはザーギンなんてどうでもいいね。一いつ緒しよにいりゃあ面おも白しろそうだってだけだ」

「ザーギンという人は何をしようとしているの？」

「だから知らねえよ。ま、人間を滅ほろぼしたいとか何とか、そういう感じの事を言ってるけどな、どこまで本気かは俺には分からねえ」

　人間を滅ぼす。

　その言葉に、アマンダは愕がく然ぜんとした。

　あまりに遠大過ぎる目標ではないか。

　確かに、融合体の存在は人類にとって脅きよう威いだ。だが人間を滅ぼす程かと言えば、おそらくはそうではない。

　だが今よりも遥かに多くの融ゆう合ごう体たいが出現すればどうか。

　一体、二体ではない。数千、数万の規模の融合体ならば。

　その時は、融合体が真に人類を脅おびやかす存在となるだろう。

　アマンダは不意に一つの懸け念ねんを頭に思い浮かべた。

「まさか貴方あなた達は……融合体を生み出す手段を持っているの？」

「その呼び方は好きじゃねえ。前にも言わなかったっけか？」

　きつくアマンダを睨にらむその視線には、先程までのどこか柔にゆう和わな雰ふん囲い気きが消え失うせ、殺気や狂きよう気きといった負の感情に満ち満ちていた。

　アマンダは背筋が凍こおり付くのを感じた。やはりこの男は危険な人物だと再認にん識しきする。

　しかしそれと同時に、マルコのその視線の奥にどこか哀かなしみに似た色がある事に、アマンダは気付いていた。

「まあいいか……デモニアックだろうと融合体だろうと、人間じゃねえ事には変わりねえわな」

　マルコは呟つぶやいて天てん井じようを仰あおぐ。それから再度口を開き、

「融合体を生み出す手段は、持ってるぜ。そうじゃなきゃ、俺が融合体になんぞなってねえからな」

「それはどんな──」

　そう言いかけたアマンダの喉のどを、唐とう突とつにマルコの手が摑つかんだ。声が詰つまり、呼吸が止められる。マルコの指が喉に食い込んでいくと、アマンダは自分の頸けい骨こつが軋きしむ音を聞いた。

「もうその話はヤメだ。そろそろ本題に入るぜ」

　アマンダの首を絞しめたまま、マルコは懐ふところから何かを取り出した。

　見ると、掌てのひらに載せられたそれは、一つは白、もう一つは黒のカプセルだった。

「あんたには今からこのどっちかの薬を飲んでもらう。囚とらわれのお姫ひめ様には呪のろいが付き物だからな。その呪いを選ばせてやろうってわけだ」

　断る事などできようはずもない。そもそも話す事さえ不可能な状じよう況きようだった。

「さあ、どっちを選ぶ？　白か、黒か……」

　アマンダは締しめ付けられた首の苦しさを堪こらえつつ、震ふるえる指で白のカプセルを指差した。

　マルコが満足そうに微笑ほほえみ、黒のカプセルを床ゆかに捨てると、残された白のカプセルを半ば強制的に開かされているアマンダの口に放り込んだ。

「飲み込め。それでパーティの準備は完かん了りようだ」

　言われるがままに喉を動かす。

　それを確認し、マルコはようやくアマンダを解放した。

　咳せき込むアマンダを前に、マルコは壁かべに掛かけられた時計に目をやる。

「カプセルが溶とけるまで十五分ってとこか……吐はき出したりするんじゃねえぜ」

　そう告げ、マルコはアマンダを監かん視しするようにアマンダの側そばに腰こしを下ろす。

　今、吐き出してしまえば薬が効果を発する事はない。だがマルコがそれを許さないだろう。

「何の薬なの……」

　不安に駆かられ、アマンダは尋たずねたが、マルコは何も答えなかった。

「呪い」という言葉から察するに、それがただ死をもたらすような薬でない事だけは確かだ。

　ひょっとすると、あのカプセルには融合体に感かん染せんするウイルスが籠こめられており、自分は融合体となってしまうのではないか。

　その恐きよう怖ふに、アマンダは鼓こ動どうが速まるのを感じた。

　これで二度目だ。

　マルコによって昏こん倒とうさせられた直後も、アマンダは四十八時間監かん禁きんされ、その間を恐怖と闘わねばならなかった。自分が人ではなくなるかもしれないという恐怖と。

　そして今、得体の知れぬ薬を飲まされ、その効果が出るまでの時を過ごさなくてはならない。

　自分にもたらされる「呪い」とは果たして何なのか、その未知への恐怖と共に。

　アマンダは耐たえ続けた。

　ともすれば、叫さけびを上げ、死を覚かく悟ごでマルコに向かっていってしまいそうになる衝しよう動どうを抑おさえ、待ち続けた。ヘルマン、アル、ブラッド、メイフォン、ウォルフ、仲間達の到とう着ちやくを。

　自分がここで生きている限りは、おそらくマルコをこの場に足留めしておける。

　今できる事は、ただそれだけだ。

「そろそろだな」

　マルコはそう呟いて立ち上がった。

　アマンダは無意識のうちに腹部を手で押さえた。自分の体内で、今まさに何らかの薬品が吸収されつつあると考えると、血の気の引く思いがした。

「いいコで眠ねむってな、お姫様」

　アマンダの顔を覗のぞき込み、にやりと笑ってマルコが言う。

「俺はこれから王子様に招待状を届けに行くんでねえ」

　部屋から去ろうとするマルコを追いかけようと腰を浮うかせると、アマンダの視界が大きく歪ゆがんだ。と共に、猛もう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれる。

　それが飲まされた薬の効果なのか──朦もう朧ろうとする意識の中、アマンダが最後に見たのは悠ゆう々ゆうと歩き去っていくマルコの後ろ姿だった。
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　まだ、足りない。

　ジョセフは戦いの最さ中なかでそう感じていた。

　群がるデモニアックの猛もう攻こうをすり抜ぬけ、マルコの放つ翼つばさの弾だん丸がんをかわし、時にはそれを受け傷付きながら、それでもまだ満たされぬ何かがある事を知っていた。

　それは力への道程みちのり。

　マルコと初めて対たい峙じした際に偶ぐう発はつ的に発揮できた、時の流れを緩ゆるやかに感じる程ほどの驚きよう異い的な集中力、そこに至るまでの境地。

　このまま戦い続ければ、自分は死ぬかもしれない。

　そう感じていながらも、このままではその力に至る事ができないという実感。

　デモニアックを斬きり伏ふせる。

　デモニアックの爪つめで腕うでを切り裂さかれる。

　マルコの弾丸で肩かたを射い貫ぬかれる。

　デモニアックを両断する。

　それでも、足りない。

　足りない物は何か。それも分からない。

「バテてきてるじゃねえか。そんなんじゃ可愛かわいいお姫ひめ様が汚けがされちまうぜ？」

　嘲あざ笑わらうマルコの声に対し怒いかりを覚えながらも、どこか浮うわついた、戦う自分をもう一人の自分が傍ぼう観かんしているような感覚が付きまとっているために、心の底から憤いきどおる事もできない。

　せめてあの「お姫様」と呼ばれる人ひと質じちがいなくなりさえすれば──。

　そう考え、すぐさまジョセフはそれを頭で打ち消した。

　人質がいなくなるとはどういう事か。

　彼女が死ぬという事か。

　或あるいはこの場にいる無数のデモニアック達によって彼女が犯おかされ、彼女もまたデモニアックに変じてしまう事か。

　そのどちらの結果も、ジョセフは認めるわけにはいかない。

　結果、ジョセフは常に彼女を気き遣づかい戦う事を余よ儀ぎなくされる。

　先の戦いでは、デモニアックに変じた人々を救おうという意志はもちつつも、念頭にあったのはマルコを倒たおす事だ。マルコを倒さねばデモニアックとなった人々を救う事はできはしない。

　だが今の状じよう況きようは別だ。

　まず人質となっている彼女を守る事を念頭に置かなくてはならない。

　それ故ゆえに、ジョセフは戦いに没ぼつ頭とうする事ができないでいた。

「さっきの頑がん張ばりはマグレかよ？　俺の片手チョン切ってくれやがって……まだまだ苦しんでもらわなきゃなあ！」

　マルコが再度指を弾はじくと、室内に再び数体のデモニアックが入り込んでくる。

　これまでにいたデモニアックで全すべてだと思っていただけに、その事実はジョセフの精神を大きく疲ひ弊へいさせた。

「さあ、その偽ぎ善ぜん面が歪む様をきっちり見せてもらうぜ！」

　何故なぜマルコという男はこれ程までに自分を敵視しているのか。

　ジョセフには何となく、その理由が分かる。

　顔付き、毛もう髪はつの色、名前、そして言葉の訛なまりからいっても、マルコは生きつ粋すいのドイツ人ではあるまい。そんなマルコが、この国でどんな扱あつかいを受けてきたかは容易に想像が付く。

　そしてそんな人間だからこそ、おそらく、マルコは他者というものを強く憎にくんでいるのではないか。そう感じた。自分以外の人間。さらに突つき詰つめれば全ての人類に対する、深い憎しみ。

　人の姿をしていたマルコは、眼帯をしていた。

　ただのファッションである可能性もある。

　しかし、その目が何らかの理由によって傷付けられているのだとしたら？

　その傷が異民を差別する非情な人間の手によるものだったら？

　ジョセフはそんな「仲間達」の存在を幾いく人も目にしてきた。

　ジョセフ自身、異民というだけで不当に差別され、理り不ふ尽じんな暴力を受けた事は二度や三度ではない。

　それでもジョセフが人という生き物全てを憎まずにいられるのは、自分を育ててくれた心優やさしき神父、ミュラーの存在があるからだ。彼がいなければ、ジョセフとて憎しみに振ふり回され、暴力に明け暮れる日々を送ったかもしれない。

　虐しいたげられても、踏ふみにじられても、唾つばを吐はきかけられても、ミュラーや、大勢の優しい人々の存在を知っているからジョセフは人という生き物を信じられる。

　思うに、マルコにはジョセフにとってのミュラー神父のような存在がいなかったのだろう。

　そしてそんなマルコから見れば、ジョセフの思いを偽善と断じる気持ちも理解できなくはない。

　しかしマルコの感情を理解し得たところで、一体何になるだろう。

　同情すればいいのか。

　憐あわれめばいいのか。

　そんな事、マルコは望んではいまい。

　だとしたら、ジョセフはただマルコを止めるだけだ。

　ザーギンに対し、そうせねばならぬと感じているように。

　人を信じる己おのれの力と、人を信じぬマルコの力とをぶつけ、争い、その上でジョセフの信じる力の方が勝まさっている事を見せ付けるだけだ。

　そう思い、既すでに満まん身しん創そう痍いの身体からだで、ジョセフは構えた。

　デモニアックのうちの数体が、磔はりつけにされている「お姫様」に飛び掛かかる。

　すぐさま右手の湾曲刀シミターを蛇へびに変えたジョセフは、それを伸のばして空中のデモニアック達に巻き付ける。

　熱を帯びた光の蛇が容易たやすく二体のデモニアックを両断、それを確かく認にんし、手首を返してもう一体、「お姫ひめ様」に迫せまっているデモニアックを寸断した。

　だが、デモニアックの数はあまりに多過ぎた。

　次々と「お姫様」に向けて襲おそいかかるデモニアック達を、ジョセフ一人で打ち払はらえるはずなどない。

　気が付けば、瞬まばたき程ほどの時間の間に、ほぼ全てのデモニアックが女を取り囲む形になっていた。

　それを見て、マルコが勝ち誇ほこったように笑う。

「どうだ？　これが現実リアルだ、ジョセフ！　信じるだの守るだのぬかしたところで、結局は何も守れやしねえって事だ！」

　デモニアック達がすぐに女に手を出さぬのは、マルコの統制下にあるからだろう。ベアトリスも、かつてそうやってデモニアックを従えていた。

　スノウと出会ったあの日。

「それでも……俺は人を信じる」

　そうでなければ一体どうして、自分を信じてくれているスノウに顔向けできるだろう。自分のせいで悪あく魔まに身を落とした彼女に。

「まだ言うか？　じゃあ守ってみな！　この絶望的な状じよう況きようでな！」

　マルコが手を掲かかげると、女を取り囲んでいたデモニアックが一いつ斉せいに彼女を睨にらみ付け、身構えた。そして一気に飛び掛かる。

　ジョセフは、持てる力全てを振り絞しぼって床ゆかを蹴けった。

　その衝しよう撃げきに、床が大きく陥かん没ぼつする。反動でジョセフの体が浮うき上がる。加速。

　湾曲刀を振りかぶり、デモニアックを斬きった。一匹ぴき、二匹。

　だが、全すべてのデモニアックを討うち果たす事はできない。

　既に一匹のデモニアックが囚とらわれの女に対して爪つめを振りかざした。

　間に合わない。

　思いながらも蛇に変化させた湾曲刀を一気に伸ばす。

　牙きばを剝むき出しにして光の蛇がデモニアックに飛び掛かる。

　だがデモニアックが女に突き立てようとする爪の方が速い。

　無理だ。

　守る事ができなかった。

　愕がく然ぜんとしたその瞬しゆん間かん、壁かべを突き破やぶり何者かが唐とう突とつに飛び込んでくる。

「あああああッ！」

　そう叫さけび声を上げて。手にした槍やりをデモニアックに突つき立てつつ着地した彼女は、未いまだ完全な悪魔の姿ではない。

「スノウ?!」

　その一いち撃げきによって囚われの女を救ったスノウは、槍を振ふり回し、群がろうとするデモニアック達を吹ふき飛ばした。

「な、んだと……？」
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　マルコは呆ぼう然ぜんとスノウを見下ろしていた。

　スノウはそんなマルコに気を配る様子もなく、ジョセフを見つめ、そして告げる。

「良かった……間に合って……」

　安あん堵どの溜ため息いきを吐つき、スノウはようやくマルコを見上げる。

「こいつが、ジョセフの敵なんだね……」

　スノウの手には、槍以外にももう一つ、一枚の、継つぎ接はぎだらけの紙し片へんが握にぎられていた。

　ジョセフが破り捨てた招待状だ。復元もできぬ程細かくしたはずなのに、スノウはそれを一つ一つ繫つなぎ合わせて文面を確認したらしい。

　マルコ同様、ジョセフらを囲むデモニアック達にも動どう揺ようの色が見える。

「クソったれが……聞いてねえぞ……その女も俺達と同じだなんて……」

　スノウの右手は既すでに青白い光に包まれている。

「ジョセフ！　私も手伝うから！　足手まといにはならないから！　だから……一いつ緒しよにいさせてよ！」

　スノウの右手の紋もん章しようが一ひと際きわ明るい光を放った。その紋章が示すのは、ソロモン七十二柱、第六十八位の悪魔、ベリアル。

　スノウが悪魔の姿に変じるまでの間、ジョセフは目を閉じていた。

　スノウの健けな気げさがジョセフの胸を打つ。

「……分かった」

　ジョセフは呟つぶやき、腰こしを深く落とした。

　スノウが何と言おうとも、ジョセフはスノウと共には歩めない。

　けれど今だけは、この戦いの間だけは、スノウと共にいよう。

　それが一度ならず二度までも自分を救ってくれたスノウへの、せめてもの報むくいのつもりで。

「スノウ、雑ざ魚こを頼たのむ。それから、そこにいる人間を守ってくれ」

「分かった！」

　お預けの解かれた犬のように快活な返事をするスノウは、同じ悪魔の身でありながら、どこか眩まぶしく見える。

　スノウから目を逸そらせるように、ジョセフはマルコを見上げた。

　マルコは予期せぬ来訪者に憤いきどおりを覚えているのか、その身体からだが小刻みに震ふるえていた。

「何だそりゃ……何だってんだよ……折せつ角かく用意してやった舞ぶ台たいが、そんなオチで終わんのかよ……認めねえ……俺は認めねえぞ！」

　発はつ狂きようしたかのように大きく仰のけ反り、マルコが吼ほえた。

　体感できる程に空気が振しん動どうし、その衝撃が窓ガラスを破は砕さいする。

　同時に、マルコの左ひだり腕うでを、青白い粒りゆう子しが覆おおう。

　失われた手を補完するように、青白い粒子が鉤かぎ爪づめのような形を成した。

「てめえなんぞにデカイ顔して生き残ってられちゃ、俺の寝ね覚ざめが悪いんだよ！」

　上空から急降下して襲おそい掛かかってきたマルコに対し、ジョセフはゆっくりと湾曲刀シミターを担かついだ。

　不思議なものだ、と思う。

　これまでの戦いの中で至れなかった境地に、ジョセフは一歩足を踏ふみ入れつつあった。

　こんなにも容易に。

　それを成せた理由は、分かっている。

　スノウだ。

　彼女がジョセフの背後で戦ってくれているという事実。信しん頼らいできる存在が、ジョセフが守りたいものを同様に守ってくれているという事実。自分が息絶えたとしても、その跡あとを継いでくれる者がいるという信頼。

「俺は、間ま違ちがっていなかった……」

　ジョセフは呟いた。

　眼前には斧おのと鉤爪を振りかぶったマルコが迫せまっている。

　最小限の動きでジョセフがそれを回かい避ひすると、マルコはすぐさま反転し、今度は翼つばさの弾だん丸がんを撃うち放ってくる。

　ジョセフの体感する時の流れはもはや緩ゆるやかで、その弾丸一つ一つが回転する様子さえ、正確に判断できた。

　湾曲刀を振ふるい、先頭の弾丸を叩たたき落とす。

　次いで、二つ、三つ。

　弾はじき上げ、打ち払はらい、全すべての弾丸を防ぎ切ったジョセフを、着地したマルコは啞あ然ぜんとして見つめていた。

「何だそりゃ……？　さっきとは別人じゃねえかよ……」

　間かん髪はつを入れず、ジョセフは駆かけていた。

　それに気付いたマルコが慌あわてたように斧を振りかぶる。

「クソッタレが……っ！」

　振り下ろす。

　ジョセフはそのマルコと交差するように湾曲刀を振り抜ぬいていた。

　やや遅おくれて、痺しびれるような確かな手て応ごたえが、指先を通じて感じられた。

「ジョセフよお……」

　その声にジョセフが振り返ると、マルコは人の姿に戻もどっていた。

「俺は、認めねえぞ……人を信じた方が良かったなんて……自分てめえの人生否定するような事、認められるわけ、ねえってんだ……」

　そう口にした後で、マルコは微笑ほほえんだ。と同時に、その胸むな元もとが引き裂さけ、紅あかい血が一気に噴ふき上がる。

「やってらんねえ……」

　呟き、マルコが倒たおれる。そしてそのまま、マルコは消し炭になった。他のデモニアックがそうであるように。

「ジョセフ！」

　声を上げたスノウを見やると、スノウは既に全てのデモニアックを殲せん滅めつし、磔はりつけにされている「お姫ひめ様」を抱だいている。ジョセフは、彼女が短期間のうちにここまで強くなり得た理由が分かった気がした。

　彼女は元より、自分のためになど戦ってはいない。

　ジョセフを信じ、ジョセフのために戦ってくれている。

　その無む垢くな心が、彼女に力を与あたえているのだ。

　それは自分に欠けていたものだとジョセフは思う。

　人は信ずるに値あたいするなどとザーギンに告げておきながらも、ジョセフは常にどこかで疑いを持ち続けていた。自分が正しいのか、ザーギンが正しいのか。迷いを持ち続けていた。

　それでも自分が正しいと思いたいからこそ、ジョセフは戦い続けてきたのだ。

　スノウは違ちがう。

　彼女は何も疑ってはいない。迷いはない。

「ありがとう、スノウ」

　ジョセフがそう言うと、スノウは微笑んだ。

「ジョセフのためになれたなら、良かった」

　スノウが「お姫様」を床ゆかに寝ねかせる。

「それより……この人、どうする？」

　問われて、ジョセフは初めて「お姫様」の方に近付き、彼女の顔を見つめた。

　赤いドレスに身を包んだ彼女の顔に、どこか見覚えがある気がした。しかしどこで会ったのか、そこまでは思い出せない。思い出そうとすると、何故なぜか胸が痛んだ。朦もう朧ろうとした意識の中で、ジョセフは彼女と出会った気がする。ザーギンに敗れたあの夜。

「ジョセフ？」

　不思議そうに顔を覗のぞき込んでくるスノウに、ジョセフは小さく首を振った。

　彼女が誰だれであろうと、今はその事を思案している暇ひまはなさそうだった。
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　マルコ・ベルリの死亡をＸＡＴザツトが確かく認にんしてから一ヵ月が経過していた。

　その間、アマンダは諸もろ々もろの手続きや査問への対応に追われていた。

　アマンダが融ゆう合ごう体たいと直接的な接せつ触しよくを持ったのはこれで二度目になる。一度目の時と同じく、四十八時間の拘こう束そくもされた。だが結局、アマンダの身体からだに異変が起こる事はなかった。

　事前に、アマンダはマルコから薬物を摂せつ取しゆさせられた事実を報告していたが、その件に関しても、結局アマンダの体内で確認されたのは強力な睡すい眠みん導入剤ざいのみであった。

　マルコの呪のろいは、三日の間昏こん々こんと眠ねむり続けるだけだったという事になる。

　不幸中の幸いだと、ヘルマンを始め、ＸＡＴ二班の仲間達は笑ったが、アマンダは腑ふに落ちぬいくつもの点に頭を悩なやませていた。

　マルコによって薬を飲まされた部屋には、マルコが落としたもう一つのカプセル薬が落ちていたが、これに関しても研究班が分ぶん析せきした結果、アマンダの体内から発見された薬物と同様の、つまり睡眠導入剤に過ぎなかったという点が一つ。

　どちらを選ぼうと、アマンダはただ眠るだけだったという事だ。

　ひょっとすると、マルコは最初からアマンダに必要以上の危害を加える気はなかったのかもしれない。

　二度、彼に捕つかまえられ、しかし何らの被ひ害がいを受ける事がなかったからこそ、そんな仮定も導き出せてしまう。

　マルコもまた、苦しんでいたのではないか。

　彼の言葉を信じるとするなら、彼が融合体となった背景にはベアトリスと呼ばれるあの謎なぞの女の存在がある。そしてマルコは己おのれの意思とは無関係に、気が付けば融合体になっていたのだと。

　唐とう突とつに人でなくなった事実が、マルコの潜せん在ざい意識の中に苦しみを生み出し、その苦しみがマルコに迷いを抱いだかせていたのではないか。人を傷付ける事への迷いを。かつては人を傷付け収しゆう監かんされたマルコだからこそ、人でなくなった事実を重く受け止める事ができたのではないか──そしてその迷いの象しよう徴ちようが、全く同じ二つのカプセルだったのではないか。

　今となっては真相を知る由よしもない。

　消し炭となったマルコが発見された現場からは、無数の死体が発見されている。その多くは、融合体に成り損ねた者の死し骸がいだ。その後の調べで、マルコが「フリューゲル製薬」という企き業ぎようのＣＥＯを名乗り、株主の十数名をシークレットパーティに招待していた事が分かっている。招待された客人は皆みな、その後行方ゆくえ不明になっている事から、会場に放置されていた死骸は彼らの物であろうという結論に至った。

　フリューゲル製薬という企業そのものは実在するが、既すでに実体はないゴースト企業であるらしい。創設者は既に故人となっていた。ベアトリスという女がデボラ・エンフィールドに成り済ましていたように、マルコもまた別人に成り済ましていたものと思われる。

　アマンダが抱く二つ目の疑問点は、ザーギンやベアトリスに関する物だ。

　事件後、アマンダはＸＡＴ上層部に対して、融合体を生み出す技術を持つ何者かが暗あん躍やくしている旨むねを報告した。だがその報告に対する上層部の結論は、実に無機質な物だった。

「確たる証しよう拠こがない以上、それらを断定し、行動するには至らず。ＸＡＴはこれまでに引き続き、出現した融合体の殲せん滅めつを基本職務とする」

　これについては、ヘルマンも不満の意を表していた。

　当然の話だ。

　ヘルマンもまたベアトリスという謎の女に遭そう遇ぐうしている。彼女もまたマルコ同様の存在であるのであれば、それを放置しておく事に何の意味もない。

　だが上層部はアマンダ達に彼女の捜そう索さくを許す事はなかった。

　当面の目的であった鳥フオーゲル＝マルコの死亡が確認されればそれで良いというのだ。

「事なかれ主義の典型だな……ＸＡＴもお役所に変わりねえ」

　そう評したのはヘルマンだが、しかしアマンダの意見は違ちがう。

　アマンダは、ＸＡＴの上層部は何らかの情報を既に有しているのではないかと勘かん繰ぐっていた。

　それは、アマンダ自身が秘ひ密みつ裏りにＸＡＴ局長に呼び出され尋じん問もんを受けたからこそ、分かる事だ。局長のヴィクターは、事務的な尋問の後にアマンダにこう告げたのだ。

「この事は、今後必要以上に他言するな」

　と。

　そしてそのヴィクターの言葉も、アマンダは他言する事を禁じられている。

　融ゆう合ごう体たいの事件の陰かげには、確実に根深い何かが存在するのだ。そうでなければ、アマンダにそんな事を念押しするはずがない。アマンダはそう確信している。

　しかしそう感じたところで、何かできる事があるのかと問われれば、それは否いななのだ。

　だがいずれ、マルコの事件に類するような出来事が発生するのではないかと、アマンダは危き惧ぐしていた。

　そしてその時、自分は何かできるのだろうか、それを案じている。

　二度までも融合体に捕とらえられ、足を引っ張る事しかできなかった自分が歯は痒がゆくて堪たまらない。そうならぬために、アマンダはＸＡＴ隊員としての力を高め、来きたるべき時に備えるしかない。

　通常任務に戻もどる事を許されて以降、アマンダはそう思いながら任務に没ぼつ頭とうしている。

　そんなアマンダを見て危あやういと感じるのか、ヘルマンは先走るなといつものように注意を促うながしてくるのだが、アマンダはこう返すようになった。

「危ないと思うならちゃんとついてきて」

　最初は呆あきれていた様子のヘルマンも、今はアマンダの専行をしっかりとサポートしてくれる。

　二度の失態が、アマンダに覚かく悟ごを決めさせていた。死を厭いとわぬ覚悟。ともすれば、自分は二度死んでいる、その思いがアマンダを突つき動かしている。ヘルマンもまた、そんなアマンダの意をそれとなく察し、汲くんでくれているようだ。

　だがアマンダにはもう一つ、気になる事があった。

　それはアマンダだけでなく、ＸＡＴの隊員ほぼ全すべてに共通する疑問であると言っても良い。

　ＸＡＴがアマンダの捕らわれていた現場に踏ふみ込んだ時、全ては終わっていたのだ。

　無数の死骸、消し炭となったマルコ、そして戦いの痕こん跡せき。

　それらが残されていただけで。

　となれば、何者かが無数の融合体やマルコ達と交戦したという事になる。

　上層部はそれに関して、融合体の仲間割れのような形で事態が収束したのではないかという結論を下した。確かに、多少の無理はあれどそう考える事でひとまず事件は解決した運びにはなる。

　しかしアマンダはマルコから聞いているのだ。

　何者かをこれから呼びに行くという意味の言葉を。

　王子様、とマルコは表現していたが、それは何者なのか。ＸＡＴの調べでは怪あやしい人物は誰だれ一人出てきてはいない。事件が起こったホテルの関係者であれば、その時ホテルに出入りした人間の詳しよう細さいが分かるはずだが、ホテルの従業員らは全て殺され、書類やコンピューターのデータも失われていた。

　従業員を殺あやめたのはマルコなのか、マルコによって招待された何者なのか、それともベアトリスらなのか。それを断ずる方法はない。

　結局、どの点においても真相は闇やみの中だ。

　任務を終え、自宅で家事をしながら、アマンダは考えていた。

　マルコ達を殲せん滅めつした人物が、仮に存在するのだとして。

　そしてそれがマルコによって「王子様」と喩たとえられたとある人物なのだとして。

　その人物が自らの正体を隠かくし融合体と戦う理由は何か。

　ひょっとすると、その人物もまた融合体なのではないか、アマンダはそんな想像をしてしまう。

　それは、マルコの瞳ひとみの中にどこか哀かなしみに似た色を見み出いだした故ゆえかもしれない。

　融合体となった人間。しかし人間である事を捨てられぬ人間。

　そんな人物が存在したとしたら、彼は一体どのような行動に出るだろう。

　マルコは他ほかの融合体と同じく人間と敵対する道を選んだ。

　しかし全ての人間が、マルコと同じ道を選せん択たくするとは、アマンダには思えない。

　きっと、そんな存在の中には、自らの力で融合体を討うち果たそうとする者が現れてもおかしくないのではないか。

　そんな気がする。

「お姉ちゃん」

　その声に我に返り、アマンダは振ふり返った。

　寝ねていたはずのマレクが、パジャマ姿で目を擦こすりながら、アマンダを見つめている。

「マレク……起こしちゃった？」

　アマンダが微笑ほほえんで尋たずねると、マレクは頭かぶりを振り、

「ううん……それより、手伝おうか？」

　と言ってくれた。

　アマンダは水仕事で濡ぬれた手をエプロンで拭ふき、マレクに歩み寄ると、その頭を撫なでてやる。

「ありがとう。でも大だい丈じよう夫ぶ。もうすぐご飯ができるから、着き替がえて待ってて」

　告げると、マレクは何となく申し訳なさそうに控ひかえめに頷うなずき、自分の部屋に戻って行った。

　それを見て、アマンダは再び朝食の準備を再開する。任務明けの家事は決して楽とは言えない。しかしマレクを引き取った以上、家事を疎おろそかにするわけにはいかなかった。

　マレクを引き取り育てると叔母おばペトラに申し出たのは、事件から三週間程ほど経たってからの事だった。

　これまで苦労してきた叔母に少しでも楽をさせてやりたかったのだ。

　そしてもう一つ付け加えるならば、それは異民の子供であるが故に時には冷たい視線を向けられるマレクに、何かしてやりたいと思ったためだった。

　それもまた、事件の後の心境の変化ゆえだ。

　自分にできる事を精せい一いつ杯ぱいしたい。

　あれからずっと、アマンダはそう思い続けている。

　家族が増える事は、苦労も多いが喜びも多い。

　表情の乏とぼしかったマレクが少しずつ笑え顔がおを見せるようになってくれ、アマンダはそれを実感していた。

　そしてその家族のために、自分は強くあろうと思い続ける事ができる。

　いつか、融ゆう合ごう体たいを巡めぐる大きな事件が起こるのだとしても──無論、そんな事は起こらなければいいに決まっているのだが、それでも起こってしまう時が来るのだとしたら──アマンダはその事件を乗り越こえ、生き続けたい。そして人々を守りたい。

　新たに増えた家族のためにも。

　ＸＡＴに入隊して以来久しぶりの心からの平へい穏おんな時間、アマンダはそんな事を考えていた。
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　ジョセフはガルムを駆かっていた。

　目的地は特にはなかった。

　エレアが時折くれるデモニアックの情報を頼たよりに、ザーギンの居場所を求めて、ドイツ各地を放ほう浪ろうしている。

　しかしマルコの事件以降、デモニアックの出現頻ひん度どは以前に比べて格段に落ち着きを見せ始めていた。

　それも、おそらくはザーギンの思おも惑わくなのだろう。

　一ヵ月以上経った今でも、ジョセフはあの時の事を思い出す。

　マルコを討ったあの日、ジョセフ達の前に現れたベアトリスの言葉を。

「ご苦労様」

　ベアトリスはそう言った。

「貴方あなたが勝って、あの方もお喜びになるわ」

　マルコがザーギンの仲間だと知っているだけに、その言葉は少なからずジョセフを狼ろう狽ばいさせた。

　ジョセフが何かを問うよりも早く、ベアトリスは続ける。

「彼はしっかりと役割を演じてくれた。貴方も感謝なさい。あの方の慈じ悲ひ深い処しよ遇ぐうに。全すべては貴方の糧かてとするため。そのために、マルコ・ベルリは聖別されたのだから」

　その言葉の意味が、ジョセフには最初、何の事かまるで理解できなかった。しかし数秒の思考の後に、おぼろげながら把は握あくする事ができた。

　ザーギンはジョセフを殺さなかった。

　生き残った時にまた会おうと言った。

　しかしそれから数日の後に、マルコというザーギンの部下らしき男がジョセフに戦いを仕し掛かけてきた。

　マルコがザーギンの命でジョセフを討うちに来たのだとしたら、そこには矛む盾じゆんがある。

　ジョセフを殺したいのならば、ザーギン自身があの場でジョセフを討っていればそれで良かったはずだ。

　マルコの行動は、マルコの独断だった。

　そう考えれば、その矛盾にも納なつ得とくがいく。

　そしてそのマルコの独断さえ、ザーギンの掌しよう中ちゆうの出来事に過ぎなかった、ベアトリスが言いたいのはそういう事だろう。

　ジョセフのその思考を読み取ったかのように、ベアトリスは微笑ほほえんだ。

「口く惜やしいの？　それとも惨みじめかしら？」

　見下したようなその言葉を聞き、ジョセフよりもスノウの方が先に反応を示していた。

「ジョセフを……馬ば鹿かにするなっ！」

　発現させた槍やりを構えるスノウを、ジョセフは手で制し、ベアトリスに告げた。

「ザーギンに伝えろ。俺は必ずお前を止める、と」

　ジョセフの言葉に、ベアトリスは小さく頷うなずいた。

「貴方も少しは成長したという事かしら……せいぜいあのお方の期待を裏切らない事ね」

　背を向け去って行こうとしたベアトリスは、何かを思い出したようにジョセフを振ふり返った。

「そうそう、ここにはもうすぐＸＡＴザツトの部隊が到とう着ちやくするはずよ。煩わずらわしい事になりたくなければ、早くこの場を去る事を勧すすめるわ」

「何故なぜお前がそれを知ってる」

「……さあ？　そんな事より、急いだ方がいいんじゃない？」

　今ベアトリスと戦うだけの力はない以上、ベアトリスの言葉に従うしかない。ジョセフはスノウと視線を交かわした。スノウが無言のままに頷く。

　次いで、ジョセフは床ゆかに横たわる「お姫ひめ様」を見つめた。
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　彼女をどうするべきか。

　ひょっとしたら、彼女もまたマルコによって薬を飲まされているかもしれない。そうならば、スノウ同様に救ってやりたい。

　だがベアトリスは小さく笑い声を洩もらした。

「安心なさい。彼女の事なら、マルコには何もされていないわ」

　その言葉を信じていいのかどうか、思案するうちに、割れた窓ガラスから外界の喧けん噪そうが飛び込んでくる。

「ジョセフ！」

　窓まど際ぎわまで駆け、その様子を確かく認にんしたスノウが名を呼んでくる。ＸＡＴが到着したのだろう。もはや猶ゆう予よはなかった。

「また会いましょう、ジョセフ」

　去り行くベアトリスを一いち瞥べつし、ジョセフはスノウの元に歩んだ。

　地上十三階の高度ではあるが、ブラスレイターたるジョセフであればその高度から飛び降り無事でいる事も不可能ではない。

「行こう、スノウ」

　ジョセフはそう告げてその場を去った。

　──それが一ヵ月前。

　そして今、ジョセフはかつてと同じように、一人彷徨さまようような旅を続けている。

　スノウはいない。

　しばらくの間は、彼女と共に旅を続けていた。

　しかし昨夜、ジョセフはスノウの眠ねむっているうちに一人で発たった。

「良かったの？　また彼女を置き去りにして」

　小さな十字路でガルムを停車させ、次の進路をどちらにすべきか思案していたジョセフに、エレアが問うてくる。

「いいんだ。スノウは、俺といるべきじゃない」

「彼女はそれを望んでいるのに？」

　そしてそんなスノウを三度も置き去りにする事に、罪悪感がないわけではない。

　しかしそれでもジョセフはスノウと共に旅を続ける事を望まなかった。

「今回の件で分かったんだ」

「……何が？」

「俺には共に戦ってくれる仲間以上に、俺の事を信じてくれる人間が必要なんだと」

「それが彼女というわけ？　それならそれで、彼女が側そばにいては駄だ目めなの？」

　それはジョセフの我が儘ままかもしれない。

　遠く離はなれた場所で、しかし自分の事を忘れず、信じ続けて欲しいなどという思いは。

　自分はいつしか、ザーギンと再び見まみえるだろう。

　その結果、再度敗れ、次は死を迎むかえるかもしれない。

　ずっと、それを恐おそれていた。

　敗北を。死を。無に帰す事を。

　だが今は違ちがう。

　ジョセフには、自分を信じてくれている者がいる。

　死を迎えようとも、その心の中にジョセフを留とどめ続けてくれる人がいる。

　それだけで、ジョセフは死を恐れずに済む。自分の死が無む為いであろうはずがないと信じる事ができる。

　だからこそ、スノウには自分とは違ちがう道を歩んでいて欲しい。ジョセフの身に何があろうと、その心のどこかにジョセフの事を留めておいてさえくれれば。

　何も答えぬジョセフに対し、エレアは呟つぶやいた。

「やっぱり、貴方あなたの思考は不可解だわ」

　ジョセフは小さく笑い、ガルムを発進させた。ひとまずは、北へ。

　想像も付かなかった旅の終わりがようやく近付き始めた事を感じる。

「待っていろ、ザーギン……！」

　もはや自分は惑まどわない。そして何も恐れない。

　所しよ詮せんはザーギンの掌しよう中ちゆうで踊おどらされているだけだとしても、自分はいつか彼を乗り越こえる事ができると、ジョセフは信じる。

　信じるのだ。

　それがジョセフにとって最も大きな力の源なのだから。

　ガルムの速度を上げると、鋭するどい乾かわいた風がジョセフの頰ほおを撫なでていった。
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